
論

説欧
州
同
盟
（
E
U
）
に
お
け
る
統
一
民
事
法
へ
の
兆
候

311欧州同盟（EU）における統一民事法への兆候

マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
ウ
ゼ
ス

　
　
（
バ
ン
ベ
ル
ク
大
学
教
授
）

　
欧
州
共
同
体
（
以
下
、
E
C
と
記
す
。
）
、
及
び
、
そ
の
発
展
型
で
あ
る
欧
州
同
盟
（
以
下
、
E
U
と
記
す
。
）
は
、
現
在
、
主
権
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

有
す
る
一
五
の
欧
州
諸
国
家
の
結
合
体
で
あ
る
。
既
に
一
九
六
四
年
に
は
、
指
導
的
判
決
で
あ
る
O
o
ω
＄
＼
国
Z
国
■
に
お
い
て
E
C
裁

判
所
が
確
定
し
た
よ
う
に
、
E
C
・
E
U
は
、
明
ら
か
に
伝
統
的
な
行
政
官
庁
と
し
て
の
国
際
機
関
以
上
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
E
C
・
E
U
に
は
、
国
家
が
有
す
る
本
質
的
特
徴
が
欠
如
し
て
い
る
。
E
C
・
E
U
は
連
邦
国
家
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
発
展
的
状

況
に
あ
る
前
連
邦
的
な
産
物
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
り
わ
け
、
民
事
法
（
私
法
）
の
領
域
に
お
け
る
法
制
接
近
の
状
況
及
び
発
展
傾

向
に
目
を
向
け
る
な
ら
ば
、
こ
の
結
果
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
に
も
っ
と
も
古
い
基
本
構
想
は
、
今
な
お
、
国
家
に
と
っ
て
伝

統
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
国
家
の
特
徴
を
有
し
、
そ
の
国
家
の
部
分
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
統
一
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
事
法
は
存

在
せ
ず
、
む
し
ろ
コ
モ
ン
・
ロ
ー
及
び
大
陸
法
、
（
さ
ら
に
大
陸
法
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
と
ロ
ー
マ
法
に
法
領
域
を
分
類
。
）
と
い
っ
た
二

つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
共
存
又
は
競
合
し
て
い
る
法
体
系
の
束
な
の
で
あ
る
。
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何
よ
り
も
、
E
C
・
E
U
に
は
、
統
一
又
は
法
制
接
近
を
目
的
と
し
た
民
事
法
上
の
規
定
を
公
布
す
る
一
般
的
権
限
が
な
い
。
こ
の

権
限
の
構
造
は
、
制
限
さ
れ
た
個
別
具
体
的
権
限
の
原
則
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
欧
州
の
中
央
権
力
が
有
す
る
権
限
は
、
共
同
体
・
同

盟
条
約
に
明
文
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
際
に
は
、
ま
ず
第
一
に
「
域
内
市
場
の
設
立
及
び
機
能
」
（
E
C
条
約
第
九
五
条
（
旧
条
約
第
一
〇
〇
条
a
）
が
問
題
と
な
る
。

E
C
裁
判
所
に
よ
る
↓
一
貫
亭
9
0
臥
α
事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
共
同
体
内
の
貿
易
障
害
を
除
去
す
る
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

不
正
で
は
な
い
競
争
シ
ス
テ
ム
を
も
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
E
C
条
約
第
三
条
一
項
9
を
参
照
せ
よ
）
。
消
費
者
保
護
を
推
進

す
る
措
置
（
E
C
条
約
第
一
五
三
条
、
（
旧
条
約
第
一
二
九
条
a
）
や
会
社
法
の
領
域
（
同
四
四
条
二
項
9
（
旧
条
約
第
五
四
条
三
項

9
）
に
お
い
て
は
、
特
別
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
外
的
に
、
E
C
条
約
第
三
〇
八
条
（
旧
条
約
第
二
五
三
条
）
）
の
欠
鉄
補
完

条
項
も
考
慮
さ
れ
う
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
E
C
条
約
に
お
い
て
特
殊
な
法
的
根
拠
が
欠
鉄
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
状
況
に
お
い
て

も
、
共
同
体
は
、
「
共
同
体
の
諸
目
的
の
一
つ
を
共
同
市
場
の
範
囲
内
で
実
現
す
る
た
め
に
」
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
九
七

年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
に
よ
り
、
国
境
を
越
え
た
関
連
を
有
す
る
民
事
事
件
に
お
け
る
司
法
上
の
協
同
作
業
領
域
に
お
い
て
、
共

同
体
法
上
の
措
置
を
下
す
た
め
の
権
限
付
与
が
、
付
け
加
え
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
、

　
i
　
以
下
の
改
善
及
び
簡
素
化
、
す
な
わ
ち
、

　
　
裁
判
上
及
び
裁
判
外
の
書
面
を
、
国
境
を
越
え
て
送
達
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
。

　
　
証
拠
方
法
を
調
査
す
る
際
の
協
同
作
業
。

　
　
民
事
事
件
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
上
及
び
裁
判
外
の
判
断
を
承
認
し
、
執
行
す
る
こ
と
。

　
・
1
1
　
加
盟
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
抵
触
法
の
調
和
可
能
性
を
推
進
し
、
か
つ
権
限
紛
争
を
回
避
す
る
た
め
の
規
定
。
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…
m
　
民
事
手
続
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
、
そ
し
て
必
要
な
場
合
、
構
成
国
で
適
用
さ
れ
て
い
る
民
事
法
上
の
手
続
規
定
を
簡
素
化

　
　
す
る
こ
と
を
通
じ
て
行
う
障
害
の
除
去
。

　
E
C
法
と
地
方
分
権
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
法
の
中
間
的
地
位
を
占
め
る
も
の
と
し
て
は
、
E
C
条
約
第
二
九
三
条
（
旧
条
約
第
二

二
〇
条
）
に
基
づ
く
E
U
構
成
国
間
の
協
定
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
「
裁
判
官
に
よ
る
判
決
及
び
仲
裁
判
断
の
相
互
承
認
並
び

に
執
行
の
た
め
の
形
式
の
簡
素
化
」
を
保
障
す
る
に
至
る
（
E
C
条
約
第
二
九
三
条
第
四
線
）
。

　
以
上
を
概
観
し
た
上
で
、
引
用
さ
れ
た
条
約
上
の
規
定
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
民
事
法
は
、
本
質
的
に
異
な
っ
た
個
別
規
定
の
異
質

な
集
合
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
E
C
・
E
U
の
中
核
と
し
て
で
は
な
く
、
域
内
市
場
の
緩
や
か
な
機
能
的

関
連
を
通
じ
て
、
互
い
に
結
合
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
欧
州
議
会
は
、
す
で
に
一
九
八
九
年
の
決
議
に
お
い
て
、
E
C
全
域
で
の
（
例

え
ば
、
債
務
法
の
よ
う
な
）
実
体
民
事
法
を
よ
り
広
域
的
に
統
一
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
の
制
定
を
求
め
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
保
護
、
労
働
法
、
銀
行
法
や
保
健
法
等
、
個
別
問
題
と
い
う
特
殊
な
内
容
を
除
け
ば
、
今
日
ま
で
成
立
す

　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

る
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
す
る
必
要
性
が
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
（
例
え

ば
、
売
買
法
に
関
す
る
一
九
八
○
年
の
U
N
C
I
T
R
A
L
協
定
の
よ
う
な
）
国
際
的
な
協
定
を
通
じ
て
、
既
に
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
。
固
有
の
概
念
、
構
造
及
び
体
系
性
を
有
す
る
よ
う
な
自
己
完
結
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
事
法
は
、

未
だ
に
存
在
し
て
い
な
い
。
当
該
共
同
体
の
法
律
行
為
は
、
主
に
個
々
の
点
に
つ
い
て
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
法
律
行
為
は
、
そ
の

時
々
の
個
別
規
定
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
国
内
の
国
家
法
と
い
う
広
大
な
大
洋
の
中
に
あ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
珊
瑚

環
礁
な
の
で
あ
る
。

　
簡
素
化
す
る
た
め
、
共
同
体
レ
ベ
ル
に
お
け
る
民
事
法
上
の
諸
規
定
の
集
合
を
、
三
つ
の
主
た
る
類
型
に
分
類
す
る
。
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機
能
的

そ
れ
は

関
連
を
通
じ
て
、
互
い
に
結
合
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
欧
州
議
会
は
、
す
で
に
一
九
八
九
年
の
決
議
に
お
い
て
、

E
C
全
域
で
の
(
例

え
ば
、
債
務
法
の
よ
う
な
)
実
体
民
事
法
を
よ
り
広
域
的
に
統
一
す
る
た
め
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
法
典
の
制
定
を
求
め
た
。
し
か
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
保
護
、
労
働
法
、
銀
行
法
や
保
健
法
等
、
個
別
問
題
と
い
う
特
殊
な
内
容
を
除
け
ば
、
今
日
ま
で
成
立
す

る
に
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
す
る
必
要
性
が
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
(
例
え

ば
、
売
買
法
に
関
す
る
一
九
八

O
年
の
U
N
C
I
T
R
A
L
協
定
の
よ
う
な
)
国
際
的
な
協
定
を
通
じ
て
、
既
に
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
。
固
有
の
概
念
、
構
造
及
び
体
系
性
を
有
す
る
よ
う
な
自
己
完
結
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
事
法
は
、

未
だ
に
存
在
し
て
い
な
い
。
当
該
共
同
体
の
法
律
行
為
は
、
主
に
個
々
の
点
に
つ
い
て
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
法
律
行
為
は
、

そ
の

時
々
の
個
別
規
定
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
圏
内
の
国
家
法
と
い
う
広
大
な
大
洋
の
中
に
あ
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
珊
瑚

313 

環
礁
な
の
で
あ
る
。

簡
素
化
す
る
た
め
、
共
同
体
レ
ベ
ル
に
お
け
る
民
事
法
上
の
諸
規
定
の
集
合
を
、
三
つ
の
主
た
る
類
型
に
分
類
す
る
。
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抵
触
法
上
の
手
段
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そ
の
際
、
本
質
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、
E
C
・
E
U
構
成
国
問
で
締
結
し
た
以
下
の
国
際
法
上
の
条
約
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民

事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
判
決
の
執
行
に
関
す
る
一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
の
協
定
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
と
し
て

　
パ
　
レ

有
名
）
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
重
要
な
の
は
、
国
際
関
連
の
手
続
に
対
し
て
締
約
国
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訴
訟
手
続
を
統
一
す
る
た
め
の
E
C
条
約
第
二

九
三
条
第
四
線
（
旧
条
約
第
二
二
〇
条
四
線
）
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
裁
判
に
お
け
る
国
際
管
轄
を
確
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
し
て
判
決
の
承
認
に
係
る
負
担
軽
減
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
は

判
決
、
公
正
証
書
並
び
に
裁
判
上
の
和
解
を
執
行
す
る
た
め
に
迅
速
な
手
続
を
導
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
共
同
体
内
に
定
住
す
る
私

人
の
権
利
保
護
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
機
能
的
基
点
は
、
一
つ
の
共
同
市
場
と
い
う
目
的
を
有
す

る
点
で
、
域
内
市
場
に
類
す
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
共
同
体
市
民
に
よ
る
国
境
を
越
え
た
法
的
訴
求
に
負
担
を
か
け
る
よ
う

な
、
判
決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
様
々
な
規
定
か
ら
生
じ
る
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
（
判
決
の
自
由
移
動
）
に
よ
っ
て
の
み
、
実

現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
そ
の
適
用
領
域
に
お
い
て
、
共
同
体
に
一
つ
の
裁
判
管
轄
領
域
及
び
執
行
領
域
を

創
設
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
共
同
市
場
の
設
立
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
。
同
条
約
は
、
い
わ
ゆ
る
二
重
条
約
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
判

決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
規
定
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
構
成
国
間
で
国
内
裁
判
所
が
国
際
裁
判
管
轄
を
決
定
す
る
た
め
に
適
用

し
て
き
た
各
構
成
国
の
抵
触
法
上
の
規
定
を
失
効
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
り
、
国
際
裁
判
管
轄
（
直
接
管
轄
）
と
い
う
固
有
の
秩
序
を
創
設
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そ
の
際
、
本
質
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、

E
C
-
E
U
構
成
国
間
で
締
結
し
た
以
下
の
国
際
法
上
の
条
約
で
あ
(
れ
o

す
な
わ
ち
、
民

事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
判
決
の
執
行
に
関
す
る
一
九
六
八
年
九
月
二
七
日
の
協
定
(
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
条
約
と
し
て

有
名
)
で
あ
る
。
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こ
れ
に
関
し
て
重
要
な
の
は
、
国
際
関
連
の
手
続
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し
て
締
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ロ
ッ
パ
訴
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手
続
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E
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そ
れ
は
、
裁
判
に
お
け
る
国
際
管
轄
を
確
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
し
て
判
決
の
承
認
に
係
る
負
担
軽
減
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
は

判
決
、
公
正
証
書
並
び
に
裁
判
上
の
和
解
を
執
行
す
る
た
め
に
迅
速
な
手
続
を
導
入
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
共
同
体
内
に
定
住
す
る
私

人
の
権
利
保
護
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
条
約
の
機
能
的
基
点
は
、

一
つ
の
共
同
市
場
と
い
う
目
的
を
有
す

る
点
で
、
域
内
市
場
に
類
す
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
共
同
体
市
民
に
よ
る
国
境
を
越
え
た
法
的
訴
求
に
負
担
を
か
け
る
よ
う

な
、
判
決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
様
々
な
規
定
か
ら
生
じ
る
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と

(
判
決
の
自
由
移
動
)

に
よ
っ
て
の
み
、
実

現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
そ
の
適
用
領
域
に
お
い
て
、
共
同
体
に
一
つ
の
裁
判
管
轄
領
域
及
び
執
行
領
域
を

創
設
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
共
同
市
場
の
設
立
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
。
同
条
約
は
、

い
わ
ゆ
る
二
重
条
約
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
判

決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
規
定
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
構
成
国
間
で
圏
内
裁
判
所
が
国
際
裁
判
管
轄
を
決
定
す
る
た
め
に
適
用

し
て
き
た
各
構
成
国
の
抵
触
法
上
の
規
定
を
失
効
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
り
、
国
際
裁
判
管
轄
(
直
接
管
轄
)
と
い
う
固
有
の
秩
序
を
創
設
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す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
特
別
管
轄
規
定
が
留
保
し
て
い
る
の
は
、
一
締
約
国
の
主
権
領
域
に
住
居
を
有
す
る
私
人
が
、
そ
の
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
国

の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
で
き
る
点
に
あ
る
（
普
通
裁
判
籍
第
二
条
一
項
）
。
当
該
私
人
が
、
そ
の
住
居
を
有
す
る
国
家
に
属
し
て
い

な
い
場
合
、
そ
の
者
に
は
、
内
国
人
に
標
準
的
な
管
轄
規
定
が
適
用
さ
れ
る
（
同
二
条
二
項
）
。
同
二
条
を
回
避
す
る
特
別
裁
判
籍
は
、

専
ら
同
五
条
か
ら
一
八
条
ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
の
み
、
正
当
化
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
、
「
過
度
の
」
管
轄
正
当
化
の
禁
止
）
。
そ
の
際

に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
住
所
地
国
の
裁
判
所
へ
の
通
常
管
轄
と
併
合
す
る
選
択
的
裁
判
籍
が
問
題
と
な
り
、
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て

は
、
通
常
管
轄
を
排
除
す
る
専
属
管
轄
が
問
題
と
な
る
（
例
え
ば
、
商
標
や
特
許
の
効
力
に
関
す
る
訴
え
は
、
営
業
上
の
保
護
権
が
登

録
さ
れ
て
い
る
国
の
裁
判
所
に
対
し
て
の
み
、
提
起
さ
れ
う
る
）
。

　
一
締
約
国
で
下
さ
れ
た
判
決
は
、
基
本
的
に
、
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
に
お
い
て
直
接
か
つ
完
全
に
承
認
さ
れ
る
（
第
二
六
条
一

項
）
。
こ
の
承
認
は
、
限
定
列
挙
さ
れ
た
特
段
の
理
由
（
と
り
わ
け
、
承
認
国
及
び
執
行
国
の
公
序
）
に
よ
っ
て
の
み
、
拒
絶
さ
れ
う

る
（
第
二
七
条
）
。
さ
ら
に
、
保
険
事
件
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
に
お
け
る
管
轄
又
は
専
属
管
轄
に
関
し
て
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約

の
諸
規
定
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
（
第
七
条
よ
り
一
六
条
ま
で
）
、
若
し
く
は
第
五
九
条
（
第
三
国
と
の
協
定
に
基
づ
く
過
度
な
裁

判
籍
の
制
限
）
の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
、
こ
の
承
認
は
拒
絶
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
場
合
、
第
一
審
裁
判
所
の
管
轄
が
再
審
査
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
し
（
第
二
八
条
）
、
さ
ら
に
外
国
の
裁
判
が
、
そ
の
法
律
適
合
性
を
審
査
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。

　
一
締
約
国
で
下
さ
れ
た
判
決
で
、
当
該
国
に
お
い
て
執
行
可
能
な
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
執
行
名
義
を
要
す
る
の
み
で
あ
り

（
第
一
一
二
条
）
、
そ
の
名
義
は
、
当
事
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
簡
素
化
さ
れ
た
手
続
に
よ
り
（
第
三
二
条
よ
り
四
五
条
ま
で
）
付
与

さ
れ
る
。
承
認
及
び
執
行
の
た
め
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
面
は
、
第
四
六
条
か
ら
四
九
条
に
か
け
て
、
詳
細
に
列
挙
さ
れ
て

一315一

す
る
も
の
で
も
あ
る
。

特
別
管
轄
規
定
が
留
保
し
て
い
る
の
は
、

一
締
約
国
の
主
権
領
域
に
住
居
を
有
す
る
私
人
が
、

そ
の
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
国

の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
で
き
る
点
に
あ
る

(
普
通
裁
判
籍
第
二
条
一
項
)
。
当
該
私
人
が
、
そ
の
住
居
を
有
す
る
国
家
に
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し
て
い

な
い
場
合
、

そ
の
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に
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、
内
国
人
に
標
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的
な
管
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適
用
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れ
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(
同
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。
同
二
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を
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避
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る
特
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裁
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五
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で
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、
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れ
る

(
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欧州同盟 (EU) における統一民事法への兆候

は
、
通
常
管
轄
を
排
除
す
る
専
属
管
轄
が
問
題
と
な
る
(
例
え
ば
、
商
標
や
特
許
の
効
力
に
関
す
る
訴
え
は
、
営
業
上
の
保
護
権
が
登

録
さ
れ
て
い
る
国
の
裁
判
所
に
対
し
て
の
み
、
提
起
さ
れ
う
る
)
。

一
締
約
国
で
下
さ
れ
た
判
決
は
、
基
本
的
に
、
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
に
お
い
て
直
接
か
つ
完
全
に
承
認
さ
れ
る

(
第
二
六
条

項
)
。
こ
の
承
認
は
、
限
定
列
挙
さ
れ
た
特
段
の
理
由
(
と
り
わ
け
、
承
認
国
及
び
執
行
国
の
公
序
)

に
よ
っ
て
の
み
、
拒
絶
さ
れ
う

る

(
第
二
七
条
)
。
さ
ら
に
、
保
険
事
件
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
に
お
け
る
管
轄
又
は
専
属
管
轄
に
関
し
て
は
、
プ
リ
ユ
ツ
セ
ル
条
約

の
諸
規
定
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
場
合
(
第
七
条
よ
り
一
六
条
ま
で
)
、
若
し
く
は
第
五
九
条
(
第
三
国
と
の
協
定
に
基
づ
く
過
度
な
裁

判
籍
の
制
限
)

の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
、
こ
の
承
認
は
拒
絶
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
場
合
、
第
一
審
裁
判
所
の
管
轄
が
再
審
査
さ
れ
て

(
第
二
八
条
)
、

さ
ら
に
外
国
の
裁
判
が
、

そ
の
法
律
適
合
性
を
審
査
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
。

は
な
ら
な
い
し

一
締
約
国
で
下
さ
れ
た
判
決
で
、
当
該
国
に
お
い
て
執
行
可
能
な
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
執
行
名
義
を
要
す
る
の
み
で
あ
り
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二
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そ
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続
に
よ
り
(
第
三
二
条
よ
り
四
五
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で
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さ
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な
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い
る
。

　
一
九
七
一
年
六
月
三
日
の
付
属
議
定
書
に
基
づ
き
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
の
解
釈
を
巡
っ
て
は
、
締
約
国
の
裁
判
所
が
先
行
判
決
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

続
を
用
い
て
E
C
裁
判
所
に
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
E
F
T
A
諸
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
は
、
民
事
事
件
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
に
関
す
る
一
九
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

年
九
月
一
六
日
の
並
行
協
定
（
い
わ
ゆ
る
ル
ガ
ー
ノ
協
定
）
に
よ
り
補
完
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
体
法
上
の
諸
規
定
は
、
本
質
的
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

一
内
容
で
あ
る
。
ル
ガ
ー
ノ
協
定
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
E
C
裁
判
所
に
管
轄
権
が
な
い
。

　
契
約
上
の
債
権
債
務
関
係
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
法
に
関
す
る
一
九
八
○
年
六
月
一
九
日
の
協
定
（
ロ
ー
マ
協
定
と
し
て
も
有
名
）

　
　
（
8
）

も
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
E
U
構
成
国
間
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
を
補
完
す
る
条
約
が
、
共
同
市
場
に
お
い
て
、
締
約
国

の
抵
触
法
に
と
り
特
別
重
要
な
要
素
を
統
一
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
厳
密
に
は
、
第
三
国
と
の
関
係
に
該
当
す
る
事
件
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
私
法
を
法
典
編
纂
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
そ
の
協
定
が
目
的
と
す
る
の
は
、
契

約
上
の
債
権
債
務
関
係
を
規
律
す
る
統
一
的
抵
触
法
規
範
を
創
設
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
E
C
・
E
U
内
で
の
法
発
見
を
容
易
に
し
、

法
的
確
実
性
を
高
め
、
そ
し
て
「
管
轄
漁
り
」
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
協
定
は
～
実
質
的
に
、
自
由
な
法
選
択
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
（
第
三
条
）
。
こ
の
協
定
は
、
専
ら
特
定
の
法
の
適
用
に
つ

き
、
当
事
者
が
明
確
又
は
黙
示
の
法
選
択
を
な
さ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
は
、

そ
れ
が
も
っ
と
も
密
接
に
関
連
す
る
国
内
法
に
服
す
る
。
そ
れ
は
、
基
本
的
に
、
特
定
の
給
付
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
事
者

が
、
契
約
締
結
の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
居
所
又
は
主
た
る
営
業
所
を
有
す
る
国
の
法
を
意
味
す
る
。
土
地
に
関
す
る
契
約
の
際

に
は
、
そ
れ
は
所
在
地
国
と
な
る
（
第
四
条
）
。
消
費
者
契
約
に
は
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
法
選
択
を
通
じ
て
、
滞
在

一316一

い
る
。
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一
九
七
一
年
六
月
三
日
の
付
属
議
定
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に
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、
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約
の
解
釈
を
巡
っ
て
は
、
締
約
国
の
裁
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手

続
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。
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E
F
T
A
諸
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
条
約
は
、
民
事
事
件
及
び
商
事
事
件
に
お
げ
る
裁
判
管
轄
に
関
す
る
一
九
八
八

年
九
月
一
六
日
の
並
行
協
定
(
い
わ
ゆ
る
ル
ガ
l
ノ
協
定
)
に
よ
り
補
完
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
体
法
上
の
諸
規
定
は
、
本
質
的
に
同

E
C
裁
判
所
に
管
轄
権
が
な
い
。

一
内
容
で
あ
る
。

ル
ガ

l
ノ
協
定
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
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契
約
上
の
債
権
債
務
関
係
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
法
に
関
す
る
一
九
八

O
年
六
月
一
九
日
の
協
定
(
ロ

l
マ
協
定
と
し
て
も
有
名
)

も
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

E
U
構
成
国
間
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
を
補
完
す
る
条
約
が
、
共
同
市
場
に
お
い
て
、
締
約
国

の
抵
触
法
に
と
り
特
別
重
要
な
要
素
を
統
一
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
厳
密
に
は
、
第
三
国
と
の
関
係
に
該
当
す
る
事
件
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る

D

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
私
法
を
法
典
編
纂
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
そ
の
協
定
が
目
的
と
す
る
の
は
、
契

約
上
の
債
権
債
務
関
係
を
規
律
す
る
統
一
的
抵
触
法
規
範
を
創
設
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

E
C
・
E
U
内
で
の
法
発
見
を
容
易
に
し
、

法
的
確
実
性
を
高
め
、
そ
し
て
「
管
轄
漁
り
」
(
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
)
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
協
定
は
、
実
質
的
に
、
自
由
な
法
選
択
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
(
第
三
条
)
。
こ
の
協
定
は
、
専
ら
特
定
の
法
の
適
用
に
つ

き
、
当
事
者
が
明
確
又
は
黙
示
の
法
選
択
を
な
さ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
協
定
は
、

そ
れ
が
も
っ
と
も
密
接
に
関
連
す
る
圏
内
法
に
服
す
る
。
そ
れ
は
、
基
本
的
に
、
特
定
の
給
付
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
事
者

が
、
契
約
締
結
の
時
点
に
お
い
て
、

そ
の
者
の
居
所
又
は
主
た
る
営
業
所
を
有
す
る
国
の
法
を
意
味
す
る
。
土
地
に
関
す
る
契
約
の
際

に
は
、
そ
れ
は
所
在
地
国
と
な
る
(
第
四
条
)
。
消
費
者
契
約
に
は
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
法
選
択
を
通
じ
て
、
滞
在



国
の
強
行
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
（
権
利
）
保
護
が
当
事
者
か
ら
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
第
五

条
）
。
協
定
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
法
は
、
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
と
っ
て
基
準
と
な
る
（
第
八
条
）
。
そ
の
解
釈
、
履
行
、
（
損
害

の
算
定
も
含
め
た
）
不
履
行
の
帰
結
、
契
約
上
の
請
求
の
時
効
及
び
契
約
取
消
の
帰
結
（
第
一
〇
条
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
一
九
八
八
年
一
二
月
一
九
日
の
二
つ
の
付
属
議
定
書
に
よ
り
、
こ
の
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
先
行
判
決
を
用
い
て
E
C
裁
判
所

へ
付
託
す
る
こ
と
を
、
締
約
国
は
取
り
決
め
た
。
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消
費
者
保
護
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
E
C
条
約
第
三
条
t
（
旧
条
約
第
三
条
s
）
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
活
動
は
、
「
消
費
者
保
護
の
改
善
へ
の
寄
与
」
を
包
含
す
る
。

こ
の
憲
法
の
目
的
規
定
は
、
共
同
体
に
高
度
の
消
費
者
保
護
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
E
C
条
約
第
一
五
三
条
（
旧
条
約

第
＝
一
九
条
a
）
を
通
じ
て
補
完
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
（
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
よ
り
発
効
し
て
い
る
）
E
U
に
関
す
る
マ

ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
初
め
て
、
特
別
な
消
費
者
保
護
措
置
へ
の
道
が
E
U
に
お
い
て
切
り
開
か
れ
た
と
い
う
状
況
と
、
消
費
者
保
護

は
、
す
で
に
二
〇
年
に
わ
た
り
E
C
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
充
分
に
定
着
し
て
い
る
点
を
考
量
す
る
に
つ
き
、
思
い
違
え
て
は
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

な
い
。
指
導
的
判
決
で
あ
る
○
器
器
8
9
一
9
判
決
以
来
、
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
た
め
、
E

C
・
E
U
に
お
い
て
共
同
体
内
の
商
品
取
引
の
自
由
及
び
呼
応
す
る
共
同
体
内
の
サ
ー
ビ
ス
取
引
の
自
由
は
、
と
り
わ
け
、
消
費
者
保

護
を
根
拠
に
制
限
さ
れ
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
消
費
者
保
護
の
命
令
は
、
混
同
を
導
く
よ
う
な
製
品
外
装
又
は
誤

謬
を
招
く
広
告
の
国
内
に
お
け
る
禁
止
、
若
し
く
は
商
品
番
号
に
関
す
る
国
内
規
定
も
正
当
化
し
う
る
。
消
費
者
保
護
を
根
拠
に
し

一317一

国
の
強
行
法
に
よ
り
保
障
さ
れ
て
い
る
(
権
利
)
保
護
が
当
事
者
か
ら
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
(
第
五

条
)
。
協
定
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
法
は
、
契
約
の
成
立
及
び
効
力
に
と
っ
て
基
準
と
な
る
(
第
八
条
)
。
そ
の
解
釈
、
履
行
、
(
損
害

の
算
定
も
含
め
た
)
不
履
行
の
帰
結
、
契
約
上
の
請
求
の
時
効
及
び
契
約
取
消
の
帰
結
(
第
一

O
条
)
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
二
一
月
一
九
日
の
二
つ
の
付
属
議
定
書
に
よ
り
、
こ
の
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
先
行
判
決
を
用
い
て

E
C
裁
判
所

へ
付
託
す
る
こ
と
を
、
締
約
国
は
取
り
決
め
た
。
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消
費
者
保
護
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置

E
C
条
約
第
三
条
t

(
旧
条
約
第
三
条
S
)

に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
活
動
は
、
「
消
費
者
保
護
の
改
善
へ
の
寄
与
」
を
包
含
す
る
。

こ
の
憲
法
の
目
的
規
定
は
、
共
同
体
に
高
度
の
消
費
者
保
護
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る

E
C
条
約
第
一
五
三
条
(
旧
条
約

第
一
二
九
条

a)
を
通
じ
て
補
完
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
(
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
よ
り
発
効
し
て
い
る
)
E
U
に
関
す
る
マ

ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
初
め
て
、
特
別
な
消
費
者
保
護
措
置
へ
の
道
が

E
U
に
お
い
て
切
り
開
か
れ
た
と
い
う
状
況
と
、
消
費
者
保
護

は
、
す
で
に
二

O
年
に
わ
た
り
E
C
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
充
分
に
定
着
し
て
い
る
点
を
考
量
す
る
に
つ
き
、
思
い
違
え
て
は
な
ら

な
い
。
指
導
的
判
決
で
あ
る
わ
∞
お
宮
合
思
す
ロ
判
決
以
来
、
共
同
体
全
域
に
わ
た
る
ハ

1
モ
ナ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
が
な
い
た
め
、

E

C
-
E
U
に
お
い
て
共
同
体
内
の
商
品
取
引
の
自
由
及
び
呼
応
す
る
共
同
体
内
の
サ
ー
ビ
ス
取
引
の
自
由
は
、

と
り
わ
け
、
消
費
者
保

護
を
根
拠
に
制
限
さ
れ
う
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
消
費
者
保
護
の
命
令
は
、
混
同
を
導
く
よ
う
な
製
品
外
装
又
は
誤

謬
を
招
く
広
告
の
圏
内
に
お
げ
る
禁
止
、
若
し
く
は
商
品
番
号
に
関
す
る
園
内
規
定
も
正
当
化
し
う
る
。
消
費
者
保
護
を
根
拠
に
し
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て
、
市
場
の
自
由
と
対
立
す
る
前
提
と
な
る
欧
州
統
一
決
定
を
下
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
判
例
は
、
E
U
構
成
国
内
の
消
費
者
保
護
に

関
す
る
事
実
上
の
部
分
的
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
確
か
に
、
純
粋
に
国
内
的
な
状
況
を
除
け
ば
、
E
C
裁
判

所
が
有
す
る
強
制
的
司
法
権
に
基
づ
き
、
こ
の
判
決
の
効
力
は
、
国
境
を
越
え
た
状
況
に
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
判
決
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
む
レ

事
実
上
、
国
内
法
上
の
平
等
取
扱
い
命
令
を
超
え
て
、
国
内
状
況
に
関
連
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
懐
疑
論
的
な
裁
判
官
法
が
、
規
範
と
し
て
の
議
会
法
を
完
全
に
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
一
方
に
お
い

て
、
裁
判
官
法
に
は
、
裁
判
さ
れ
た
個
々
の
事
件
を
包
摂
す
る
法
的
安
定
性
が
欠
如
し
て
お
り
、
ま
た
他
方
に
お
い
て
、
確
か
に
議
会

法
は
、
放
棄
で
き
な
い
最
低
限
の
要
求
の
み
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
、
高
度
の
保
護
基
準
及
び
品
質
基
準
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
全
域
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
、
そ
の
背
景
に
し
て
い
る
。
こ
の
基
準
の
維
持
は
、
法
制
接
近
に
よ
る
適
切
な
措
置
を
通
じ
て
の
み
、

実
現
さ
れ
う
る
。
今
日
ま
で
、
こ
れ
に
関
し
て
公
布
さ
れ
た
諸
規
定
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
か
な
り
の
と
こ
ろ
折
衷
主
義
的
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
消
費
者
の
特
別
な
私
法
的
保
護
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
長
期
的
視
点
か
ら
見
て
、
包
括
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
典
編
纂
の
観
点

か
ら
、
自
己
発
展
的
な
方
法
に
よ
り
契
約
法
は
全
般
的
に
調
整
さ
れ
、
そ
し
て
継
続
形
成
さ
れ
う
る
。

　
現
在
、
発
効
し
て
い
る
最
も
重
要
な
指
令
は
、
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
一
九
五
四
年
九
月
一
〇
日
の
誤
謬
を
招
く
広
告
に
対
す
る
指
令
（
勾
［
o
。
ら
＼
臨
。
＼
国
薫
O
）
。
こ
の
指
令
は
、
誤
謬
を
招
く
広
告
の

存
在
を
判
断
す
る
基
準
を
与
え
、
さ
ら
に
構
成
国
に
対
し
て
、
誤
謬
を
招
く
広
告
を
撲
滅
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
有
効
な
措
置
を
執
る

義
務
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
種
類
の
広
告
は
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
基
本
水
準
以
上
に
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

具
体
的
な
規
定
が
殆
ど
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
指
令
の
実
務
に
お
け
る
適
用
範
囲
は
僅
か
で
し
か
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
指
令
は
、
そ
の
他
の
（
例
え
ば
、
強
引
な
営
業
方
法
な
ど
の
）
不
公
正
な
商
取
引
実
務
を
範
疇
に
お
い
て
い
な
い
。

一318一
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て
、
市
場
の
自
由
と
対
立
す
る
前
提
と
な
る
欧
州
統
一
決
定
を
下
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
判
例
は
、

E
U
構
成
圏
内
の
消
費
者
保
護
に

関
す
る
事
実
上
の
部
分
的
ハ

1
モ
ナ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
確
か
に
、
純
粋
に
圏
内
的
な
状
況
を
除
け
ば
、

E
C
裁
判

49 (山梨学院大学〕

所
が
有
す
る
強
制
的
司
法
権
に
基
づ
き
、
こ
の
判
決
の
効
力
は
、
国
境
を
越
え
た
状
況
に
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
判
決
は
、

事
実
上
、
国
内
法
上
の
平
等
取
扱
い
命
令
を
超
え
て
、
圏
内
状
況
に
関
連
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
懐
疑
論
的
な
裁
判
官
法
が
、
規
範
と
し
て
の
議
会
法
を
完
全
に
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
一
方
に
お
い

て
、
裁
判
官
法
に
は
、
裁
判
さ
れ
た
個
々
の
事
件
を
包
摂
す
る
法
的
安
定
性
が
欠
如
し
て
お
り
、

ま
た
他
方
に
お
い
て
、
確
か
に
議
会

法学論集

法
は
、
放
棄
で
き
な
い
最
低
限
の
要
求
の
み
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
で
も
、
高
度
の
保
護
基
準
及
び
品
質
基
準
が
ヨ

l
ロ
ッ

そ
の
背
景
に
し
て
い
る
。
こ
の
基
準
の
維
持
は
、
法
制
接
近
に
よ
る
適
切
な
措
置
を
通
じ
て
の
み
、

パ
全
域
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
、

実
現
さ
れ
う
る
。
今
日
ま
で
、
こ
れ
に
関
し
て
公
布
さ
れ
た
諸
規
定
は
、
も
ち
ろ
ん
、

ま
だ
か
な
り
の
と
こ
ろ
折
衷
主
義
的
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
消
費
者
の
特
別
な
私
法
的
保
護
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
長
期
的
視
点
か
ら
見
て
、
包
括
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
典
編
纂
の
観
点

か
ら
、
自
己
発
展
的
な
方
法
に
よ
り
契
約
法
は
全
般
的
に
調
整
さ
れ
、
そ
し
て
継
続
形
成
さ
れ
う
る
。

現
在
、
発
効
し
て
い
る
最
も
重
要
な
指
令
は
、
す
な
わ
ち
、

一
九
五
四
年
九
月
一

O
日
の
誤
謬
を
招
く
広
告
に
対
す
る
指
令
(
開
門
伝
¥

8

0

¥

何
者
。
)
。
こ
の
指
令
は
、
誤
謬
を
招
く
広
告
の

存
在
を
判
断
す
る
基
準
を
与
え
、

さ
ら
に
構
成
国
に
対
し
て
、
誤
謬
を
招
く
広
告
を
撲
滅
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
有
効
な
措
置
を
執
る

一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
基
本
水
準
以
上
に
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も

具
体
的
な
規
定
が
殆
ど
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
指
令
の
実
務
に
お
け
る
適
用
範
囲
は
僅
か
で
し
か
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

義
務
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
種
類
の
広
告
は
、

こ
の
指
令
は
、

そ
の
他
の
(
例
え
ば
、
強
引
な
営
業
方
法
な
ど
の
)
不
公
正
な
商
取
引
実
務
を
範
鴎
に
お
い
て
い
な
い
。
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（
1
5
）

　
一
九
九
七
年
一
〇
月
六
日
に
公
布
さ
れ
た
原
指
令
（
カ
ピ
o
。
ミ
ホ
爵
≦
○
）
の
変
更
指
令
（
肉
ピ
零
＼
緕
＼
国
O
）
は
、
公
正
に
比
較

さ
れ
て
い
る
広
告
を
原
則
的
に
許
可
す
る
と
規
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
構
成
国
間
で
の
商
品
交
換
の
自
由
化
が
促
進
さ
れ
る
。
同
時

に
、
消
費
者
に
は
、
よ
り
多
く
の
商
品
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
（
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
バ
ル
（
企
業
）
と

明
確
に
関
連
さ
せ
て
広
告
を
打
つ
こ
と
や
、
そ
の
ラ
イ
バ
ル
商
品
を
自
社
製
品
に
比
べ
て
批
判
的
に
比
較
す
る
こ
と
は
、
競
争
違
反
で

あ
る
と
看
徹
さ
れ
て
い
た
）
。

　
澱
疵
あ
る
製
品
に
対
す
る
製
造
者
の
責
任
に
関
す
る
指
令
（
勾
い
o。
㎝
＼
。
。
謹
＼
国
名
O
）
は
、
一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
に
公
布
さ

　（％）

れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
製
造
者
又
は
第
三
国
か
ら
の
輸
入
業
者
は
、
過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
原
則
的
に
そ
の
額
を
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
製
品
の
欠
陥
を
通
じ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
に
対
す
る
責
任
を
負
う
。
そ
れ
で
も
構
成
国
は
、
（
物
的
損
害
で

は
な
く
、
）
人
的
損
害
の
責
任
を
七
〇
〇
〇
万
E
C
U
に
制
限
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
第
一
六
条
）
。
組
立
、
製
造
、
指
示
に
対
し

て
も
、
こ
の
責
任
は
課
さ
れ
る
。
損
害
を
受
け
た
者
は
、
専
ら
損
害
、
蝦
疵
及
び
当
該
損
害
と
蝦
疵
と
の
因
果
関
係
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
際
に
は
、
国
家
の
証
明
規
定
が
各
々
適
用
さ
れ
る
。

　
製
造
者
に
対
す
る
免
責
可
能
性
は
、
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
第
七
条
）
。
製
造
者
が
責
任
を
免
れ
る
の
は
、
以
下
の
証
明
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
製
造
物
の
欠
陥
が
拘
束
力
を
有
す
る
主
権
国
家
に
よ
り
公
布
さ
れ
て
い
る
諸
基
準
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る

か
、
又
は
製
造
物
の
市
場
導
入
期
に
、
当
時
の
科
学
的
か
つ
技
術
的
水
準
で
は
客
観
的
に
認
識
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
製
造
者
が
証
明

で
き
た
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
製
造
者
が
現
行
の
（
非
拘
束
的
な
）
基
準
や
技
術
的
に
承
認
さ
れ
た
規
定
を
遵
守
し
て
い
た
こ
と

を
証
明
す
る
だ
け
で
は
、
当
該
製
造
者
は
免
責
さ
れ
な
い
。
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
状
況
が
生
じ
る
中
、
原
告
が
そ
れ
を
知
り
た
る
日
よ

り
三
年
の
後
、
こ
の
責
任
は
消
滅
す
る
。
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
製
品
が
市
場
に
流
通
し
た
後
、
一
〇
年
が
経
過
し
た
場
合
、
上
述
の
規

一319一

一
九
九
七
年
一

O
月
六
日
に
公
布
さ
れ
た
原
指
令
(
何
回
、
ど

¥
8
0何
者
の
)

の
変
更
指
令
(
同
F
S
¥
日
¥
開
。
)

は
、
公
正
に
比
較

さ
れ
て
い
る
広
告
を
原
則
的
に
許
可
す
る
と
規
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
構
成
国
間
で
の
商
品
交
換
の
自
由
化
が
促
進
さ
れ
る
。
同
時

に
、
消
費
者
に
は
、
よ
り
多
く
の
商
品
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る

(
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
バ
ル

(
企
業
)
と

明
確
に
関
連
さ
せ
て
広
告
を
打
つ
こ
と
や
、

そ
の
ラ
イ
バ
ル
商
品
を
自
社
製
品
に
比
べ
て
批
判
的
に
比
較
す
る
こ
と
は
、
競
争
違
反
で

あ
る
と
看
倣
さ
れ
て
い
た
)
。
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穣
庇
あ
る
製
品
に
対
す
る
製
造
者
の
責
任
に
関
す
る
指
令
(
同
F
g
¥
ω
三
¥
同
君
。
)
は
、

れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
製
造
者
又
は
第
三
国
か
ら
の
輸
入
業
者
は
、
過
失
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

か
つ
原
則
的
に
そ
の
額
を
制
限

一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
に
公
布
さ

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
製
品
の
欠
陥
を
通
じ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
に
対
す
る
責
任
を
負
う
。
そ
れ
で
も
構
成
国
は
、
(
物
的
損
害
で

は
な
く
、
)
人
的
損
害
の
責
任
を
七

0
0
0万
E
C
U
に
制
限
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

(
第
一
六
条
)
。
組
立
、
製
造
、
指
示
に
対
し

て
も
、
こ
の
責
任
は
課
さ
れ
る
。
損
害
を
受
け
た
者
は
、
専
ら
損
害
、
暇
庇
及
び
当
該
損
害
と
回
収
庇
と
の
因
果
関
係
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
際
に
は
、
国
家
の
証
明
規
定
が
各
々
適
用
さ
れ
る
。

製
造
者
に
対
す
る
免
責
可
能
性
は
、
厳
格
に
定
め
ら
れ
て
い
る

(
第
七
条
)
。
製
造
者
が
責
任
を
免
れ
る
の
は
、
以
下
の
証
明
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
製
造
物
の
欠
陥
が
拘
束
力
を
有
す
る
主
権
国
家
に
よ
り
公
布
さ
れ
て
い
る
諸
基
準
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る

か
、
又
は
製
造
物
の
市
場
導
入
期
に
、
当
時
の
科
学
的
か
つ
技
術
的
水
準
で
は
客
観
的
に
認
識
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
製
造
者
が
証
明

で
き
た
と
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
製
造
者
が
現
行
の
(
非
拘
束
的
な
)
基
準
や
技
術
的
に
承
認
さ
れ
た
規
定
を
遵
守
し
て
い
た
こ
と
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を
証
明
す
る
だ
け
で
は
、
当
該
製
造
者
は
免
責
さ
れ
な
い
。
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
状
況
が
生
じ
る
中
、
原
告
が
そ
れ
を
知
り
た
る
日
よ

り
三
年
の
後
、
こ
の
責
任
は
消
滅
す
る
。
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
製
品
が
市
場
に
流
通
し
た
後
、

一
O
年
が
経
過
し
た
場
合
、
上
述
の
規
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定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
指
令
に
基
づ
く
請
求
権
は
消
滅
す
る
（
第
一
〇
条
及
び
一
一
条
）
。

　
一
九
八
五
年
一
二
月
二
〇
日
に
閣
僚
理
事
会
は
、
こ
の
指
令
（
勾
い
。
。
㎝
ぴ
ミ
＼
国
≦
O
）
に
同
意
し
た
。
こ
の
指
令
は
、
契
約
が
事

業
所
の
外
、
例
え
ば
事
業
主
に
よ
っ
て
企
画
実
行
さ
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
の
際
、
又
は
事
業
主
の
訪
問
の
際
に
締
結
さ
れ
た
場
合
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
消
費
者
保
護
（
第
一
条
を
参
照
せ
よ
）
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
様
な
通
常
外
業
務
の
場
合
、
書
面
を
も
っ
て
、
当
該
契
約
を
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

日
以
内
に
取
り
消
し
う
る
権
利
を
消
費
者
が
有
す
る
こ
と
を
、
売
主
は
通
知
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
一
九
八
六
年
二
一
月
ニ
ニ
日
に
、
消
費
者
ロ
ー
ン
指
令
（
国
い
。
。
ミ
一
8
＼
国
≦
○
）
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
指
令
は
、
消
費
者
ロ
ー

ン
の
領
域
に
お
け
る
法
規
定
の
大
幅
な
接
近
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
者
に
対
す
る
最
低
限
の
保
護
が
計
ら
れ
る
。
ロ

ー
ン
費
用
、
ロ
ー
ン
の
条
件
及
び
ロ
ー
ン
か
ら
生
じ
る
消
費
者
の
義
務
の
範
囲
に
つ
き
、
消
費
者
へ
の
適
切
な
情
報
伝
達
が
保
障
さ
れ

る
。
こ
の
指
令
の
適
用
領
域
は
、
二
〇
〇
E
C
U
か
ら
二
〇
万
E
C
U
ま
で
の
ロ
ー
ン
契
約
に
及
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ハ
レ

　
こ
の
消
費
者
ロ
ー
ン
指
令
は
、
一
九
九
〇
年
二
月
二
二
日
の
指
令
（
勾
い
8
＼
。
。
。
。
＼
国
薫
O
）
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

様
々
な
ロ
ー
ン
の
提
供
に
関
し
て
、
よ
り
良
い
比
較
を
消
費
者
に
可
能
と
す
る
た
め
に
、
実
質
的
な
年
問
利
息
の
計
算
に
つ
い
て
、
統

一
的
な
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
れ
レ

　
i
　
一
九
九
〇
年
六
月
一
三
日
に
公
布
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
に
関
す
る
指
令
（
肉
い
8
＼
。
。
置
＼
国
≦
O
）
は
、
パ
ッ
ケ
ー

　
　
ジ
・
ツ
ア
ー
に
関
す
る
広
告
及
び
情
報
に
つ
い
て
の
諸
規
準
を
定
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
変
更
及
び
取
消
し
の
際
の
補
償
も
予
定

　
　
し
て
い
る
。
中
心
的
規
定
は
、
当
該
指
令
第
七
条
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
旅
行
の
主
催
者
は
、
倒
産
及
び
支
払
不
能
に
陥
っ

　
　
た
場
合
、
支
払
済
旅
行
代
金
の
返
済
及
び
帰
路
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
・
1
1
　
一
九
九
三
年
四
月
五
日
に
閣
僚
理
事
会
は
、
消
費
者
契
約
に
お
け
る
濫
用
条
項
に
関
す
る
指
令
（
菊
い
8
＼
る
＼
国
薯
O
）
を

一320一
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定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
指
令
に
基
づ
く
請
求
権
は
消
滅
す
る
(
第
一

O
条
及
び
一
一
条
)
。

一
九
八
五
年
一
二
月
二

O
自
に
閣
僚
理
事
会
は
、
こ
の
指
令
(
月
F

g

¥
日
吋
吋
¥
何
者
。
)
に
同
意
し
た
。
こ
の
指
令
は
、
契
約
が
事
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業
所
の
外
、
例
え
ば
事
業
主
に
よ
っ
て
企
画
実
行
さ
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
の
際
、
又
は
事
業
主
の
訪
問
の
際
に
締
結
さ
れ
た
場
合
に
お
け

る
消
費
者
保
護
(
第
一
条
を
参
照
せ
よ
)
を
目
的
と
し
て
い
(
刻
。
そ
の
様
な
通
常
外
業
務
の
場
合
、
書
面
を
も
っ
て
、
当
該
契
約
を
七

日
以
内
に
取
り
消
し
う
る
権
利
を
消
費
者
が
有
す
る
こ
と
を
、
売
主
は
通
知
す
る
義
務
が
あ
る
。

一
九
八
六
年
一
二
月
二
二
日
に
、
消
費
者
ロ

l
ン
指
令
(
戸
∞
吋

¥
5
¥何
者
仰
)
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
指
令
は
、
消
費
者
ロ

l

法学論集

ン
の
領
域
に
お
け
る
法
規
定
の
大
幅
な
接
近
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
者
に
対
す
る
最
低
限
の
保
護
が
計
ら
れ
る
。

ロ

ロ
ー
ン
の
条
件
及
び
ロ

l
ン
か
ら
生
じ
る
消
費
者
の
義
務
の
範
囲
に
つ
き
、
消
費
者
へ
の
適
切
な
情
報
伝
達
が
保
障
さ
れ

ー
ン
費
用
、

-320-

る
。
こ
の
指
令
の
適
用
領
域
は
、
二

O
O
E
C
U
か
ら
二

O
万
E
C
U
ま
で
の
ロ

l
ン
契
約
に
及
ぶ
。

こ
の
消
費
者
ロ

l
ン
指
令
は
、

一
九
九

O
年
二
月
二
二
日
の
指
令
(
同
F

g

¥
∞
∞
¥
問
者
。
)
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

様
々
な
ロ

l
ン
の
提
供
に
関
し
て
、

よ
り
良
い
比
較
を
消
費
者
に
可
能
と
す
る
た
め
に
、
実
質
的
な
年
間
利
息
の
計
算
に
つ
い
て
、
統

一
的
な
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。

一
九
九

O
年
六
月
一
三
日
に
公
布
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
に
関
す
る
指
令
(
悶
F

S

¥
出
血
¥
閃
喝
の
)
は
、
パ
ッ
ケ
1

ジ
・
ツ
ア
ー
に
関
す
る
広
告
及
び
情
報
に
つ
い
て
の
諸
規
準
を
定
め
て
お
り
、

さ
ら
に
、
変
更
及
び
取
消
し
の
際
の
補
償
も
予
定

し
て
い
る
。
中
心
的
規
定
は
、
当
該
指
令
第
七
条
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
旅
行
の
主
催
者
は
、
倒
産
及
び
支
払
不
能
に
陥
っ

た
場
合
、
支
払
済
旅
行
代
金
の
返
済
及
び
帰
路
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11 

一
九
九
三
年
四
月
五
日
に
閣
僚
理
事
会
は
、
消
費
者
契
約
に
お
け
る
濫
用
条
項
に
関
す
る
指
令
(
同
F

S

¥
お
¥
問
者
。
)
を
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決
議
し
た
が
、
そ
れ
は
、
営
業
主
と
消
費
者
間
の
契
約
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
条
項
の
内
容
を
審
査
す
る
も

　
の
で
あ
る
。
こ
の
指
令
の
目
的
は
、
商
品
の
購
入
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
際
、
そ
の
契
約
文
言
中
の
濫
用
条
項
か
ら
消

　
費
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
指
令
に
よ
り
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専
ら
箇
々
の
点
に
つ
い
て
交
渉
さ
れ
て
い
な
い
約

　
款
、
と
り
わ
け
、
そ
の
内
容
に
消
費
者
が
影
響
を
受
け
て
い
な
い
既
定
の
約
款
契
約
の
み
で
あ
る
（
三
条
二
項
）
。
提
供
者
と
消

　
費
者
と
の
間
で
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
契
約
条
項
は
、
こ
の
指
令
の
適
用
領
域
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　
　
第
三
条
一
項
に
よ
り
濫
用
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
約
款
と
は
、
「
…
…
も
し
そ
の
約
款
が
、
信
義
則
の
命
令
に
反
し
て
、
契
約

　
の
相
手
方
が
有
す
る
契
約
上
の
権
利
義
務
を
著
し
く
不
当
に
不
均
衡
な
も
の
と
し
、
消
費
者
が
不
利
に
な
る
場
合
」
で
あ
る
。
事

　
業
主
が
消
費
者
と
締
結
し
た
契
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
濫
用
条
項
は
、
消
費
者
を
拘
束
し
な
い
。
そ
れ
で
も
、
も
し
こ
の
契
約

　
が
、
濫
用
条
項
な
し
に
成
立
し
う
る
場
合
、
こ
の
契
約
は
、
両
契
約
者
に
対
し
て
、
同
一
の
基
礎
に
つ
き
拘
束
力
を
有
す
る
（
第

　
六
条
一
項
）
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
（
遅
滞
し
た
も
の
の
）
一
九
九
六
年
七
月
二
五
日
に
、
こ
の
指
令
を
一
般
取
引
約
款
の
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
め
レ

　
更
に
関
す
る
法
律
に
移
行
し
た
。

揃
　
一
九
九
四
年
一
〇
月
二
六
日
に
公
布
さ
れ
た
、
不
動
産
の
一
部
使
用
権
に
よ
る
就
業
に
関
し
、
契
約
上
の
特
定
の
観
点
を
顧
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
し
た
、
就
業
者
保
護
に
関
す
る
指
令
（
菊
U
濾
＼
ミ
＼
国
O
）
、
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ム
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
指
令
は
、
特
定
期
間
使
用
権

　
（
す
な
わ
ち
、
一
年
の
う
ち
、
特
定
期
間
に
の
み
成
立
す
る
土
地
の
利
用
権
）
と
し
て
の
不
動
産
使
用
に
関
す
る
契
約
に
関
係
す

　
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
令
は
、
一
方
に
お
い
て
、
契
約
内
容
に
関
す
る
情
報
及
び
こ
の
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
詳
細
を
定
め
、

　
他
方
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
契
約
の
解
除
に
関
す
る
詳
細
及
び
そ
の
手
続
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
種
の
契
約
が
債

　
権
法
（
の
み
）
の
効
力
を
有
す
る
の
か
、
物
権
と
し
て
の
効
力
も
（
ま
た
）
有
す
る
の
か
と
い
う
、
解
釈
論
上
の
基
本
問
題
は
、

一321一
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決
議
し
た
が
、
そ
れ
は
、
営
業
主
と
消
費
者
間
の
契
約
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
条
項
の
内
容
を
審
査
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
指
令
の
目
的
は
、
商
品
の
購
入
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
際
、
そ
の
契
約
文
言
中
の
濫
用
条
項
か
ら
消

費
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
指
令
に
よ
り
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専
ら
箇
々
の
点
に
つ
い
て
交
渉
さ
れ
て
い
な
い
約

款
、
と
り
わ
け
、

そ
の
内
容
に
消
費
者
が
影
響
を
受
け
て
い
な
い
既
定
の
約
款
契
約
の
み
で
あ
る

(
三
条
二
項
)
。
提
供
者
と
消

費
者
と
の
間
で
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
契
約
条
項
は
、
こ
の
指
令
の
適
用
領
域
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。

第
三
条
一
項
に
よ
り
濫
用
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
約
款
と
は
、
「
:
:
:
も
し
そ
の
約
款
が
、
信
義
則
の
命
令
に
反
し
て
、
契
約

の
相
手
方
が
有
す
る
契
約
上
の
権
利
義
務
を
著
し
く
不
当
に
不
均
衡
な
も
の
と
し
、
消
費
者
が
不
利
に
な
る
場
合
」
で
あ
る
。
事

業
主
が
消
費
者
と
締
結
し
た
契
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
濫
用
条
項
は
、
消
費
者
を
拘
束
し
な
い
。
そ
れ
で
も
、
も
し
こ
の
契
約

が
、
濫
用
条
項
な
し
に
成
立
し
う
る
場
合
、
こ
の
契
約
は
、
両
契
約
者
に
対
し
て
、
同
一
の
基
礎
に
つ
き
拘
束
力
を
有
す
る

(第

六
条
一
項
)
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
(
遅
滞
し
た
も
の
の
)

更
に
関
す
る
法
律
に
移
行
し
た
。

一
九
九
六
年
七
月
二
五
日
に
、
こ
の
指
令
を
一
般
取
引
約
款
の
変
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一
九
九
四
年
一

O
月
二
六
日
に
公
布
さ
れ
た
、
不
動
産
の
一
部
使
用
権
に
よ
る
就
業
に
関
し
、
契
約
上
の
特
定
の
観
点
を
顧
慮

し
た
、
就
業
者
保
護
に
関
す
る
指
令
書
里
町
¥
号
、
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ム
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
指
令
は
、
特
定
期
間
使
用
権

(
す
な
わ
ち
、

一
年
の
う
ち
、
特
定
期
間
に
の
み
成
立
す
る
土
地
の
利
用
権
)
と
し
て
の
不
動
産
使
用
に
関
す
る
契
約
に
関
係
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
令
は
、

一
方
に
お
い
て
、
契
約
内
容
に
関
す
る
情
報
及
び
こ
の
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
詳
細
を
定
め
、

他
方
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
契
約
の
解
除
に
関
す
る
詳
細
及
び
そ
の
手
続
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
種
の
契
約
が
債

権
法
(
の
み
)

の
効
力
を
有
す
る
の
か
、
物
権
と
し
て
の
効
力
も
(
ま
た
)
有
す
る
の
か
と
い
う
、
解
釈
論
上
の
基
本
問
題
は
、



法学論集　49〔山梨学院大学〕322

　
　
こ
の
指
令
に
お
い
て
未
解
決
の
ま
ま
に
あ
る
。

　
聾
　
｝
九
九
二
年
五
月
、
す
で
に
E
C
委
員
会
は
、
遠
隔
商
取
引
で
の
契
約
締
結
の
際
に
お
け
る
消
費
者
保
護
に
関
す
る
指
令
を
提

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
案
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
典
型
的
な
通
信
販
売
の
み
な
ら
ず
、
テ
レ
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
販
売
、
そ
し
て
更
に
新
た
な
コ
ミ

　
　
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
（
例
え
ば
、
F
A
X
、
電
送
書
簡
、
ヴ
ォ
イ
ス
・
メ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
等
）
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
域

　
　
内
市
場
に
お
い
て
、
よ
り
一
団
と
国
境
を
越
え
た
消
費
者
保
護
が
計
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
五
月
二
〇
日
に
E
U
の
欧

　
　
州
議
会
と
閣
僚
理
事
会
は
、
遠
隔
地
販
売
に
お
け
る
契
約
締
結
の
際
の
消
費
者
保
護
に
関
す
る
指
令
（
園
■
S
＼
刈
＼
国
O
）
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
ゆ
る
「
テ
レ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
指
令
」
を
決
議
し
た
。
こ
の
指
令
は
、
一
方
に
お
い
て
、
消
費
者
と
供
給
者
と
の
間
で
遠
隔
地
販
売

　
　
に
お
い
て
契
約
が
締
結
さ
れ
る
際
、
各
構
成
国
の
法
規
定
及
び
行
政
規
定
が
接
近
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
令

　
　
は
、
消
費
者
に
よ
る
撤
回
に
関
す
る
供
給
者
の
情
報
提
供
義
務
の
み
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
指
令
は
、
誠

　
　
実
な
消
費
者
の
保
護
に
関
す
る
最
低
基
準
を
確
立
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
消
費
者
は
、
自
己
の
私
的
領
域
を
犯
す

　
　
よ
う
な
遠
隔
情
報
伝
達
技
術
を
用
い
た
傍
若
無
人
の
宣
伝
方
法
及
び
注
文
を
し
て
い
な
い
商
品
の
配
送
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
さ
ら

　
　
に
構
成
国
は
、
支
払
力
ー
ド
の
詐
欺
的
な
使
用
に
対
す
る
予
防
措
置
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
新
し
く
、
か
つ
重
要
な
消
費
者
保
護
指
令
と
し
て
は
、
一
九
九
九
年
五
月
二
五
日
に
議
決
さ
れ
た
、
消
耗
品
の
購
入
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ミ
レ

消
耗
品
に
対
す
る
保
証
に
関
す
る
特
定
の
局
面
に
お
け
る
指
令
（
肉
一
お
8
＼
偉
＼
国
○
）
が
あ
る
。
契
約
違
反
が
生
じ
た
場
合
、
消
費

者
に
は
、
自
ら
の
請
求
に
つ
き
、
段
階
的
な
選
択
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
1
　
ま
ず
第
一
に
、
消
費
者
は
、
商
品
の
無
料
補
修
又
は
代
替
品
の
給
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
い
価
値
を
有
す
る
商
品
の

場
合
、
修
理
が
代
替
品
の
給
付
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
大
量
生
産
品
の
場
合
に
は
、
こ
の
関
係
が
逆
転
す
る
。

一322一
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こ
の
指
令
に
お
い
て
未
解
決
の
ま
ま
に
あ
る
。

lV 

一
九
九
二
年
五
月
、
す
で
に

E
C
委
員
会
は
、
遠
隔
商
取
引
で
の
契
約
締
結
の
際
に
お
け
る
消
費
者
保
護
に
関
す
る
指
令
を
提

案
し
て
い
必
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
典
型
的
な
通
信
販
売
の
み
な
ら
ず
、
テ
レ
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
販
売
、
そ
し
て
更
に
新
た
な
コ
ミ
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ュ
ニ
ケ

l
シ
ョ
ン
技
術
(
例
え
ば
、

F
A
X
、
電
送
書
簡
、
ヴ
ォ
イ
ス
・
メ

l
ル
・
シ
ス
テ
ム
等
)
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
域

内
市
場
に
お
い
て
、
よ
り
一
団
と
国
境
を
越
え
た
消
費
者
保
護
が
計
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
五
月
二

O
日
に

E
U
の
欧

州
議
会
と
閣
僚
理
事
会
は
、
遠
隔
地
販
売
に
お
け
る
契
約
締
結
の
際
の
消
費
者
保
護
に
関
す
る
指
令
(
何
回
、
ミ
¥
吋
¥
貝
U
)

、

ゆ
る
「
テ
レ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
指
令
」
を
決
議
し
た
。
こ
の
指
令
は
、

しユ

わ

法学論集

一
方
に
お
い
て
、
消
費
者
と
供
給
者
と
の
間
で
遠
隔
地
販
売

に
お
い
て
契
約
が
締
結
さ
れ
る
際
、
各
構
成
国
の
法
規
定
及
び
行
政
規
定
が
接
近
す
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
指
令

-322-

は
、
消
費
者
に
よ
る
撤
回
に
関
す
る
供
給
者
の
情
報
提
供
義
務
の
み
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
他
方
に
お
い
て
、
こ
の
指
令
は
、
誠

実
な
消
費
者
の
保
護
に
関
す
る
最
低
基
準
を
確
立
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
消
費
者
は
、
自
己
の
私
的
領
域
を
犯
す

よ
う
な
遠
隔
情
報
伝
達
技
術
を
用
い
た
傍
若
無
人
の
宣
伝
方
法
及
び
注
文
を
し
て
い
な
い
商
品
の
配
送
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
さ
ら

に
構
成
国
は
、
支
払
カ

l
ド
の
詐
欺
的
な
使
用
に
対
す
る
予
防
措
置
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
九
九
年
五
月
二
五
日
に
議
決
さ
れ
た
、
消
耗
品
の
購
入
及
び

消
耗
品
に
対
す
る
保
証
に
関
す
る
特
定
の
局
面
に
お
け
る
指
令
(
悶

F
5
3
¥
主
¥
貝
U
)

が
あ
る
。
契
約
違
反
が
生
じ
た
場
合
、
消
費

も
っ
と
も
新
し
く
、

か
つ
重
要
な
消
費
者
保
護
指
令
と
し
て
は
、

者
に
は
、
自
ら
の
請
求
に
つ
き
、
段
階
的
な
選
択
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る

D

す
な
わ
ち
、

1 

ま
ず
第
一
に
、
消
費
者
は
、
商
品
の
無
料
補
修
又
は
代
替
品
の
給
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
い
価
値
を
有
す
る
商
品
の

場
合
、
修
理
が
代
替
品
の
給
付
よ
り
優
先
さ
れ
る
。
大
量
生
産
品
の
場
合
に
は
、
こ
の
関
係
が
逆
転
す
る
。
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2
　
修
理
や
代
替
品
の
給
付
を
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
又
は
過
度
に
非
効
率
で
あ
る
場
合
、
若
し
く
は
適
切
な
期
間
内
に
な
さ
れ
得

な
い
場
合
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
売
主
に
対
し
て
要
求
で
き
な
い
た
め
に
修
理
や
代
替
品
の
給
付
が
不
可
能
な
場
合
、

そ
の
限
り
に
お
い
て
購
買
価
格
の
適
切
な
減
額
又
は
契
約
の
解
消
が
求
め
ら
れ
る
。

　
3
　
消
耗
品
の
売
主
が
、
専
ら
困
難
な
事
情
に
基
づ
い
て
の
み
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
場
合
、
直
接
製
造
者
に
補
償
請
求
を
な
す

可
能
性
が
生
じ
る
。

　
4
　
こ
の
指
令
に
基
づ
く
最
も
決
定
的
な
変
更
は
、
基
本
的
に
商
品
の
給
付
か
ら
二
年
間
の
保
証
義
務
を
定
め
た
期
間
の
確
定
に
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
（
ド
イ
ッ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
よ
う
に
）
六
ケ
月
の
消
滅
時
効
が
定
め

ら
れ
て
い
た
構
成
国
に
対
し
て
、
こ
の
保
証
期
間
の
延
長
は
、
補
償
請
求
を
求
め
る
期
間
が
四
倍
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら

に
、
給
付
か
ら
数
え
て
最
初
の
六
ケ
月
以
内
は
、
買
主
に
有
利
と
な
る
よ
う
に
証
明
責
任
の
転
換
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
り
主

が
消
費
者
に
よ
る
破
損
を
証
明
で
き
な
い
場
合
、
蝦
疵
の
存
在
は
給
付
の
時
点
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
5
　
こ
の
指
令
は
、
E
U
全
体
で
一
定
以
下
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
強
制
的
な
最
低
基
準
を
定
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
普

通
取
引
約
款
に
よ
る
保
証
の
排
除
な
ど
は
、
こ
れ
に
よ
り
無
効
と
な
る
。

　
こ
の
章
の
最
後
に
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
に
決
議
さ
れ
た
、
商
取
引
に
お
け
る
支
払
遅
延
の
克
服
に
関
す
る
指
令

　
　
　
　
　
　
　
　
（
28
）

（
菊
い
8
8
＼
G
。
望
国
O
）
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
（
例
え
ば
、
企
業
間
又
は
企
業
と
公
的
機
関
の
間
に
お
い
て
、
商

品
（
財
産
）
の
給
付
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
を
有
償
で
な
す
業
務
行
為
の
よ
う
な
、
）
商
取
引
に
お
け
る
支
払
い
に
つ
き
、
契
約
に
よ

り
締
結
さ
れ
た
支
払
期
問
又
は
契
約
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
支
払
期
限
を
越
え
た
日
か
ら
、
利
息
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
支
払
期
日
又
は
支
払
期
限
が
契
約
上
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
請
求
書
又
は
同
等
の
支
払
い
請
求
が
到
達
し
た
日
か
ら
三
〇
日
よ

一323一

2 

修
理
や
代
替
品
の
給
付
を
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
又
は
過
度
に
非
効
率
で
あ
る
場
合
、
若
し
く
は
適
切
な
期
間
内
に
な
さ
れ
得

な
い
場
合
、

そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
売
主
に
対
し
て
要
求
で
き
な
い
た
め
に
修
理
や
代
替
品
の
給
付
が
不
可
能
な
場
合
、

さ
ら
に
は
、

そ
の
限
り
に
お
い
て
購
買
価
格
の
適
切
な
減
額
又
は
契
約
の
解
消
が
求
め
ら
れ
る
。

3 

消
耗
品
の
売
主
が
、
専
ら
困
難
な
事
情
に
基
づ
い
て
の
み
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
場
合
、
直
接
製
造
者
に
補
償
請
求
を
な
す

可
能
性
が
生
じ
る
。

4 

こ
の
指
令
に
基
づ
く
最
も
決
定
的
な
変
更
は
、
基
本
的
に
商
品
の
給
付
か
ら
二
年
間
の
保
証
義
務
を
定
め
た
期
間
の
確
定
に
あ
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る
。
こ
れ
ま
で
、
(
ド
イ
ツ
、

ス
ペ
イ
ン
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
よ
う
に
)
六
ヶ
月
の
消
滅
時
効
が
定
め

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
、

ら
れ
て
い
た
構
成
国
に
対
し
て
、
こ
の
保
証
期
間
の
延
長
は
、
補
償
請
求
を
求
め
る
期
聞
が
四
倍
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら

-323-

に
、
給
付
か
ら
数
え
て
最
初
の
六
ヶ
月
以
内
は
、
買
主
に
有
利
と
な
る
よ
う
に
証
明
責
任
の
転
換
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
売
り
主

が
消
費
者
に
よ
る
破
損
を
証
明
で
き
な
い
場
合
、
取
庇
の
存
在
は
給
付
の
時
点
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

5 

こ
の
指
令
は
、

E
U
全
体
で
一
定
以
下
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
強
制
的
な
最
低
基
準
を
定
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
普

通
取
引
約
款
に
よ
る
保
証
の
排
除
な
ど
は
、
こ
れ
に
よ
り
無
効
と
な
る
。

こ
の
章
の
最
後
に
、
二

0
0
0
年
六
月
二
九
日
に
決
議
さ
れ
た
、
商
取
引
に
お
け
る
支
払
遅
延
の
克
服
に
関
す
る
指
令

(何回、
N
C
C
C
¥

包
¥
貝
U
)

を
指
摘
し
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
(
例
え
ば
、
企
業
間
又
は
企
業
と
公
的
機
関
の
聞
に
お
い
て
、
商

品
(
財
産
)

の
給
付
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
を
有
償
で
な
す
業
務
行
為
の
よ
う
な
、
)
商
取
引
に
お
け
る
支
払
い
に
つ
き
、
契
約
に
よ

323 

り
締
結
さ
れ
た
支
払
期
間
又
は
契
約
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
支
払
期
限
を
越
え
た
日
か
ら
、
利
息
が
支
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

支
払
期
日
又
は
支
払
期
限
が
契
約
上
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
請
求
書
又
は
同
等
の
支
払
い
請
求
が
到
達
し
た
日
か
ら
三

O
日
よ
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り
、
督
促
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
利
息
が
請
求
さ
れ
る
。
遅
延
利
息
の
額
（
「
法
廷
利
率
」
）
は
、
い
わ
ゆ
る
欧
州
中
央
銀
行

の
関
連
利
息
に
基
づ
き
、
少
な
く
と
も
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
て
請
求
さ
れ
る
。
所
有
権
留
保
条
項
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
場

合
、
売
主
は
、
送
品
に
対
す
る
所
有
権
を
完
済
ま
で
留
保
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
こ
の
領
域
に
列
挙
し
た
全
て
指
令
に
お
い
て
明
ら
か
な
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
消
費
者
に
よ
る
民
事
法
体
系
に
対
す
る
一
般
的
な
影

響
力
の
行
使
に
よ
り
、
民
事
法
体
系
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
事
法
体
系
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
は
、
と
り
わ

け
、
契
約
濫
用
条
項
の
禁
止
、
消
耗
品
、
又
は
商
取
引
に
お
け
る
支
払
遅
延
等
、
典
型
的
な
民
事
法
の
中
心
問
題
に
あ
る
事
柄
に
関
し

て
、
諸
指
令
が
命
じ
た
法
律
行
為
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
種
の
個
別
措
置
の
形
式

を
と
っ
た
法
制
接
近
を
通
じ
て
、
あ
る
種
の
継
ぎ
接
ぎ
細
工
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
部
分
法
と
国
内
法
の
基
盤
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
綿
密
に
構
成
さ
れ
た
現
行
法
典
の
崩
壊
を
招
く
虞
が
あ
る
。

一324～

皿
　
会
社
法

　
会
社
法
は
、
大
抵
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
法
体
系
に
お
い
て
、
そ
の
重
心
を
商
法
、
す
な
わ
ち
、
主
に
商
人
に
対
す
る
私
法
上
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

別
法
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
会
社
と
い
う
概
念
自
体
、
画
一
的
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
お
よ
そ
ド
イ
ツ
法
に
お
い

て
は
、
公
法
上
の
団
体
を
除
い
た
私
法
上
の
団
体
の
み
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
一
方
、
E
C
法
に
お
け
る
会
社
と
は
、
全
て
の

「
組
合
も
含
め
た
民
法
上
及
び
商
法
上
の
会
社
か
つ
公
法
及
び
私
法
上
の
そ
の
他
の
法
人
」
に
当
て
は
ま
る
（
E
C
条
約
第
四
八
条
二

項
（
旧
条
約
第
五
八
条
二
項
）
）
。
他
方
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
法
上
の
定
義
は
、
会
社
が
各
々
共
同
で
追
求
し
た
目
的
の
推
進
に
十
分
で
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り
、
督
促
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
利
息
が
請
求
さ
れ
る
。
遅
延
利
息
の
額
(
「
法
廷
利
率
」
)

は
、
い
わ
ゆ
る
欧
州
中
央
銀
行

の
関
連
利
息
に
基
づ
き
、
少
な
く
と
も
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
算
し
て
請
求
さ
れ
る
。
所
有
権
留
保
条
項
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
場
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合
、
売
主
は
、
送
品
に
対
す
る
所
有
権
を
完
済
ま
で
留
保
す
る
。

こ
の
領
域
に
列
挙
し
た
全
て
指
令
に
お
い
て
明
ら
か
な
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
消
費
者
に
よ
る
民
事
法
体
系
に
対
す
る
一
般
的
な
影

響
力
の
行
使
に
よ
り
、
民
事
法
体
系
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
事
法
体
系
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
は
、

と
り
わ

け
、
契
約
濫
用
条
項
の
禁
止
、
消
耗
品
、
又
は
商
取
引
に
お
け
る
支
払
遅
延
等
、
典
型
的
な
民
事
法
の
中
心
問
題
に
あ
る
事
柄
に
関
し
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て
、
諸
指
令
が
命
じ
た
法
律
行
為
に
よ
り
推
進
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
種
の
個
別
措
置
の
形
式

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
部
分
法
と
圏
内
法
の
基
盤
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ

を
と
っ
た
法
制
接
近
を
通
じ
て
、
あ
る
種
の
継
ぎ
接
ぎ
細
工
が
、
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り
、
そ
れ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
綿
密
に
構
成
さ
れ
た
現
行
法
典
の
崩
壊
を
招
く
虞
が
あ
る
。

III 

会
社
法

会
社
法
は
、
大
抵
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
法
体
系
に
お
い
て
、
そ
の
重
心
を
商
法
、
す
な
わ
ち
、
主
に
商
人
に
対
す
る
私
法
上
の
特

別
法
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
会
社
と
い
う
概
念
自
体
、
画
一
的
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
お
よ
そ
ド
イ
ツ
法
に
お
い

て
は
、
公
法
上
の
団
体
を
除
い
た
私
法
上
の
団
体
の
み
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
一
方
、

E
C
法
に
お
け
る
会
社
と
は
、
全
て
の

「
組
合
も
含
め
た
民
法
上
及
び
商
法
上
の
会
社
か
つ
公
法
及
び
私
法
上
の
そ
の
他
の
法
人
」
に
当
て
は
ま
る

(
E
C
条
約
第
四
八
条
二

項
(
旧
条
約
第
五
八
条
二
項
)
)
。
他
方
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
法
上
の
定
義
は
、
会
社
が
各
々
共
同
で
追
求
し
た
目
的
の
推
進
に
十
分
で
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あ
る
と
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
E
C
法
は
、
特
殊
な
「
営
利
目
的
」
の
追
求
を
（
同
条
に
て
）
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ド

イ
ツ
法
上
の
「
民
法
上
の
会
社
」
は
、
適
用
領
域
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

　
消
費
者
法
の
領
域
に
お
け
る
も
の
と
同
様
に
、
会
社
法
に
関
し
て
E
C
条
約
は
、
直
接
権
利
を
形
成
す
る
条
約
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

と
り
わ
け
、
共
同
の
規
則
及
び
指
令
と
い
っ
た
第
二
次
共
同
体
法
を
公
布
す
る
た
め
の
授
権
規
範
を
有
す
る
基
本
条
約
で
あ
る
こ
と

は
、
明
白
で
あ
る
。

　
第
一
次
共
同
体
法
（
E
C
条
約
第
四
三
条
以
下
（
旧
条
約
第
五
二
条
以
下
）
）
が
規
定
し
て
い
る
の
は
、
会
社
に
よ
る
国
境
を
越
え

た
営
業
の
自
由
行
使
が
直
接
的
効
力
を
有
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
他
の
構
成
国
か
ら
来
た
会
社
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
と
、
代
理

店
、
支
店
、
子
会
社
の
設
立
に
対
す
る
制
限
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
E
C
裁
判
所
に
よ
る
広
範
か
つ
細
分
化

さ
れ
た
判
例
法
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
筆
者
は
、
実
務
上
、
著
し
い
影
響
力
を
有
し
た
新
し
い
判
例
、
す
な
わ
ち
、
一
九
九
九
年

　
　
　
　
　
　
　
（
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の
「
O
o
旨
o
お
判
決
」
の
み
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
た
い
。
こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
内
の
営
業
の
自
由
が
含
意
す
る
の
は
、
一

構
成
国
に
所
在
し
て
い
る
会
社
が
、
当
該
国
で
は
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
な
い
も
の
の
、
他
の
構
成
国
に
支
店
（
す
な
わ
ち
、
法
人

格
を
有
す
る
本
店
の
設
立
が
な
い
支
店
）
を
開
設
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
構
成
国
に
登
記
さ
れ

て
い
る
会
社
が
、
支
店
の
あ
る
国
家
に
お
い
て
、
そ
の
営
業
活
動
の
全
て
を
な
す
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
当
該
支
店
を
設
置
す
る
場

合
で
あ
れ
、
そ
れ
は
有
効
で
あ
る
。

　
会
社
に
関
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
統
一
的
な
域
内
市
場
が
有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
構
成
国
の
主
権
領
域
に
お
い
て
、

あ
る
構
成
国
の
国
民
に
よ
り
会
社
が
設
立
さ
れ
、
管
理
さ
れ
る
た
め
の
障
害
を
単
純
に
克
服
す
る
こ
と
以
上
の
事
柄
を
、
当
然
の
も
の

と
し
て
い
る
。
そ
の
域
内
市
場
の
成
立
は
、
歪
曲
さ
れ
な
い
競
争
条
件
の
確
立
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
共
同
体
内
で
の
企
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あ
る
と
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、

E
C
法
は
、
特
殊
な
「
営
利
目
的
」
の
追
求
を
(
同
条
に
て
)
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ド

イ
ツ
法
上
の
「
民
法
上
の
会
社
」
は
、
適
用
領
域
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

消
費
者
法
の
領
域
に
お
け
る
も
の
と
同
様
に
、
会
社
法
に
関
し
て

E
C
条
約
は
、
直
接
権
利
を
形
成
す
る
条
約
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

と
り
わ
け
、
共
同
の
規
則
及
び
指
令
と
い
っ
た
第
二
次
共
同
体
法
を
公
布
す
る
た
め
の
授
権
規
範
を
有
す
る
基
本
条
約
で
あ
る
こ
と

は
、
明
白
で
あ
る
。

第
一
次
共
同
体
法

(
E
C
条
約
第
四
三
条
以
下
(
旧
条
約
第
五
二
条
以
下
)
)
が
規
定
し
て
い
る
の
は
、
会
社
に
よ
る
国
境
を
越
え
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た
営
業
の
自
由
行
使
が
直
接
的
効
力
を
有
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
他
の
構
成
国
か
ら
来
た
会
社
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
と
、
代
理

E
C
裁
判
所
に
よ
る
広
範
か
つ
細
分
化

底
、
支
底
、
子
会
社
の
設
立
に
対
す
る
制
限
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
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一
九
九
九
年

さ
れ
た
判
例
法
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
筆
者
は
、
実
務
上
、
著
し
い
影
響
力
を
有
し
た
新
し
い
判
例
、
す
な
わ
ち
、

の
「
ゎ
。
ロ
Z
E
判
決
」
の
み
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
た
い
。
こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
内
の
営
業
の
自
由
が
合
意
す
る
の
は
、

構
成
国
に
所
在
し
て
い
る
会
社
が
、
当
該
国
で
は
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
な
い
も
の
の
、
他
の
構
成
国
に
支
庖
(
す
な
わ
ち
、
法
人

格
を
有
す
る
本
庖
の
設
立
が
な
い
支
庖
)
を
開
設
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
構
成
国
に
登
記
さ
れ

て
い
る
会
社
が
、
支
屈
の
あ
る
国
家
に
お
い
て
、

そ
の
営
業
活
動
の
全
て
を
な
す
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
当
該
支
庄
を
設
置
す
る
場

合
で
あ
れ
、

そ
れ
は
有
効
で
あ
る
。

会
社
に
関
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
統
一
的
な
域
内
市
場
が
有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
構
成
国
の
主
権
領
域
に
お
い
て
、
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あ
る
構
成
国
の
国
民
に
よ
り
会
社
が
設
立
さ
れ
、
管
理
さ
れ
る
た
め
の
障
害
を
単
純
に
克
服
す
る
こ
と
以
上
の
事
柄
を
、
当
然
の
も
の

と
し
て
い
る
。
そ
の
域
内
市
場
の
成
立
は
、
歪
曲
さ
れ
な
い
競
争
条
件
の
確
立
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
共
同
体
内
で
の
企
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業
の
所
在
地
を
、
専
ら
経
済
的
な
収
益
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
で
選
択
す
る
こ
と
を
、
企
業
に
可
能
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
E
U
各
構
成
国
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
統
一
的
な
法
的
基
本
条
件
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
条
件
に
は
、
会
社
の
組
織

形
態
に
関
す
る
広
範
な
一
致
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
会
社
法
は
、
企
業
が
所
在
地
を
選
択
す
る
際
の
基
本
的
要
因
で
あ
る
。
会
社
法

に
関
す
る
法
的
相
違
は
、
投
資
条
件
の
明
瞭
性
及
び
リ
ス
ク
の
算
出
可
能
性
を
弱
め
て
し
ま
う
。
と
り
わ
け
、
会
社
及
び
第
三
者
の
利

害
関
係
が
本
質
に
あ
る
、
会
社
法
上
の
保
護
規
定
を
同
等
に
形
成
す
る
こ
と
が
、
事
実
上
、
最
低
限
の
保
護
水
準
へ
と
平
均
化
し
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
レ

ま
う
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
効
果
」
）
を
妨
げ
る
た
め
に
、
重
要
な
の
で
あ
る
（
E
C
条
約
第
四
四
条
二
項
9
（
旧
条
約
第

五
四
条
三
項
9
を
参
照
せ
よ
）
。

　
こ
れ
に
関
し
て
E
U
は
、
法
政
策
上
の
実
現
に
向
け
た
二
つ
の
道
程
を
、
並
行
選
択
し
て
い
る
。

　
i
　
市
場
の
自
由
及
び
競
争
の
平
等
を
域
内
市
場
に
お
い
て
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
、
各
構
成
国
の
国
内
会
社
法
を
接

　
　
近
（
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
に
該
当
す
る
行
為
手
段
は
、
移
行
を
必
要
と
す
る
E
C
指
令
、
す
な
わ
ち

　
　
共
同
体
の
大
綱
法
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
・
1
1
　
独
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
（
超
国
家
的
な
）
会
社
形
態
の
設
立
に
よ
る
完
全
な
法
的
統
一
。
こ
れ
に
該
当
す
る
法
的
手
段

　
　
は
、
全
て
の
構
成
国
に
お
い
て
中
心
的
、
直
接
的
か
つ
統
一
的
に
適
用
さ
れ
る
E
C
規
則
で
あ
る
。

　
1
　
会
社
法
の
領
域
に
お
け
る
法
制
接
近

　
過
去
に
お
い
て
委
員
会
は
、
E
C
条
約
第
五
四
条
三
項
9
を
基
礎
と
し
て
、
少
な
く
と
も
一
三
の
会
社
法
指
令
を
提
案
し
て
い
る

が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
全
て
が
決
議
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
内
、
三
つ
の
指
令
は
、
分
類
的
に
は
税
法
に
関
す
る
も

一326一
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業
の
所
在
地
を
、
専
ら
経
済
的
な
収
益
性
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
で
選
択
す
る
こ
と
を
、
企
業
に
可
能
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は、

E
U
各
構
成
国
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
統
一
的
な
法
的
基
本
条
件
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
条
件
に
は
、
会
社
の
組
織
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形
態
に
関
す
る
広
範
な
一
致
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
会
社
法
は
、
企
業
が
所
在
地
を
選
択
す
る
際
の
基
本
的
要
因
で
あ
る
。
会
社
法

に
関
す
る
法
的
相
違
は
、
投
資
条
件
の
明
瞭
性
及
び
リ
ス
ク
の
算
出
可
能
性
を
弱
め
て
し
ま
う
。
と
り
わ
け
、
会
社
及
び
第
三
者
の
利

害
関
係
が
本
質
に
あ
る
、
会
社
法
上
の
保
護
規
定
を
同
等
に
形
成
す
る
こ
と
が
、
事
実
上
、
最
低
限
の
保
護
水
準
へ
と
平
均
化
し
て
し

(
い
わ
ゆ
る
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
効
果
」
)
を
妨
げ
る
た
め
に
、
重
要
な
の
で
あ
る

(
E
C
条
約
第
四
四
条
二
項
g

ま
〉
つ
こ
と

(
旧
条
約
第
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五
四
条
三
項
g
を
参
照
せ
よ
)
。

こ
れ
に
関
し
て

E
U
は
、
法
政
策
上
の
実
現
に
向
け
た
二
つ
の
道
程
を
、
並
行
選
択
し
て
い
る
。
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市
場
の
自
由
及
び
競
争
の
平
等
を
域
内
市
場
に
お
い
て
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
、
各
構
成
国
の
圏
内
会
社
法
を
接

近
(
ハ

1
モ
ナ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
)

さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ
に
該
当
す
る
行
為
手
段
は
、
移
行
を
必
要
と
す
る
E
C
指
令
、

す
な
わ
ち

共
同
体
の
大
綱
法
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

11 

独
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
(
超
国
家
的
な
)
会
社
形
態
の
設
立
に
よ
る
完
全
な
法
的
統
一
。
こ
れ
に
該
当
す
る
法
的
手
段

は
、
全
て
の
構
成
国
に
お
い
て
中
心
的
、
直
接
的
か
つ
統
一
的
に
適
用
さ
れ
る
E
C
規
則
で
あ
る
。

l 

会
社
法
の
領
域
に
お
け
る
法
制
接
近

過
去
に
お
い
て
委
員
会
は
、

E
C
条
約
第
五
四
条
三
項

g
を
基
礎
と
し
て
、
少
な
く
と
も
一
三
の
会
社
法
指
令
を
提
案
し
て
い
る

が
、
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
ら
の
全
て
が
決
議
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
内
、
三
つ
の
指
令
は
、
分
類
的
に
は
税
法
に
関
す
る
も
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の
で
あ
る
。
当
該
指
令
の
全
て
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
企
業
を
よ
り
透
明
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
大

抵
の
も
の
が
、
も
っ
ぱ
ら
株
式
会
社
の
活
動
の
み
に
該
当
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
内
の
若
干
の
も
の
が
合
資
会
社
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
的
会
社
の
法
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
副
次
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
も
著
し
い
法
欠
訣

が
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
領
域
で
生
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
、
法
制
接
近
の
内
容
及
び
範
囲
に
関
す
る
各
構
成
国
の
解
釈

が
、
最
も
著
し
く
相
違
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
指
令
が
詳
細
に
定
め
て
い
る
の
は
、
と
り
わ
け
、
会
社
の
設
立
様
式
、
会
社
資
本
の
維
持
及
び
変
更
、
年
度
末
決
算
及
び
計
算
提

示
、
会
社
の
合
併
、
分
裂
及
び
引
受
、
並
び
に
投
資
者
及
び
少
数
者
保
護
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
場
及
び
イ
ン
サ
イ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
お
レ

ー
取
引
に
関
す
る
規
定
も
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
令
の
内
、
相
当
数
が
、
国
内
法
に
移
行
さ
れ
る
際
に
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢

を
構
成
国
に
委
ね
て
い
る
。
多
様
な
移
行
可
能
性
は
、
法
律
行
為
の
決
議
の
際
、
確
か
に
形
式
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
や
す
く
す
る

が
、
そ
れ
で
も
、
実
質
的
な
法
制
接
近
は
弱
体
化
す
る
。

　
こ
の
状
況
に
つ
き
、
企
業
実
務
に
最
も
重
要
な
指
令
の
み
を
以
下
に
論
述
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

　
一
九
六
八
年
三
月
九
日
の
第
一
次
会
社
法
指
令
（
勾
■
①
。
。
＼
一
躍
＼
国
妻
O
、
い
わ
ゆ
る
「
公
示
指
令
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
お

い
て
特
定
人
、
と
り
わ
け
債
権
者
に
対
し
て
、
登
記
所
で
な
し
た
登
記
又
は
供
託
の
よ
う
な
基
本
文
書
、
会
社
の
業
務
書
類
に
記
載
さ

れ
た
法
形
式
、
登
録
番
号
等
を
、
商
法
上
公
示
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
第
二
条
六
項
）
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
「
公
示
指
令
」
は
、
第
三
者
に
対
す
る
会
社
機
関
の
排
他
的
代
表
権
に
関
す
る
規
定
も
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
す
べ
て
の
構
成
国
に
お
い
て
、
会
社
機
関
の
非
制
限
的
、
さ
ら
に
は
制
限
不
能
な
代
表
権
の
原
則
が
、
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
一
合
資
会
社
が
、
第
三
者
と
取
引
を
な
す
場
合
、
こ
の
取
引
は
、
関
与
し
た
会
社
機
関
が
当
該

一327一

の
で
あ
る
。
当
該
指
令
の
全
て
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
企
業
を
よ
り
透
明
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
大

抵
の
も
の
が
、
も
っ
ぱ
ら
株
式
会
社
の
活
動
の
み
に
該
当
す
る
の
で
あ
り
、

そ
の
内
の
若
干
の
も
の
が
合
資
会
社
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
人
的
会
社
の
法
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
副
次
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
も
著
し
い
法
欠
紋

カま

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
の
領
域
で
生
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
、
法
制
接
近
の
内
容
及
び
範
囲
に
関
す
る
各
構
成
国
の
解
釈

が
、
最
も
著
し
く
相
違
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

指
令
が
詳
細
に
定
め
て
い
る
の
は
、

と
り
わ
け
、
会
社
の
設
立
様
式
、
会
社
資
本
の
維
持
及
び
変
更
、
年
度
末
決
算
及
び
計
算
提

欧州同盟(EU) における統一民事法への兆候

示
、
会
社
の
合
併
、
分
裂
及
び
引
受
、
並
び
に
投
資
者
及
び
少
数
者
保
護
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
場
及
び
イ
ン
サ
イ
ダ

ー
取
引
に
関
す
る
規
定
も
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
令
の
内
、
相
当
数
が
、
圏
内
法
に
移
行
さ
れ
る
際
に
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢

-327-

を
構
成
国
に
委
ね
て
い
る
。
多
様
な
移
行
可
能
性
は
、
法
律
行
為
の
決
議
の
際
、
確
か
に
形
式
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
や
す
く
す
る

が
、
そ
れ
で
も
、
実
質
的
な
法
制
接
近
は
弱
体
化
す
る
。

こ
の
状
況
に
つ
き
、
企
業
実
務
に
最
も
重
要
な
指
令
の
み
を
以
下
に
論
述
す
る
。い

わ
ゆ
る
「
公
示
指
令
」
は
、

一
九
六
八
年
三
月
九
日
の
第
一
次
会
社
法
指
令
(
何
回
、

g
¥
E
H
¥
阿
君
。
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
お

い
て
特
定
人
、

と
り
わ
け
債
権
者
に
対
し
て
、
登
記
所
で
な
し
た
登
記
又
は
供
託
の
よ
う
な
基
本
文
書
、
会
社
の
業
務
書
類
に
記
載
さ

れ
た
法
形
式
、
登
録
番
号
等
を
、
商
法
上
公
示
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

(
第
二
条
六
項
)
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
公
示
指
令
」
は
、
第
三
者
に
対
す
る
会
社
機
関
の
排
他
的
代
表
権
に
関
す
る
規
定
も
定
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
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ば
、
す
べ
て
の
構
成
国
に
お
い
て
、
会
社
機
関
の
非
制
限
的
、

さ
ら
に
は
制
限
不
能
な
代
表
権
の
原
則
が
、
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
一
合
資
会
社
が
、
第
三
者
と
取
引
を
な
す
場
合
、
こ
の
取
引
は
、
関
与
し
た
会
社
機
関
が
当
該
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営
業
行
為
を
な
す
権
限
を
有
し
て
お
り
、
企
業
の
目
標
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
（
第
七
条
よ
り
九

条
ま
で
）
。
こ
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
か
ね
て
よ
り
適
用
さ
れ
て
い
る
取
締
役
若
し
く
は
業
務
執
行
者
が
有
す
る
非
制
限

的
代
表
権
の
原
則
に
応
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
領
域
に
お
い
て
伝
統
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
権
限
喩
越
理
論
、

す
な
わ
ち
、
第
三
者
が
権
限
喩
越
を
知
っ
て
い
た
場
合
又
は
そ
の
状
況
を
知
り
う
べ
か
り
し
場
合
、
こ
の
会
社
機
関
に
よ
る
企
業
目
標

の
喩
越
は
、
第
三
者
の
負
担
と
な
す
と
し
た
理
論
構
成
は
、
こ
の
指
令
の
規
定
に
抵
触
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
た
に
ハ
ー
モ
ナ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
会
社
法
は
、
大
英
帝
国
に
対
し
て
根
本
的
な
変
更
、
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
古
く
荘
厳
な
法
的
構
想
を
放
棄
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
最
後
に
、
「
公
示
指
令
」
は
、
取
消
無
効
の
理
由
と
効
果
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
設
立
行
為
の
形
式
に
暇
疵
が
あ
る
場
合
、
最
低

資
本
の
払
込
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
又
は
企
業
の
目
的
に
違
法
性
が
あ
る
場
合
な
ど
、
（
清
算
の
結
果
を
伴
う
）
取
消
無
効
は
、
裁
判

所
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
（
第
一
〇
条
か
ら
一
二
条
ま
で
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
一
九
八
七
年
七
月
二
五
日
の
第
四
次
会
社
法
指
令
（
園
い
お
＼
3
0
＼
国
≦
O
、
い
わ
ゆ
る
「
年
度
末
決
算
指
令
」
）
は
、
全
て
の
合

資
会
社
及
び
特
定
の
人
的
会
社
に
対
し
て
、
年
度
末
決
算
の
構
成
要
素
（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
付
帯
文
書
）
、
構
成
及
び
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

容
に
関
す
る
国
内
法
規
定
を
統
一
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
指
令
は
、
評
価
方
法
に
関
す
る
規
定
（
い
わ
ゆ
る
、
指
定
価
値
原
則
）
及
び

年
度
末
決
算
の
公
開
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
指
令
は
、
会
計
制
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
典
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
（
貸
借
対

照
表
の
統
計
、
売
上
額
及
び
雇
用
者
数
で
は
か
る
）
零
細
な
合
資
会
社
に
対
し
て
は
、
専
ら
緩
和
さ
れ
た
貸
借
対
照
表
の
作
成
の
み
が

要
求
さ
れ
る
。

　
一
九
八
三
年
五
月
一
六
日
の
補
完
的
な
第
七
次
会
社
法
指
令
（
勾
U
o。
ω
＼
。
。
お
＼
国
≦
O
“
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
貸
借
対
照
表

一328一
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営
業
行
為
を
な
す
権
限
を
有
し
て
お
り
、
企
業
の
目
標
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
、

(
第
七
条
よ
り
九

と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る

条
ま
で
)
。
こ
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、

か
ね
て
よ
り
適
用
さ
れ
て
い
る
取
締
役
若
し
く
は
業
務
執
行
者
が
有
す
る
非
制
限
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的
代
表
権
の
原
則
に
応
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

コ
モ
ン
・
ロ

l
領
域
に
お
い
て
伝
統
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
権
限
撤
越
理
論
、

す
な
わ
ち
、
第
三
者
が
権
限
撤
越
を
知
っ
て
い
た
場
合
又
は
そ
の
状
況
を
知
り
う
べ
か
り
し
場
合
、
こ
の
会
社
機
関
に
よ
る
企
業
目
標

の
験
越
は
、
第
三
者
の
負
担
と
な
す
と
し
た
理
論
構
成
は
、
こ
の
指
令
の
規
定
に
抵
触
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
た
に
ハ

1
モ
ナ

イ
ゼ
l
シ
ョ
ン
さ
れ
た
会
社
法
は
、
大
英
帝
国
に
対
し
て
根
本
的
な
変
更
、
す
な
わ
ち
、

一
つ
の
古
く
荘
厳
な
法
的
構
想
を
放
棄
す
る

法学論集

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

最
後
に
、
「
公
示
指
令
」
は
、
取
消
無
効
の
理
由
と
効
果
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
設
立
行
為
の
形
式
に
暇
庇
が
あ
る
場
合
、
最
低

-328-

資
本
の
払
込
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
又
は
企
業
の
目
的
に
違
法
性
が
あ
る
場
合
な
ど
、

(
清
算
の
結
果
を
伴
う
)
取
消
無
効
は
、
裁
判

所
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

(第一

O
条
か
ら
一
一
一
条
ま
で
)
。

一
九
八
七
年
七
月
二
五
日
の
第
四
次
会
社
法
指
令
(
同
戸
芯
¥

8

0

¥

同
君
。
、

い
わ
ゆ
る
「
年
度
末
決
算
指
令
」
)

は
、
全
て
の
合

資
会
社
及
び
特
定
の
人
的
会
社
に
対
し
て
、
年
度
末
決
算
の
構
成
要
素
(
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
付
帯
文
書
)
、
構
成
及
び
内

容
に
関
す
る
園
内
法
規
定
を
統
一
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
指
令
は
、
評
価
方
法
に
関
す
る
規
定
(
い
わ
ゆ
る
、
指
定
価
値
原
則
)
及
び

年
度
末
決
算
の
公
開
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
指
令
は
、
会
計
制
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
典
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
(
貸
借
対

照
表
の
統
計
、
売
上
額
及
び
雇
用
者
数
で
は
か
る
)
零
細
な
合
資
会
社
に
対
し
て
は
、
専
ら
緩
和
さ
れ
た
貸
借
対
照
表
の
作
成
の
み
が

要
求
さ
れ
る
。

一
九
八
三
年
五
月
一
六
日
の
補
完
的
な
第
七
次
会
社
法
指
令
(
同
門
∞
ω
¥
ω
怠
¥
何
者
。
…
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
貸
借
対
照
表
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（
3
7
）

指
令
」
）
に
よ
り
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
連
結
決
算
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
、
E
U
域
内
で
結
合
し
て
い
る
全
て
の
企
業
に
義
務
づ
け
ら
れ

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

　
一
九
七
六
年
一
二
月
ニ
ニ
日
の
第
二
次
会
社
法
指
令
（
勾
ピ
ミ
＼
竃
＼
国
≦
○
、
い
わ
ゆ
る
、
「
資
本
指
令
」
）
は
、
E
U
域
内
に
所

在
地
を
有
す
る
株
式
会
社
の
最
低
資
本
を
、
二
五
〇
〇
〇
E
C
U
と
定
め
た
。
最
低
資
本
は
、
現
物
財
産
の
出
資
に
よ
り
形
成
さ
れ
る

が
、
そ
の
場
合
、
資
産
の
対
象
と
な
る
価
値
が
実
際
に
経
済
的
に
確
定
可
能
で
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
け
が
、
資
本
を
形
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
み
ロ

　
一
九
八
九
年
一
二
月
二
三
日
の
第
二
一
次
会
社
法
指
令
（
園
ピ
＼
。
。
。
＼
①
ミ
＼
国
≦
○
、
い
わ
ゆ
る
、
コ
人
会
社
指
令
」
）
は
、
共
同

体
全
域
で
（
と
り
わ
け
、
唯
一
の
出
資
者
に
よ
り
有
限
会
社
の
形
式
を
と
る
）
一
人
合
資
会
社
の
適
法
性
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
類

の
会
社
は
、
例
え
ば
、
ド
イ
ッ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
適
法
で
あ
っ
た
。
（
例

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
の
）
他
の
構
成
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
類
の
会
社
は
違

法
で
あ
っ
た
。
特
殊
な
方
法
を
用
い
て
い
た
の
が
、
大
英
帝
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
及
び
イ
タ
リ
ア
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
出
資
者
が
一

人
だ
け
の
合
資
会
社
が
認
め
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
よ
う
な
会
社
は
、
自
ら
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
結
果
、
一
人
会
社
の
社
員
は
、
会
社
の
責
任
に
つ
き
無
限
責
任
を
負
っ
て
い
た
。

　
会
社
法
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
慎
重
を
要
す
る
法
領
域
は
、
会
社
の
機
関
構
成
で
あ
る
。
E
C
委
員
会
に
よ
っ
て
既
に
一
九
七
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
レ

に
は
提
出
さ
れ
て
い
た
第
五
次
会
社
法
指
令
の
提
案
（
い
わ
ゆ
る
、
「
構
成
指
令
」
、
未
決
）
は
、
株
式
会
社
の
管
理
に
関
す
る
統
一
的

規
定
を
取
り
扱
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
E
U
構
成
国
が
有
す
る
選
択
権
と
し
て
は
、
（
ド
イ
ツ
及
び
オ
ラ
ン
ダ
で
既
知
の
）
二
元
的
管

理
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
を
行
う
管
理
機
関
（
取
締
役
会
）
が
監
督
す
る
管
理
機
関
（
監
査
役
会
）
の
監

督
に
服
す
。
さ
ら
に
、
（
例
え
ば
、
大
英
帝
国
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
既
知
の
）
一
元
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
管
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(
幻
)

指
令
」
)
に
よ
り
、

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
連
結
決
算
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
、

E
U
域
内
で
結
合
し
て
い
る
全
て
の
企
業
に
義
務
づ
け
ら
れ

た。
一
九
七
六
年
一
二
月
一
三
日
の
第
二
次
会
社
法
指
令
(
同
戸
ゴ
¥
旨
¥
何
者
。
、

い
わ
ゆ
る
、
「
資
本
指
令
」
)
は、

E
U
域
内
に
所

在
地
を
有
す
る
株
式
会
社
の
最
低
資
本
を
、
二
五
O
O
O
E
C
U
と
定
め
た
。
最
低
資
本
は
、
現
物
財
産
の
出
資
に
よ
り
形
成
さ
れ
る

が
、
そ
の
場
合
、
資
産
の
対
象
と
な
る
価
値
が
実
際
に
経
済
的
に
確
定
可
能
で
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
け
が
、
資
本
を
形
成
す
る
。

い
わ
ゆ
る
、
「
一
人
会
社
指
令
」
)
は
、
共
同

一
九
八
九
年
二
一
月
二
三
日
の
第
一
二
次
会
社
法
指
令
(
何
回
、
¥
き
¥
ミ
ミ
何
者
。
、

欧州同盟(EU) における統一民事法への兆候

体
全
域
で

一
人
合
資
会
社
の
適
法
性
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
類

(
と
り
わ
け
、
唯
一
の
出
資
者
に
よ
り
有
限
会
社
の
形
式
を
と
る
)

の
会
社
は
、
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、

か
ね
て
よ
り
適
法
で
あ
っ
た
。
(
例
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え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
、

ス
ペ
イ
ン
及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
の
)
他
の
構
成
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
類
の
会
社
は
違

法
で
あ
っ
た
。
特
殊
な
方
法
を
用
い
て
い
た
の
が
、
大
英
帝
国
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
及
び
イ
タ
リ
ア
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
出
資
者
が
一

人
だ
け
の
合
資
会
社
が
認
め
ら
れ
て
は
い
た
も
の
の
、

そ
れ
で
も
、

そ
の
よ
う
な
会
社
は
、
自
ら
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
結
果
、

一
人
会
社
の
社
員
は
、
会
社
の
責
任
に
つ
き
無
限
責
任
を
負
っ
て
い
た
。

会
社
法
に
お
い
て
、

と
り
わ
け
慎
重
を
要
す
る
法
領
域
は
、
会
社
の
機
関
構
成
で
あ
る
。

E
C
委
員
会
に
よ
っ
て
既
に
一
九
七
二
年

に
は
提
出
さ
れ
て
い
た
第
五
次
会
社
法
指
令
の
提
案
(
い
わ
ゆ
る
、
「
構
成
指
令
」
、
未
決
)
は
、
株
式
会
社
の
管
理
に
関
す
る
統
一
的

規
定
を
取
り
扱
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、

E
U
構
成
国
が
有
す
る
選
択
権
と
し
て
は
、

(
ド
イ
ツ
及
び
オ
ラ
ン
ダ
で
既
知
の
)
二
元
的
管
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理
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
業
務
執
行
を
行
う
管
理
機
関
(
取
締
役
会
)
が
監
督
す
る
管
理
機
関
(
監
査
役
会
)

の
監

督
に
服
す
。
さ
ら
に
、

(
例
え
ば
、
大
英
帝
国
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
既
知
の
)

一
元
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

一
つ
の
答
ロ
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理
機
関
だ
け
で
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
議
論
の
余
地
が
あ
る
の
が
、
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
の
共
同
決

定
権
と
い
う
政
治
的
に
危
険
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
若
干
の
モ
デ
ル
が
、
選
択
肢
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
2
　
独
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
設
立

　
国
内
の
会
社
法
を
「
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
さ
せ
る
一
方
で
、
E
U
は
、
第
二
の
戦
略
を
並
行
し
て
遂
行
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
会
社
法
領
域
で
の
新
た
な
超
国
家
的
会
社
形
態
の
創
設
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
会
社
法
に
関
す
る
一
つ
の
統
一
的
法
典
に
な
り

得
る
で
あ
ろ
う
後
者
の
発
展
は
、
一
九
八
八
年
に
E
C
裁
判
所
が
下
し
た
U
鋤
ξ
寓
巴
一
判
決
を
通
じ
て
喚
起
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

自
己
の
所
在
地
を
他
の
構
成
国
に
移
転
す
る
こ
と
を
望
む
会
社
は
、
新
た
な
所
在
地
国
で
新
会
社
を
設
立
す
る
た
め
に
、
原
所
在
地
国

に
お
い
て
解
散
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
営
業
放
棄
の
場
合
、
休
眠
財
産
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
か
つ
課
税
さ
れ
る
た
め
、
E
U
域
内

で
の
所
在
地
移
転
は
、
殆
ど
の
企
業
に
と
っ
て
経
済
的
合
理
性
を
有
さ
な
い
。
会
社
法
に
お
け
る
二
者
択
一
の
可
能
性
は
、
共
同
体
全

域
で
独
立
し
た
単
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
形
態
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
、
た
だ
唯
一
こ
の
種
の
会
社
形
式
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
株
式
会
社
は
、
三
〇
年
に
わ
た
る
協
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誕
生
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
最
近
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
組
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
協
会
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
相
互
協
会
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
に
よ
り
E
C
規
則
の
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で
成
果
を
も
た
ら
し
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
専
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
作
業
状
況
の
み
が
、
詳
細
に
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
の
制
度
は
、
一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
に
、
E
C
条
約
第
二
三
五
条
（
新
条
約
第
三
〇
八
条
）
の
欠
鉄

一330一
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理
機
関
だ
け
で
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
に
お
い
て
、

と
り
わ
け
議
論
の
余
地
が
あ
る
の
が
、
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
の
共
同
決

定
権
と
い
う
政
治
的
に
危
険
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
若
干
の
モ
デ
ル
が
、
選
択
肢
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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2 

独
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
設
立

園
内
の
会
社
法
を
「
ハ

1
モ
ナ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
」
さ
せ
る
一
方
で
、

E
U
は
、
第
二
の
戦
略
を
並
行
し
て
遂
行
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
会
社
法
領
域
で
の
新
た
な
超
国
家
的
会
社
形
態
の
創
設
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
会
社
法
に
関
す
る
一
つ
の
統
一
的
法
典
に
な
り
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得
る
で
あ
ろ
う
後
者
の
発
展
は
、

一
九
八
八
年
に

E
C
裁
判
所
が
下
し
た
ロ
包
守
宮
内
山
口
判
決
を
通
じ
て
喚
起
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

自
己
の
所
在
地
を
他
の
構
成
国
に
移
転
す
る
こ
と
を
望
む
会
社
は
、
新
た
な
所
在
地
国
で
新
会
社
を
設
立
す
る
た
め
に
、
原
所
在
地
国

-330-

に
お
い
て
解
散
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
営
業
放
棄
の
場
合
、
休
眠
財
産
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

か
つ
課
税
さ
れ
る
た
め
、

E
U
域
内

で
の
所
在
地
移
転
は
、
殆
ど
の
企
業
に
と
っ
て
経
済
的
合
理
性
を
有
さ
な
い
。
会
社
法
に
お
け
る
二
者
択
一
の
可
能
性
は
、
共
同
体
全

域
で
独
立
し
た
単
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
形
態
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
が
あ
る
。

ヨ
1
ロ

た
だ
唯
一
こ
の
種
の
会
社
形
式
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
、

ッ
パ
株
式
会
社
は
、
三

O
年
に
わ
た
る
協
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誕
生
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
最
近
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
組
合
、

ヨ
l
ロ
ッ

パ
協
会
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
相
互
協
会
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
に
よ
り
E
C
規
則
の
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で
成
果
を
も
た
ら
し
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
専
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
作
業
状
況
の
み
が
、
詳
細
に
検

討
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
の
制
度
は
、

一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
に
、

E
C
条
約
第
二
三
五
条
(
新
条
約
第
三

O
八
条
)

の
欠
敏



331欧州同盟（EU）における統一民事法への兆候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

補
完
条
項
に
基
づ
き
、
E
C
規
則
（
＜
○
国
≦
O
Z
唇
旨
。。
ミ
。
。
㎝
）
を
通
じ
て
創
設
さ
れ
た
。
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
の
構
成

員
は
、
自
然
人
又
は
会
社
の
管
理
下
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
際
に
は
、
少
な
く
と
も
二

人
の
構
成
員
が
、
異
な
っ
た
構
成
国
か
ら
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
四
条
一
項
）
。
こ
の
新
し
い
会
社
形
態
、
す
な
わ
ち
、
各

構
成
国
の
選
択
に
応
じ
て
、
人
的
会
社
が
法
人
の
法
的
地
位
を
有
し
う
る
の
か
（
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
）
、
そ
れ
と
も
同
会
社
は
、
権

利
能
力
な
き
合
有
会
社
と
し
て
構
想
さ
れ
る
の
か
（
例
え
ば
、
ド
イ
ッ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
）
等
の
会
社
形
態
は
、
と
り
わ
け
、
他
の
構

成
国
か
ら
来
た
中
規
模
の
企
業
や
自
由
業
者
に
よ
る
、
国
境
を
越
え
た
協
同
作
業
に
適
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
活

動
す
る
弁
護
士
事
務
所
や
税
理
士
事
務
所
な
ど
）
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
は
、
専
ら
、
自
ら
の
構
成
員
の
た
め
に
補
助
活
動
を
な
す
こ
と
の
み
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
助
的

性
格
は
、
と
り
わ
け
、
利
益
目
的
追
求
の
禁
止
と
い
う
点
に
具
現
し
て
い
る
（
第
三
条
）
。
収
益
は
、
構
成
員
に
配
分
さ
れ
、
そ
の
際

に
は
課
税
さ
れ
る
（
第
二
一
条
、
四
〇
条
）
。
こ
れ
に
応
じ
て
後
者
に
は
、
無
制
限
の
連
帯
債
務
者
と
し
て
、
全
て
の
義
務
が
課
せ
ら

れ
る
。
（
第
二
四
条
）
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
法
的
地
位
に
関
す
る
決
議
は
、
E
C
・
E
U
に
お
い
て
、
変
わ
ら
ず
実
現
さ
れ
て
い

な
い
計
画
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
も
古
く
、
最
も
功
名
心
の
は
や
る
計
画
で
あ
る
。
当
時
の
E
C
条
約
第
二
三
五
条
に
根
拠
を

お
く
E
C
委
員
会
の
第
一
次
提
案
は
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
に
は
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
ま
で
、
構
成
国
間
の
合
意
に
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
際
に
最
も
困
難
な
交
渉
事
項
は
、
労
働
者
共
同
決
定
制
度
に
つ
い
て
の
多
様
な
モ
デ
ル
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
現
在
、
継
続
中
の
委
員
会
提
案
は
、
こ
の
複
雑
な
規
律
を
二
つ
に
分
類
し
、
法
理
を
分
割
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
E
C
条
約
第
九
五
条
（
域
内
市
場
の
実
現
）
に
基
づ
く
最
も
重
要
な
E
C
指
令
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
レ

C
条
約
第
四
四
条
二
項
9
（
会
社
法
上
の
保
護
規
定
）
に
基
づ
く
、
側
面
的
な
労
働
者
共
同
決
定
指
令
で
あ
る
。
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補
完
条
項
に
基
づ
き
、

E
C
規
則
(
〈
。
何
者
。

Z
吋

-
N
H
ω

吋
¥
∞
日
)
を
通
じ
て
創
設
さ
れ
た
。

一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
の
構
成

員
は
、
自
然
人
又
は
会
社
の
管
理
下
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
も
、

そ
の
際
に
は
、
少
な
く
と
も
二

人
の
構
成
員
が
、
異
な
っ
た
構
成
国
か
ら
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
第
四
条
一
項
)
。
こ
の
新
し
い
会
社
形
態
、
す
な
わ
ち
、
各

構
成
国
の
選
択
に
応
じ
て
、
人
的
会
社
が
法
人
の
法
的
地
位
を
有
し
う
る
の
か

そ
れ
と
も
同
会
社
は
、
権

(
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ス
)
、

利
能
力
な
き
合
有
会
社
と
し
て
構
想
さ
れ
る
の
か

(
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
)
等
の
会
社
形
態
は
、

と
り
わ
け
、
他
の
構

成
国
か
ら
来
た
中
規
模
の
企
業
や
自
由
業
者
に
よ
る
、
国
境
を
越
え
た
協
同
作
業
に
適
し
て
い
る
(
例
え
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
活
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動
す
る
弁
護
士
事
務
所
や
税
理
士
事
務
所
な
ど
)
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
団
体
は
、
専
ら
、
自
ら
の
構
成
員
の
た
め
に
補
助
活
動
を
な
す
こ
と
の
み
を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
助
的
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と
り
わ
け
、
利
益
目
的
追
求
の
禁
止
と
い
う
点
に
具
現
し
て
い
る

(
第
三
条
)
。
収
益
は
、
構
成
員
に
配
分
さ
れ
、

そ
の
際

性
格
は
、

に
は
課
税
さ
れ
る

(
第
一
一
一
条
、

四
O
条
)
。
こ
れ
に
応
じ
て
後
者
に
は
、
無
制
限
の
連
帯
債
務
者
と
し
て
、
全
て
の
義
務
が
課
せ
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
法
的
地
位
に
関
す
る
決
議
は
、

E
C
・E
U
に
お
い
て
、
変
わ
ら
ず
実
現
さ
れ
て
い

れ
る
。
(
第
二
四
条
)
。

な
い
計
画
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
も
古
く
、
最
も
功
名
心
の
は
や
る
計
画
で
あ
る
。
当
時
の
E
C
条
約
第
二
三
五
条
に
根
拠
を

お
く
E
C
委
員
会
の
第
一
次
提
案
は
、
す
で
に
一
九
七

O
年
に
は
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
ま
で
、
構
成
国
間
の
合
意
に
ま

で
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
際
に
最
も
困
難
な
交
渉
事
項
は
、
労
働
者
共
同
決
定
制
度
に
つ
い
て
の
多
様
な
モ
デ
ル
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
現
在
、
継
続
中
の
委
員
会
提
案
は
、
こ
の
複
雑
な
規
律
を
二
つ
に
分
類
し
、
法
理
を
分
割
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
す
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な
わ
ち
、

に
基
づ
く
最
も
重
要
な

E
C
指
令
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、

に
基
づ
く
、
側
面
的
な
労
働
者
共
同
決
定
指
令
で
あ
る
。

E 

E
C
条
約
第
九
五
条
(
域
内
市
場
の
実
現
)

そ
の
一
つ
は
、

C
条
約
第
四
四
条
二
項
g

(
会
社
法
上
の
保
護
規
定
)
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草
案
は
、
以
下
の
基
本
原
則
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
ー
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
は
、
独
立
し
た
法
人
格
を
有
し
、
そ
の
資
本
は
株
式
に
よ
り
充
当
さ
れ
る
。
最
低
資
本
の
額
は
、
一
〇

　
　
万
ユ
ー
ロ
と
す
る
。

　
・
1
ー
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
法
形
式
は
、
既
存
の
国
内
会
社
法
に
準
じ
て
適
用
さ
れ
る
。
E
C
構
成
国
の
一
つ
に
所
在
地
を
有
す

　
　
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
は
、
そ
の
他
の
構
成
国
に
お
い
て
も
同
様
に
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
…
m
　
機
関
構
成
の
観
点
に
鑑
み
、
二
元
的
管
理
シ
ス
テ
ム
（
取
締
役
会
及
び
監
査
役
会
）
を
採
用
す
る
か
、
一
元
的
管
理
シ
ス
テ
ム

　
　
に
す
る
か
を
、
所
在
地
国
は
選
択
す
る
。

　
短
　
さ
ら
に
所
在
地
国
は
、
労
働
者
共
同
決
定
に
関
す
る
若
干
の
モ
デ
ル
（
ド
イ
ツ
の
代
表
型
、
オ
ラ
ン
ダ
の
新
委
員
型
、
補
欠
選

　
　
挙
型
、
情
報
型
又
は
労
働
協
約
型
）
か
ら
選
択
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
展
開
は
、
国
家
の
会
社
形
態
を
超
え
た
純
粋
に
超
国
家
的
な
会
社
形
態
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
、
こ
れ
か
ら
成
立

し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。
確
か
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
法
制
度
が
成
立
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
、
法
的
確
実
性
を

増
し
、
法
律
相
談
や
登
記
費
用
の
節
約
を
促
し
、
E
C
域
内
で
同
一
性
を
維
持
し
た
ま
ま
所
在
地
を
変
更
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
状

況
が
整
う
。
そ
れ
で
も
、
機
関
構
成
や
労
働
者
共
同
決
定
制
度
の
よ
う
に
、
決
定
的
な
部
分
に
つ
い
て
構
成
国
に
多
様
な
選
択
が
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
せ
い
ぜ
い
国
家
的
な
特
徴
を
根
強
く
残
し
た
部
分
的
統
一
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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国
内
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に
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適
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。

E
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成
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の
一
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に
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在
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す
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の
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に
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に
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す
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若
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の
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、
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挙
型
、
情
報
型
又
は
労
働
協
約
型
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か
ら
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択
で
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る
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こ
れ
ら
の
展
開
は
、
国
家
の
会
社
形
態
を
超
え
た
純
粋
に
超
国
家
的
な
会
社
形
態
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
、
こ
れ
か
ら
成
立

し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。
確
か
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
の
法
制
度
が
成
立
す
れ
ば
、
と
り
わ
付
、
法
的
確
実
性
を

増
し
、
法
律
相
談
や
登
記
費
用
の
節
約
を
促
し
、

E
C
域
内
で
同
一
性
を
維
持
し
た
ま
ま
所
在
地
を
変
更
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
状

況
が
整
う
。
そ
れ
で
も
、
機
関
構
成
や
労
働
者
共
同
決
定
制
度
の
よ
う
に
、
決
定
的
な
部
分
に
つ
い
て
構
成
国
に
多
様
な
選
択
が
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、

せ
い
ぜ
い
国
家
的
な
特
徴
を
根
強
く
残
し
た
部
分
的
統
一
に
な
る
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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最
初
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
E
C
・
E
U
は
、
国
家
間
の
経
済
的
結
合
体
及
び
一
つ
の
政
治
的
構
想
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゆ
レ

法
の
共
同
体
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
法
の
共
同
体
は
、
独
立
し
た
法
秩
序
の
範
囲
内
で
著
し
く
張
り
つ
め
た
目
的
、
す
な
わ
ち
、

直
接
的
に
国
内
法
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
国
内
法
に
対
し
て
規
範
階
層
構
造
上
の
優
位
を
得
る
と
い
う
目
的
を
追
求
し
て
い
る
。
E
C
・

E
U
は
、
包
括
的
、
恒
常
的
な
義
務
管
轄
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
E
U
構
成
国
間
の
訴
訟
、
E
U
構
成
国
と
共
同
体
機
関
の
訴

訟
、
そ
し
て
共
同
体
諸
機
関
内
の
訴
訟
を
裁
判
す
る
（
い
わ
ゆ
る
、
制
度
上
の
係
争
事
件
）
の
み
な
ら
ず
、
私
人
、
す
な
わ
ち
、
同
盟

市
民
の
よ
う
な
自
然
人
及
び
法
人
、
企
業
や
ゲ
セ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
共
同
体
の
権
利
保
護
に
関
連
す
る
第
三
国
か
ら
の
権

利
主
体
に
よ
る
訴
訟
も
裁
判
す
る
（
い
わ
ゆ
る
、
個
人
訴
訟
）
。
後
者
の
訴
訟
は
、
E
U
構
成
国
や
共
同
体
機
関
と
同
様
に
、
特
定
の

前
提
条
件
の
も
と
、
拘
束
力
を
有
す
る
法
律
行
為
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
法
律
行
為
が
公
布

さ
れ
る
場
合
、
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
法
の
共
同
体
と
い
う
概
念
か
ら
生
じ
る
の
は
、
E
U
構
成
国
及
び
共
同
体
機
関
が
行
う
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
の
全
て
が
、
優
位
に

あ
る
共
同
体
法
の
基
準
に
基
づ
く
法
律
適
合
性
の
審
査
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
審
査
は
、
と
り
わ
け
、
当
該
法
律
行
為
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
あ
レ

「
共
同
体
の
憲
法
証
書
、
す
わ
な
ち
条
約
と
一
致
し
て
い
る
」
か
ど
う
か
を
対
象
と
す
る
。
共
同
体
の
法
秩
序
か
ら
付
与
さ
れ
る
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

は
、
実
効
的
な
手
続
に
よ
り
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
法
的
手
段
の
保
障
（
基

本
法
第
一
九
条
四
項
）
と
同
様
に
、
公
権
力
に
よ
る
共
同
体
法
侵
害
に
対
す
る
裁
判
上
の
保
護
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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の
範
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で
著
し
く
張
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わ
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つ
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に
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に
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E
U
は
、
包
括
的
、
恒
常
的
な
義
務
管
轄
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、

E
U
構
成
国
聞
の
訴
訟
、

E
U
構
成
固
と
共
同
体
機
関
の
訴

訟
、
そ
し
て
共
同
体
諸
機
関
内
の
訴
訟
を
裁
判
す
る
(
い
わ
ゆ
る
、
制
度
上
の
係
争
事
件
)

の
み
な
ら
ず
、
私
人
、
す
な
わ
ち
、
同
盟
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市
民
の
よ
う
な
自
然
人
及
び
法
人
、
企
業
や
ゲ
セ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
共
同
体
の
権
利
保
護
に
関
連
す
る
第
三
国
か
ら
の
権

利
主
体
に
よ
る
訴
訟
も
裁
判
す
る
(
い
わ
ゆ
る
、
個
人
訴
訟
)
。
後
者
の
訴
訟
は
、

E
U
構
成
国
や
共
同
体
機
関
と
同
様
に
、
特
定
の

前
提
条
件
の
も
と
、
拘
束
力
を
有
す
る
法
律
行
為
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
法
律
行
為
が
公
布

さ
れ
る
場
合
、
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
の
共
同
体
と
い
う
概
念
か
ら
生
じ
る
の
は
、

E
U
構
成
国
及
び
共
同
体
機
関
が
行
う
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
の
全
て
が
、
優
位
に

あ
る
共
同
体
法
の
基
準
に
基
づ
く
法
律
適
合
性
の
審
査
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
審
査
は
、
と
り
わ
け
、
当
該
法
律
行
為
が
、

「
共
同
体
の
憲
法
証
書
、
す
わ
な
ち
条
約
と
一
致
し
て
い
る
」
か
ど
う
か
を
対
象
と
す
る
。
共
同
体
の
法
秩
序
か
ら
付
与
さ
れ
る
権
利

は
、
実
効
的
な
手
続
に
よ
り
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
法
的
手
段
の
保
障
(
基

本
法
第
一
九
条
四
項
)
と
同
様
に
、
公
権
力
に
よ
る
共
同
体
法
侵
害
に
対
す
る
裁
判
上
の
保
護
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
同
体
の
措
置
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
共
同
体
法
の
適
用
領
域
内
に
あ
る
E
C
構
成
国
の
国
家
高
権
に
対
し
て

　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

も
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、
仮
の
権
利
保
護
の
保
障
も
、
共
同
体
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
他
方
に
お
い
て
、
E
C
・
E
U
に
お
け
る
包
括
的
権
利
保
護
シ
ス
テ
ム
の
存
在
は
、
法
律
上
の
事
件
に
お
け
る
全
て
の
法
的
主
体

が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
解
決
は
、
条
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
裁
判
上

の
法
的
手
段
を
用
い
て
、
か
つ
当
該
手
続
の
態
様
の
中
で
行
う
こ
と
を
暗
示
的
に
強
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
形
式
に
よ
る
紛
争
解

決
は
、
全
て
不
適
法
と
な
り
う
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
E
U
構
成
国
及
び
共
同
体
機
関
は
、
自
ら
の
権
利
を
裁
判
外
で
保
護
す
る
た
め

の
典
型
的
な
国
際
法
上
の
手
段
、
す
な
わ
ち
、
国
際
法
上
承
認
さ
れ
て
い
る
報
復
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
他
の
方

法
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
既
存
の
義
務
管
轄
外
の
領
域
で
、
お
よ
そ
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
仲
裁
裁
判
所
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゆ
レ

は
全
く
政
治
的
な
仲
裁
委
員
会
を
選
任
し
、
当
該
委
員
会
に
E
C
法
上
の
問
題
の
判
断
を
委
譲
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
共
同
体
法
の
優
位
及
び
直
接
適
用
に
基
づ
き
、
共
同
体
法
シ
ス
テ
ム
は
、
二
元
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
共
同
体
法
に
関
す
る
訴
訟

は
、
制
度
上
定
め
ら
れ
て
い
る
共
同
体
の
裁
判
所
（
共
同
体
裁
判
所
、
い
わ
ゆ
る
国
仁
○
昌
と
共
同
体
第
一
審
裁
判
所
、
い
わ
ゆ
る

国
二
の
）
に
提
起
で
き
る
し
、
さ
ら
に
は
、
各
国
の
裁
判
所
に
提
起
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
中
央
の
通
常
審
と
し
て
の
共
同
体
裁
判
所

は
、
構
成
国
に
お
け
る
共
同
体
法
秩
序
の
統
一
を
包
括
的
に
維
持
す
る
。
国
内
裁
判
所
は
、
国
内
法
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
限
の
範
囲

内
で
、
か
つ
国
内
の
裁
判
所
構
成
法
及
び
手
続
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
判
に
と
っ
て
重
要
な
E
C
法
を
解
釈
し
、
適
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
そ
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
国
内
裁
判
所
は
、
E
C
裁
判
所
に
対
し
て
、
先
行
判
決
手
続
を
用
い
て
裁
判
上
の

共
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
付
託
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
り
も
す
る
。
機
能
的
意
味
に
お
い
て
E
C
裁
判
所
に
は
、
共
同

体
法
の
完
全
な
実
効
性
を
保
障
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
共
同
体
法
が
私
人
に
付
与
し
た
権
利
を
保
護
す
る

一334一
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で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
同
体
の
措
置
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
共
同
体
法
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領
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内
に
あ
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れ
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仮
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法
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れ
て
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る
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他
方
に
お
い
て
、

E
C
・
E
U
に
お
け
る
包
括
的
権
利
保
護
シ
ス
テ
ム
の
存
在
は
、
法
律
上
の
事
件
に
お
け
る
全
て
の
法
的
主
体

が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
解
決
は
、
条
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
裁
判
上

の
法
的
手
段
を
用
い
て
、

か
つ
当
該
手
続
の
態
様
の
中
で
行
う
こ
と
を
暗
示
的
に
強
制
さ
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る
。
そ
の
他
の
形
式
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争
解

決
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不
適
法
と
な
り
う
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。
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こ
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E
U
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及
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共
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体
機
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を
裁
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す
る
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め
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際
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、
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際
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さ
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る
報
復
を
用
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る
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
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さ
ら
に
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の
方

法
も
認
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ら
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て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
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そ
れ
は
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既
存
の
義
務
管
轄
外
の
領
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で
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お
よ
そ
ア
ド
・
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裁
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を
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共
同
体
法
の
優
位
及
び
直
接
適
用
に
基
づ
き
、
共
同
体
法
シ
ス
テ
ム
は
、
二
元
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
共
同
体
法
に
関
す
る
訴
訟

は
、
制
度
上
定
め
ら
れ
て
い
る
共
同
体
の
裁
判
所
(
共
同
体
裁
判
所
、

い
わ
ゆ
る
開
己
の
固
と
共
同
体
第
一
審
裁
判
所
、

い
わ
ゆ
る

開
ロ
の
)

に
提
起
で
き
る
し
、

さ
ら
に
は
、
各
国
の
裁
判
所
に
提
起
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
中
央
の
通
常
審
と
し
て
の
共
同
体
裁
判
所

は
、
構
成
国
に
お
け
る
共
同
体
法
秩
序
の
統
一
を
包
括
的
に
維
持
す
る
。
国
内
裁
判
所
は
、
園
内
法
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
限
の
範
囲

内
で
、

か
つ
国
内
の
裁
判
所
構
成
法
及
び
手
続
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
裁
判
に
と
っ
て
重
要
な

E
C
法
を
解
釈
し
、
適
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
そ
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
国
内
裁
判
所
は
、

E
C
裁
判
所
に
対
し
て
、
先
行
判
決
手
続
を
用
い
て
裁
判
上
の

共
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

ま
た
、
付
託
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
り
も
す
る
。
機
能
的
意
味
に
お
い
て

E
C裁
判
所
に
は
、
共
同

体
法
の
完
全
な
実
効
性
を
保
障
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

と
り
わ
け
、
共
同
体
法
が
私
人
に
付
与
し
た
権
利
を
保
護
す
る
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5
0
）

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
制
度
上
定
め
ら
れ
た
共
同
体
の
裁
判
所
と
各
国
裁
判
所
が
互
い
に
有
す
る
権
限
の
境
界
は
、
制
限
的
個
別
授
権
と
い
う
共
同
体
の
憲

法
原
則
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
諸
機
関
及
び
そ
の
付
設
機
関
は
、
そ
れ
ら
に
明
確
に
配
分
さ
れ

た
権
限
に
応
じ
て
活
動
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
（
E
C
条
約
第
五
条
一
項
（
旧
条
約
第
三
条
一
項
）
、
欧
州
原
子
力
条
約
第
三
条

一
項
）
。
E
C
裁
判
所
及
び
E
C
第
一
審
裁
判
所
の
司
法
権
が
義
務
的
か
つ
排
他
的
で
あ
る
限
り
、
競
合
し
て
い
る
国
内
裁
判
所
の
管

轄
権
は
排
除
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
に
制
度
上
、
共
同
体
の
裁
判
所
に
有
利
な
権
限
配
分
が
定
め
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
当
該
共
同
体
法
の
解
釈
及
び
適
用
は
、
国
内
裁
判
所
が
排
他
的
権
限
を
有
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
間
接
的
（
す
な
わ
ち
、
構
成
国

に
よ
る
）
行
政
執
行
の
領
域
に
お
け
る
事
例
に
当
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
内
行
政
機
関
に
よ
る
執
行
行
為
に
対
し
て
は
、
国
内
法

に
よ
る
法
的
手
段
の
み
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
構
成
国
の
裁
判
審
級
は
、
「
通
常
裁
判
所
」
で
あ
り
、
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
れ
レ

判
官
は
、
共
同
体
法
を
共
通
の
法
と
し
て
適
用
す
る
。

　
E
C
裁
判
所
及
び
E
C
第
『
審
裁
判
所
の
司
法
権
に
関
す
る
制
限
的
個
別
授
権
の
原
則
は
、
E
C
条
約
第
二
四
〇
条
（
旧
条
約
第
一

八
三
条
）
及
び
欧
州
原
子
力
条
約
第
一
五
五
条
に
お
い
て
、
そ
の
特
殊
性
を
明
確
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
法
が
当
事
者
と

な
る
紛
争
は
、
E
C
裁
判
所
（
若
し
く
は
E
C
第
一
審
裁
判
所
）
の
管
轄
が
共
同
体
の
条
約
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
各
国

の
国
内
裁
判
所
の
管
轄
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
原
則
は
、
先
行
判
決
手
続
の
法
的
性
質
（
E
C
条
約
第
二
一
二

四
条
（
旧
条
約
第
一
七
七
条
）
、
欧
州
原
子
力
条
約
第
一
五
〇
条
及
び
欧
州
石
炭
鉄
鋼
条
約
第
四
一
条
）
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
構
成
国
の
全
て
の
裁
判
所
に
対
し
て
、
自
己
に
継
続
し
て
い
る
手
続
の
範
囲
内
で
、
優
位
か
つ
直
接
効
を
有
す
る
共
同
体
法

を
保
持
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
。

一335一
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こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
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上
定
め
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れ
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共
同
体
の
裁
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国
裁
判
所
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に
有
す
る
権
限
の
境
界
は
、
制
限
的
個
別
授
権
と
い
う
共
同
体
の
憲

法
原
則
に
基
づ
い
て
決
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さ
れ
る
。
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の
原
則
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
の
諸
機
関
及
び
そ
の
付
設
機
関
は
、
そ
れ
ら
に
明
確
に
配
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さ
れ

た
権
限
に
応
じ
て
活
動
す
る
こ
と
が
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さ
れ
て
い
る
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E
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約
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五
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旧
条
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第
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欧
州
原
子
力
条
約
第
三
条

一項)。

E
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裁
判
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及
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E
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裁
判
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義
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限
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競
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し
て
い
る
圏
内
裁
判
所
の
管

轄
権
は
排
除
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
に
制
度
上
、
共
同
体
の
裁
判
所
に
有
利
な
権
限
配
分
が
定
め
ら
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ば
、
当
該
共
同
体
法
の
解
釈
及
び
適
用
は
、
園
内
裁
判
所
が
排
他
的
権
限
を
有
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
間
接
的
(
す
な
わ
ち
、
構
成
国

に
よ
る
)
行
政
執
行
の
領
域
に
お
け
る
事
例
に
当
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
圏
内
行
政
機
関
に
よ
る
執
行
行
為
に
対
し
て
は
、
圏
内
法

-335-

に
よ
る
法
的
手
段
の
み
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
構
成
国
の
裁
判
審
級
は
、
「
通
常
裁
判
所
」
で
あ
り
、
裁

判
官
は
、
共
同
体
法
を
共
通
の
法
と
し
て
適
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す
る
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五
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そ
れ
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
法
が
当
事
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な
る
紛
争
は
、
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裁
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若
し
く
は
E
C
第
一
審
裁
判
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の
管
轄
が
共
同
体
の
条
約
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
各
国

の
国
内
裁
判
所
の
管
轄
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
原
則
は
、
先
行
判
決
手
続
の
法
的
性
質
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E
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約
第
二
三

四
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旧
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約
第
一
七
七
条
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、
欧
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原
子
力
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約
第
一
五

O
条
及
び
欧
州
石
炭
鉄
鋼
条
約
第
四
一
条
)

に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
構
成
国
の
全
て
の
裁
判
所
に
対
し
て
、
自
己
に
継
続
し
て
い
る
手
続
の
範
囲
内
で
、
優
位
か
つ
直
接
効
を
有
す
る
共
同
体
法

を
保
持
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
。
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ド
イ
ツ
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
の
出
訴
が
行
政
法
上
の
出
訴
と
区
別
さ
れ
る
状
況
と
は
異
な
り
、
制
度
上
定
め
ら
れ

た
共
同
体
の
裁
判
所
と
各
構
成
国
の
国
内
裁
判
所
と
の
問
の
管
轄
配
分
は
、
当
該
係
争
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
対
象
と
い
っ
た
実
体
法

上
の
基
準
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
訴
訟
の
形
態
及
び
手
続
上
の
当
事
者
に
よ
り
定
ま
る
。
そ
れ
故
、
私
人
に
よ
る
訴
え
の
際
の
管
轄

配
分
は
、
（
E
C
条
約
第
二
八
八
条
二
項
に
よ
る
同
二
三
五
条
（
旧
条
約
第
一
二
五
条
に
よ
る
同
一
七
八
条
）
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の

訴
え
を
除
き
、
）
原
告
に
直
接
的
か
つ
個
人
的
に
該
当
す
る
措
置
の
み
が
、
E
C
条
約
第
二
三
〇
条
（
旧
条
約
第
一
七
三
条
）
の
直
接

訴
訟
に
よ
る
か
、
さ
ら
に
は
同
二
三
二
条
（
旧
条
約
第
一
七
五
条
）
の
不
作
為
訴
訟
に
よ
り
、
取
り
消
さ
れ
た
り
、
要
求
さ
れ
た
り
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
共
同
体
に
よ
る
規
範
的
行
為
に
対
す
る
私
的
権
利
の
保
護
は
、
間
接
的
に
の
み
保
障
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
規
範
的
行
為
に
関
連
し
て
構
成
国
の
諸
官
庁
が
な
す
行
政
行
為
に
対
し
て
、
私
的
権
利
の
保
護
は
、
国
内
法
に
基
づ
き
国
内
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

へ
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
保
障
さ
れ
る
。

　
E
C
・
E
U
に
お
け
る
裁
判
所
の
構
成
及
び
訴
訟
法
に
鑑
み
、
以
下
の
詳
論
は
、
制
度
的
意
味
に
お
け
る
共
同
体
の
裁
判
所
（
E
C

裁
判
所
及
び
E
C
第
一
審
裁
判
所
）
に
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
制
限
は
、
正
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
内
裁
判
所
の

機
関
に
関
す
る
規
定
及
び
手
続
規
定
は
、
E
U
各
構
成
国
が
有
す
る
自
律
権
の
構
成
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
共
同
体
法
は
、
定

め
の
な
い
大
綱
的
規
準
に
つ
き
る
の
で
あ
り
、
E
U
構
成
国
が
、
自
己
管
轄
領
域
に
お
い
て
、
実
効
的
な
権
利
保
護
を
追
求
す
る
機
能

的
な
裁
判
管
轄
の
維
持
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
実
現
へ
の
方
法
は
、
国
内
の
憲
法
及
び
法
律
の
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。　

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
」
最
高
裁
判
所
は
、
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
所
在
す
る
）
E
C
裁
判
所
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
、
「
（
共
同
体
諸
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
53
）

約
の
）
解
釈
及
び
適
用
の
際
に
お
け
る
こ
の
法
の
保
持
」
で
あ
る
と
、
包
括
的
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
E
C
裁
判
所
は
、
一
五
人
の
裁

一336一
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ド
イ
ツ
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
常
の
出
訴
が
行
政
法
上
の
出
訴
と
区
別
さ
れ
る
状
況
と
は
異
な
り
、
制
度
上
定
め
ら
れ

た
共
同
体
の
裁
判
所
と
各
構
成
国
の
国
内
裁
判
所
と
の
間
の
管
轄
配
分
は
、
当
該
係
争
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
対
象
と
い
っ
た
実
体
法

49 (山梨学院大学〕

上
の
基
準
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
訴
訟
の
形
態
及
び
手
続
上
の
当
事
者
に
よ
り
定
ま
る
。
そ
れ
故
、
私
人
に
よ
る
訴
え
の
際
の
管
轄

配
分
は
、

(
E
C
条
約
第
二
八
八
条
二
項
に
よ
る
同
二
三
五
条
(
旧
条
約
第
一
二
五
条
に
よ
る
同
一
七
八
条
)

に
基
づ
く
損
害
賠
償
の

訴
え
を
除
き
、
)
原
告
に
直
接
的
か
つ
個
人
的
に
該
当
す
る
措
置
の
み
が
、

E
C
条
約
第
二
三

O
条
(
旧
条
約
第
一
七
三
条
)

の
直
接

訴
訟
に
よ
る
か
、

さ
ら
に
は
同
二
三
二
条
(
旧
条
約
第
一
七
五
条
)

の
不
作
為
訴
訟
に
よ
り
、
取
り
消
さ
れ
た
り
、
要
求
さ
れ
た
り
す

法学論集

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
共
同
体
に
よ
る
規
範
的
行
為
に
対
す
る
私
的
権
利
の
保
護
は
、
間
接
的
に
の
み
保
障
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
規
範
的
行
為
に
関
連
し
て
構
成
国
の
諸
官
庁
が
な
す
行
政
行
為
に
対
し
て
、
私
的
権
利
の
保
護
は
、
圏
内
法
に
基
づ
き
圏
内
裁
判
所

へ
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
保
障
さ
れ
(
初
。
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E
C
・
E
U
に
お
げ
る
裁
判
所
の
構
成
及
び
訴
訟
法
に
鑑
み
、
以
下
の
詳
論
は
、
制
度
的
意
味
に
お
け
る
共
同
体
の
裁
判
所

(
E
C

裁
判
所
及
び

E
C
第
一
審
裁
判
所
)

に
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
制
限
は
、
正
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
内
裁
判
所
の

機
関
に
関
す
る
規
定
及
び
手
続
規
定
は
、

E
U
各
構
成
国
が
有
す
る
自
律
権
の
構
成
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
共
同
体
法
は
、
定

め
の
な
い
大
綱
的
規
準
に
つ
き
る
の
で
あ
り
、

E
U
構
成
国
が
、
自
己
管
轄
領
域
に
お
い
て
、
実
効
的
な
権
利
保
護
を
追
求
す
る
機
能

的
な
裁
判
管
轄
の
維
持
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
実
現
へ
の
方
法
は
、
圏
内
の
憲
法
及
び
法
律
の
立
法
者
に
委
ね
ら
れ
て
い

る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
」
最
高
裁
判
所
は
、
(
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
に
所
在
す
る
)
E
C
裁
判
所
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
、
「
(
共
同
体
諸
条

約
の
)
解
釈
及
び
適
用
の
際
に
お
け
る
こ
の
法
の
保
持
」
で
あ
る
と
、
包
括
的
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

E
C
裁
判
所
は
、

一
五
人
の
裁
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争
中
の
手
続
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
件
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
も
の
に
該
当
す
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

　
　
　
　
パ
あ
レ

　
　
効
訴
訟
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
　
と
の
確
認
（
不
作
為
訴
訟
）
。

　
　
体
諸
機
関
又
は
そ
の
公
務
員
に
よ
り
、
そ
の
職
務
の
行
使
中
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
を
、
共
同
体
は
、
E
U
構
成
国
の
法
秩
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
み
ロ

　
　
と
共
通
の
一
般
的
法
原
則
に
基
づ
い
て
補
償
す
る
（
損
害
賠
償
訴
訟
）
。
判
例
実
務
に
お
い
て
は
、
規
範
的
（
す
な
わ
ち
、
立
法

　
　
の
）
不
法
に
対
す
る
共
同
体
の
責
任
が
、
極
め
て
重
要
と
な
る
。
そ
の
責
任
は
、
よ
り
高
次
元
の
私
的
保
護
に
関
す
る
法
規
範
が

　
　
「
著
し
く
特
段
に
侵
害
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

　
　
体
法
上
の
先
決
問
題
（
該
当
す
る
の
は
、
共
同
体
の
法
律
行
為
の
効
力
又
は
解
釈
）
の
範
囲
内
で
、
E
C
裁
判
所
に
先
行
判
決
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

　
　
求
め
る
当
該
国
内
裁
判
所
の
付
託
。
付
託
権
を
有
す
る
の
は
、
全
て
の
国
内
裁
判
所
で
あ
る
（
た
だ
し
、
私
的
な
仲
裁
裁
判
所
を

　
ー
　
一
構
成
国
が
、
共
同
体
条
約
か
ら
生
じ
る
義
務
に
抵
触
し
た
こ
と
の
確
認
（
条
約
侵
害
訴
訟
）
。

　
　

　
　

　
）
　
欧
州
議
会
、
委
員
会
、
閣
僚
理
事
会
又
は
欧
州
中
央
銀
行
が
行
使
す
る
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
に
対
す
る
無
効
（
取
消
無

　
　
　
　

判
官
（
各
構
成
国
毎
に
一
人
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
八
人
の
「
法
務
官
」
が
、
鑑
定
人
と
し
て
協
議
す
る
機
能
を
有
し
つ

つ
、
裁
判
官
を
補
助
す
る
。
E
C
裁
判
所
は
、
以
下
の
場
合
、
第
一
審
か
つ
最
終
審
と
し
て
管
轄
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
i
　
制
度
上
、
規
定
さ
れ
て
い
る
当
事
者
（
す
な
わ
ち
、
E
U
構
成
国
及
び
共
同
体
の
諸
機
関
）
間
の
争
訟
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
係

　
ー
　
欧
州
議
会
、
閣
僚
理
事
会
、
委
員
会
又
は
欧
州
中
央
銀
行
が
な
す
べ
き
決
議
を
、
条
約
に
反
し
、
て
不
作
為
な
状
態
に
あ
る
こ

　
3

　
（

　
ー
　
条
約
外
の
（
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
に
よ
る
）
共
同
体
の
責
任
か
ら
生
じ
る
損
害
賠
償
の
認
定
。
こ
の
領
域
に
お
い
て
、
共
同

　
4

　
（

　
・
1
1
　
先
行
判
決
手
続
、
す
な
わ
ち
、
構
成
国
の
国
内
訴
訟
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
に
と
っ
て
重
要
な
共
同

一337一

判
官
(
各
構
成
国
毎
に
一
人
)

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
八
人
の
「
法
務
官
」
が
、
鑑
定
人
と
し
て
協
議
す
る
機
能
を
有
し
つ

つ
、
裁
判
官
を
補
助
す
る
。

E
C
裁
判
所
は
、
以
下
の
場
合
、
第
一
審
か
つ
最
終
審
と
し
て
管
轄
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、

制
度
上
、
規
定
さ
れ
て
い
る
当
事
者
(
す
な
わ
ち
、

E
U
構
成
国
及
び
共
同
体
の
諸
機
関
)
間
の
争
訟
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
係

争
中
の
手
続
」
と
記
さ
れ
て
い
る
事
件
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
も
の
に
該
当
す
る
の
は
、

(2) (1) 

一
構
成
国
が
、
共
同
体
条
約
か
ら
生
じ
る
義
務
に
抵
触
し
た
こ
と
の
確
認
(
条
約
侵
害
訴
訟
)
。
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欧
州
議
会
、
委
員
会
、
閣
僚
理
事
会
又
は
欧
州
中
央
銀
行
が
行
使
す
る
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
に
対
す
る
無
効
(
取
消
無

効
訴
訟
)
。

内

4
d

-337-

欧
州
議
会
、
閣
僚
理
事
会
、
委
員
会
又
は
欧
州
中
央
銀
行
が
な
す
べ
き
決
議
を
、
条
約
に
反
し
、

と
の
確
認
(
不
作
為
訴
訟
)
。

て
不
作
為
な
状
態
に
あ
る
こ

A
生

体
諸
機
関
又
は
そ
の
公
務
員
に
よ
り
、
そ
の
職
務
の
行
使
中
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
を
、
共
同
体
は
、

E
U
構
成
国
の
法
秩
序

と
共
通
の
一
般
的
法
原
則
に
基
づ
い
て
補
償
す
る
(
損
害
賠
償
訴
訟
)
。
判
例
実
務
に
お
い
て
は
、
規
範
的
(
す
な
わ
ち
、
立
法

条
約
外
の
(
す
な
わ
ち
、
不
法
行
為
に
よ
る
)
共
同
体
の
責
任
か
ら
生
じ
る
損
害
賠
償
の
認
定
。
こ
の
領
域
に
お
い
て
、
共
同

の
)
不
法
に
対
す
る
共
同
体
の
責
任
が
、
極
め
て
重
要
と
な
る
。
そ
の
責
任
は
、
よ
り
高
次
元
の
私
的
保
護
に
関
す
る
法
規
範
が

「
著
し
く
特
段
に
侵
害
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

11 

先
行
判
決
手
続
、
す
な
わ
ち
、
構
成
国
の
国
内
訴
訟
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
に
と
っ
て
重
要
な
共
同

体
法
上
の
先
決
問
題
(
該
当
す
る
の
は
、
共
同
体
の
法
律
行
為
の
効
力
又
は
解
釈
)
の
範
囲
内
で
、

E
C
裁
判
所
に
先
行
判
決
を

求
め
る
当
該
圏
内
裁
判
所
の
付
託
。
付
託
権
を
有
す
る
の
は
、
全
て
の
圏
内
裁
判
所
で
あ
る
(
た
だ
し
、
私
的
な
仲
裁
裁
判
所
を
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除
く
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
付
託
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
の
は
、
基
本
的
に
、
最
終
審
の
国
内
裁
判
所
の
み
で
あ
る
。
最
終
審
で

　
　
な
い
国
内
裁
判
所
が
、
第
二
次
共
同
体
法
の
規
定
を
無
効
で
あ
る
と
看
徹
し
、
そ
れ
故
、
不
適
用
と
す
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

　
　
判
所
に
付
託
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
E
C
裁
判
所
は
、
自
ら
「
破
棄
独
占
」
を
要
求
す
る
。

　
…
皿
　
E
C
と
第
三
国
又
は
国
際
機
関
と
の
間
で
計
画
さ
れ
て
い
る
協
定
、
す
な
わ
ち
、
準
備
中
で
あ
る
協
定
と
共
同
体
法
と
の
一
致

　
　
に
関
す
る
鑑
定
。
こ
の
鑑
定
で
否
定
さ
れ
る
と
、
締
結
を
予
定
し
た
国
際
法
上
の
協
定
は
、
当
該
条
約
の
変
更
後
に
、
初
め
て
公

　
　
　
　
　
ハ
　
レ

　
　
布
さ
れ
う
る
。
こ
の
予
防
的
法
律
適
合
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
国
際
法
秩
序
と
共
同
体
法
秩
序
と
の
間
に
あ
る
潜
在
的
対
立
を

　
　
回
避
す
る
。

　
一
九
八
八
年
、
E
C
裁
判
所
を
補
佐
す
る
た
め
に
、
一
五
人
の
裁
判
官
（
法
務
官
は
い
な
い
。
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
E
C
第
一
審

裁
判
所
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
）
が
設
置
さ
れ
た
。
制
度
的
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
下
級
審
裁
判
所
は
、
当
該
訴
訟

が
私
的
当
事
者
（
自
然
人
又
は
法
人
）
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
限
り
、
上
述
の
全
て
の
直
接
訴
訟
に
関
し
て
、
第
一
審
と
し
て
の
管
轄

権
を
有
す
る
。
先
行
判
決
及
び
鑑
定
に
つ
い
て
、
E
C
一
審
裁
判
所
に
は
管
轄
権
が
な
い
。
第
一
審
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
は
、
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
は
レ

的
問
題
に
制
限
さ
れ
た
上
訴
が
、
E
C
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
う
る
。

一338一

V
　
E
U
の
法
秩
序
に
お
け
る
W
T
O
協
定
の
地
位

　
問
題
の
基
点
は
、
若
干
の
E
C
裁
判
所
判
決
を
通
じ
て
更
に
強
化
さ
れ
た
原
則
、
す
な
わ
ち
、
共
同
体
が
自
ら
の
外
交
権
限
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
62
）

内
で
第
三
国
又
は
国
際
機
関
と
締
結
し
た
協
定
は
、
「
共
同
体
法
秩
序
に
統
合
さ
れ
た
構
成
要
素
」
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
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除
く
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
付
託
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
の
は
、
基
本
的
に
、
最
終
審
の
圏
内
裁
判
所
の
み
で
あ
る
。
最
終
審
で

な
い
園
内
裁
判
所
が
、
第
二
次
共
同
体
法
の
規
定
を
無
効
で
あ
る
と
看
倣
し
、
そ
れ
故
、
不
適
用
と
す
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
裁

判
所
に
付
託
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て

E
C
裁
判
所
は
、
自
ら
「
破
棄
独
占
」
を
要
求
す
る
。

49 (山梨学院大学〕
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E
C
と
第
三
国
又
は
国
際
機
関
と
の
間
で
計
画
さ
れ
て
い
る
協
定
、
す
な
わ
ち
、
準
備
中
で
あ
る
協
定
と
共
同
体
法
と
の
一
致

に
関
す
る
鑑
定
。
こ
の
鑑
定
で
否
定
さ
れ
る
と
、
締
結
を
予
定
し
た
国
際
法
上
の
協
定
は
、
当
該
条
約
の
変
更
後
に
、
初
め
て
公

布
さ
れ
う
る
。
こ
の
予
防
的
法
律
適
合
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
国
際
法
秩
序
と
共
同
体
法
秩
序
と
の
間
に
あ
る
潜
在
的
対
立
を

法学論集

回
避
す
る
。

に
よ
り
構
成
さ
れ
る

E
C
第
一
審

一
五
人
の
裁
判
官
(
法
務
官
は
い
な
い
。
)

一
九
八
八
年
、

E
C
裁
判
所
を
補
佐
す
る
た
め
に
、

-338-

裁
判
所
(
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
)
が
設
置
さ
れ
た
。
制
度
的
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
下
級
審
裁
判
所
は
、
当
該
訴
訟

が
私
的
当
事
者
(
自
然
人
又
は
法
人
)

に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
限
り
、
上
述
の
全
て
の
直
接
訴
訟
に
関
し
て
、
第
一
審
と
し
て
の
管
轄

権
を
有
す
る
。
先
行
判
決
及
び
鑑
定
に
つ
い
て
、

E
C
一
審
裁
判
所
に
は
管
轄
権
が
な
い
。
第
一
審
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
は
、
法

的
問
題
に
制
限
さ
れ
た
上
訴
が
、

E
C
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
う
る
。

V 

E
U
の
法
秩
序
に
お
け
る

W
T
O協
定
の
地
位

問
題
の
基
点
は
、
若
干
の

E
C
裁
判
所
判
決
を
通
じ
て
更
に
強
化
さ
れ
た
原
則
、
す
な
わ
ち
、
共
同
体
が
自
ら
の
外
交
権
限
の
範
囲

内
で
第
三
国
又
は
国
際
機
関
と
締
結
し
た
協
定
は
、
「
共
同
体
法
秩
序
に
統
合
さ
れ
た
構
成
要
素
」
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
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の
類
の
協
定
は
、
第
二
次
共
同
体
法
の
一
部
と
し
て
、
確
か
に
E
C
・
E
U
条
約
の
下
層
的
地
位
を
享
受
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

「
内
部
の
」
共
同
体
第
二
次
法
（
例
え
ば
、
規
則
、
指
令
又
は
決
定
）
に
対
す
る
優
位
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が
、
当
該
協
定
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）

設
置
さ
れ
た
諸
機
関
に
よ
り
公
布
さ
れ
る
法
律
行
為
に
当
て
は
ま
る
（
例
え
ば
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
に
よ
る
諸
決
定
）
。
こ

の
原
則
の
根
拠
は
明
白
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
国
際
法
上
の
条
約
の
実
効
性
は
、
対
抗
す
る
「
内
部
の
」
共
同
体
法
の
公
布
に

よ
り
覆
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
疑
う
こ
と
な
く
W
T
O
協
定
は
、
い
わ
ゆ
る
「
混
成
協
定
」
、
す
な
わ
ち
E
C
の
側
で
は
、
共
同
体
の
み
な
ら
ず
、
E
U
構
成
国
に

よ
っ
て
も
締
結
さ
れ
て
い
る
協
定
で
あ
り
、
判
例
の
系
列
下
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ご
く
最
近
の
E
C
裁
判
所
の
先
行
判
決
か
ら
明

　
　
　
　
（
6
5
）

ら
か
に
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
E
C
裁
判
所
は
、
W
T
O
協
定
の
下
位
に
あ
る
貿
易
関
連
知
的
所
有
権
協
定
（
以
下
、
T
R
I
P
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぱ
ロ

と
記
す
。
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
を
解
釈
し
た
。
E
C
裁
判
所
は
、
か
つ
て
鑑
定
九
四
の
一
に
お
い
て
、
知
的
所
有
権
の
主
張
は
、

本
質
的
に
、
構
成
国
の
管
轄
に
あ
る
と
詳
論
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
裁
判
所
は
、
国
内
裁
判
所
の
付
託
問
題
を
肯
定
し
た
。
そ
の

際
に
E
C
裁
判
所
は
、
T
R
I
P
S
が
、
と
り
わ
け
共
同
体
商
標
に
関
係
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
少
な
く
と
も
「
ま
た
」
共
同
体
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
の
ロ

限
領
域
に
「
も
」
あ
る
、
と
強
調
し
た
。

　
す
で
に
、
一
九
四
七
年
の
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
以
下
、
G
A
T
T
と
記
す
。
）
は
、
個
々
の
点
で
国
際
法
上
の
権
利

継
承
の
構
造
に
関
し
て
、
E
C
裁
判
所
に
よ
り
共
同
体
法
秩
序
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
。
確
か
に
G
A
T
T
は
、
E
C
構

成
国
に
よ
っ
て
（
そ
の
当
時
、
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
共
同
体
の
参
加
無
し
に
）
締
結
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
故
、
形
式
的
意
味
に

お
け
る
共
同
体
協
定
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
規
定
の
対
象
は
、
そ
れ
で
も
徐
々
に
共
同
体
の
管
轄
に
付
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

限
り
に
お
い
て
共
同
体
は
、
構
成
国
の
代
わ
り
に
協
定
か
ら
生
じ
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。

一339一

の
類
の
協
定
は
、
第
二
次
共
同
体
法
の
一
部
と
し
て
、
確
か
に

E
C
・
E
U
条
約
の
下
層
的
地
位
を
享
受
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、

に
対
す
る
優
位
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
が
、
当
該
協
定
に
よ
り

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
評
議
会
に
よ
る
諸
決
定
)
。
こ

「
内
部
の
」
共
同
体
第
二
次
法
(
例
え
ば
、
規
則
、
指
令
又
は
決
定
)

設
置
さ
れ
た
諸
機
関
に
よ
り
公
布
さ
れ
る
法
律
行
為
に
当
て
は
ま
る
(
例
え
ば
、

の
原
則
の
根
拠
は
明
白
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
国
際
法
上
の
条
約
の
実
効
性
は
、
対
抗
す
る
「
内
部
の
」
共
同
体
法
の
公
布
に

よ
り
覆
さ
れ
て
し
ま
う
。

疑
う
こ
と
な
く
W
T
O
協
定
は
、

い
わ
ゆ
る
「
混
成
協
定
」
、
す
な
わ
ち

E
C
の
側
で
は
、
共
同
体
の
み
な
ら
ず
、

E
U
構
成
国
に
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よ
っ
て
も
締
結
さ
れ
て
い
る
協
定
で
あ
り
、
判
例
の
系
列
下
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ご
く
最
近
の

E
C
裁
判
所
の
先
行
判
決
か
ら
明

ら
か
に
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、

E
C
裁
判
所
は
、

W
T
O
協
定
の
下
位
に
あ
る
貿
易
関
連
知
的
所
有
権
協
定
(
以
下
、

T
R
I
P
S

か
つ
て
鑑
定
九
四
の
一
に
お
い
て
、
知
的
所
有
権
の
主
張
は
、
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と
記
す
。
)

に
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
を
解
釈
し
た
。

E
C
裁
判
所
は
、

本
質
的
に
、
構
成
国
の
管
轄
に
あ
る
と
詳
論
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
裁
判
所
は
、
国
内
裁
判
所
の
付
託
問
題
を
肯
定
し
た
。
そ
の

際
に

E
C
裁
判
所
は
、

T
R
I
P
S
が
、
と
り
わ
け
共
同
体
商
標
に
関
係
し
て
お
り
、

(
釘
)

と
強
調
し
た
。

そ
れ
故
、
少
な
く
と
も
「
ま
た
」
共
同
体
の
権

限
領
域
に
「
も
」
あ
る
、

す
で
に
、

G
A
T
T
と
記
す
。
)

は
、
個
々
の
点
で
国
際
法
上
の
権
利

一
九
四
七
年
の
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
(
以
下
、

継
承
の
構
造
に
関
し
て
、

E
C
裁
判
所
に
よ
り
共
同
体
法
秩
序
の
構
成
要
素
で
あ
る
と
承
認
さ
れ
た
。
確
か
に
G
A
T
T
は、

E
C
構

成
国
に
よ
っ
て

ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
共
同
体
の
参
加
無
し
に
)
締
結
さ
れ
た
の
で
、

そ
れ
故
、
形
式
的
意
味
に

(
そ
の
当
時
、
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そ
れ
で
も
徐
々
に
共
同
体
の
管
轄
に
付
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

限
り
に
お
い
て
共
同
体
は
、
構
成
国
の
代
わ
り
に
協
定
か
ら
生
じ
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
ロ

お
け
る
共
同
体
協
定
で
は
な
い
も
の
の
、

そ
の
規
定
の
対
象
は
、
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厄
介
で
あ
り
、
か
つ
議
論
の
余
地
が
残
る
の
は
、
「
内
部
的
な
」
共
同
体
第
二
次
法
の
効
力
に
関
す
る
審
査
基
準
と
し
て
、
G
A
T

T
・
W
T
O
協
定
の
意
義
を
ど
う
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
E
C
裁
判
所
の
判
決
は
、
（
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、

明
ら
か
に
一
九
四
七
年
の
G
A
T
T
の
み
に
関
す
る
も
の
で
、
一
九
九
四
年
の
W
T
O
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
）
解
釈
論

的
に
は
余
り
説
得
力
の
な
い
方
法
に
よ
り
、
特
定
の
私
人
に
対
す
る
可
能
性
を
開
く
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
問
題
を
各
々
の
直
接
適
用

に
結
び
つ
け
て
き
た
。
そ
の
特
定
の
私
人
と
は
、
矛
盾
し
た
「
内
部
的
な
」
共
同
体
第
二
次
法
の
適
用
を
免
れ
る
た
め
、
法
適
用
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

（
諸
官
庁
及
び
裁
判
所
）
に
対
し
て
、
直
接
、
該
当
す
る
国
際
法
上
の
規
定
を
援
用
し
た
者
で
あ
る
。
E
C
裁
判
所
は
、
”
ぎ
け
R
冨
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ル
レ

江
自
巴
宰
乱
け
O
o
ヨ
冨
昌
”
事
件
に
お
け
る
一
九
七
二
年
の
指
導
的
判
決
以
来
、
と
り
わ
け
、
比
較
的
低
い
統
合
段
階
に
あ
る
G
A
T

T
体
系
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
体
系
が
、
締
約
国
の
内
容
上
か
つ
手
続
上
、
明
確
に
実
行
可
能
な
義
務
へ
む
か
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
徐
々

に
国
家
問
の
妥
協
へ
と
調
整
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
G
A
T
T
規
定
の
直
接
的
効
力
を
断
定
的
に
否
定
し
て
い
る
。
特
徴
的
な

の
は
、
こ
の
関
係
に
お
け
る
E
C
裁
判
所
の
表
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
G
A
T
T
は
、
と
り
わ
け
保
護
措
置
と
紛
争
の
調
停
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
れ
レ

て
、
「
そ
の
規
定
が
有
す
る
大
い
な
る
柔
軟
性
」
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
共
同
体
の
裁
判
所
（
E
C
裁
判
所
及
び
E
C
第
一
審
裁
判
所
）
の
手
続
に
お
い
て
、
実
際
の
教
育
材
料
と
し
て
、
今
も
G
A
T
T
規

定
を
無
視
し
続
け
て
い
る
事
件
が
、
W
T
O
パ
ネ
ル
に
お
い
て
法
規
違
反
で
と
み
な
さ
れ
た
、
バ
ナ
ナ
に
つ
い
て
の
共
同
体
市
場
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ゆ
ロ

に
関
す
る
一
九
九
三
年
二
月
一
三
日
の
規
則
（
く
○
（
国
薫
O
）
Z
唇
さ
ミ
8
号
ω
肉
簿
Φ
ω
）
の
効
力
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

共
同
市
場
体
制
は
、
共
同
体
産
バ
ナ
ナ
の
生
産
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
い
わ
ゆ
る
A
C
P
バ
ナ
ナ
（
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
、

パ
シ
フ
イ
ッ
ク
の
国
々
を
算
出
国
と
す
る
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
一
定
程
度
の
輸
入
量
に
つ
き
非
関
税
で
販
売
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
税
割
当
は
、
輸
入
許
可
（
ラ
イ
セ
ン
ス
）
の
方
法
に
よ
り
、
輸
入
業
者
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対

一340一

厄
介
で
あ
り
、

か
つ
議
論
の
余
地
が
残
る
の
は
、
「
内
部
的
な
」
共
同
体
第
二
次
法
の
効
力
に
関
す
る
審
査
基
準
と
し
て
、

G
A
T

340 

T
・
W
T
O
協
定
の
意
義
を
ど
う
把
握
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

E
C
裁
判
所
の
判
決
は
、
(
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
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明
ら
か
に
一
九
四
七
年
の
G
A
T
T
の
み
に
関
す
る
も
の
で
、

一
九
九
四
年
の

W
T
O
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
)
解
釈
論

的
に
は
余
り
説
得
力
の
な
い
方
法
に
よ
り
、
特
定
の
私
人
に
対
す
る
可
能
性
を
開
く
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
問
題
を
各
々
の
直
接
適
用

に
結
び
つ
け
て
き
た
。
そ
の
特
定
の
私
人
と
は
、
矛
盾
し
た
「
内
部
的
な
」
共
同
体
第
二
次
法
の
適
用
を
免
れ
る
た
め
、
法
適
用
機
関

(
諸
官
庁
及
び
裁
判
所
)
に
対
し
て
、
直
接
、
該
当
す
る
国
際
法
上
の
規
定
を
援
用
し
た
者
で
あ
る
。

E
C
裁
判
所
は
、
庁

H
E
R
E
-

z。ロ包
F
・z
p
h。
B
宮
ロ
ア
事
件
に
お
け
る
一
九
七
二
年
の
指
導
的
判
決
以
来
、
と
り
わ
け
、
比
較
的
低
い
統
合
段
階
に
あ
る
G
A
T

法学論集

そ
の
体
系
が
、
締
約
国
の
内
容
上
か
つ
手
続
上
、
明
確
に
実
行
可
能
な
義
務
へ
む
か
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
徐
々

T
体
系
、
す
な
わ
ち
、
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に
国
家
聞
の
妥
協
へ
と
調
整
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、

G
A
T
T
規
定
の
直
接
的
効
力
を
断
定
的
に
否
定
し
て
い
る
。
特
徴
的
な

の
は
、
こ
の
関
係
に
お
け
る
E
C
裁
判
所
の
表
現
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

G
A
T
T
は
、
と
り
わ
け
保
護
措
置
と
紛
争
の
調
停
に
関
し

て
、
「
そ
の
規
定
が
有
す
る
大
い
な
る
柔
軟
性
」
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

共
同
体
の
裁
判
所

(
E
C
裁
判
所
及
び

E
C
第
一
審
裁
判
所
)

の
手
続
に
お
い
て
、
実
際
の
教
育
材
料
と
し
て
、
今
も
G
A
T
T
規

W
T
O
パ
ネ
ル
に
お
い
て
法
規
違
反
で
と
み
な
さ
れ
た
、
バ
ナ
ナ
に
つ
い
て
の
共
同
体
市
場
構
造

に
関
す
る
一
九
九
三
年
二
月
二
二
日
の
規
則
(
〈
。
(
開
君
。
)
Z吋
・
怠
品
¥
お
仏

g
同
巳

g)
の
効
力
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

定
を
無
視
し
続
け
て
い
る
事
件
が
、

共
同
市
場
体
制
は
、
共
同
体
産
バ
ナ
ナ
の
生
産
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、

(
ア
フ
リ
カ
、

カ
リ
ブ
、

か
つ
、

い
わ
ゆ
る
A
C
P
バ
ナ
ナ

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
国
々
を
算
出
国
と
す
る
も
の
)

に
つ
い
て
は
、

一
定
程
度
の
輸
入
量
に
つ
き
非
関
税
で
販
売
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
税
割
当
は
、
輸
入
許
可
(
ラ
イ
セ
ン
ス
)

の
方
法
に
よ
り
、
輸
入
業
者
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
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し
て
、
割
当
外
の
地
域
よ
り
輸
入
さ
れ
た
バ
ナ
ナ
（
い
わ
ゆ
る
「
第
三
国
バ
ナ
ナ
」
）
は
、
一
ト
ン
に
つ
き
八
五
〇
E
C
U
ま
で
の
関

税
を
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の
議
論
の
余
地
が
あ
る
規
定
に
、
何
よ
り
も
ド
イ
ツ
の
輸
入
業
者
が
該
当
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
、
主
に
第
三
国
バ
ナ
ナ
が
流
通
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
市
場
体
制
は
、
今
や
、
共
同
体
バ
ナ
ナ

や
典
型
的
な
A
C
P
バ
ナ
ナ
よ
り
も
、
第
三
国
バ
ナ
ナ
が
明
ら
か
に
高
価
と
な
る
状
況
を
引
き
起
こ
し
た
。
E
C
裁
判
所
及
び
E
C
第

一
審
裁
判
所
へ
の
煩
わ
し
い
手
続
に
お
い
て
、
当
該
規
則
等
の
効
力
が
議
論
と
な
っ
て
争
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
規
則
は
G
A
T

T
の
規
定
に
抵
触
し
て
い
る
の
だ
と
。
共
同
体
の
裁
判
所
は
、
原
告
の
論
証
を
却
下
し
、
こ
の
煩
わ
し
い
規
則
の
効
力
を
認
め
た
。
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

A
T
T
と
の
一
致
に
関
す
る
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
詳
論
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

　
i
　
確
か
に
共
同
体
は
、
G
A
T
T
の
諸
規
定
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
際
に
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

　
　
が
、
G
A
T
T
は
、
と
り
わ
け
、
回
避
可
能
性
、
著
し
く
困
難
な
事
例
に
お
け
る
措
置
、
係
争
の
調
停
及
び
現
存
す
る
義
務
の
一

　
　
方
的
な
破
棄
に
関
し
て
、
そ
の
諸
規
定
に
大
い
な
る
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
・
1
1
　
G
A
T
T
が
有
す
る
こ
の
特
殊
性
は
、
一
共
同
体
行
為
の
法
律
適
合
性
を
争
う
た
め
に
、
共
同
体
の
構
成
員
が
裁
判
所
に
お
い

　
　
て
、
こ
の
協
定
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
も
、
E
C
裁
判
所
が
一
構
成
国
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
取
消
無
効
の
訴
（
E
C
条
約
第
一

　
　
七
三
条
一
項
（
新
条
約
第
二
三
〇
条
一
項
）
）
の
範
囲
で
、
一
規
則
の
法
律
適
合
性
を
判
断
す
る
た
め
に
G
A
T
T
の
を
考
慮
す

　
　
る
こ
と
も
不
可
能
と
す
る
。

　
…
m
　
そ
れ
故
、
G
A
T
T
の
諸
規
定
は
、
絶
対
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
協
定
の
意
義
、
構
成
及
び
文

　
　
言
か
ら
、
締
約
国
内
部
の
法
体
系
に
お
い
て
直
接
適
用
可
能
で
あ
る
国
際
法
上
の
規
定
と
し
て
の
意
義
を
、
G
A
T
T
の
諸
規
定

　
　
に
認
め
る
義
務
は
な
い
。
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し
て
、
割
当
外
の
地
域
よ
り
輸
入
さ
れ
た
バ
ナ
ナ
(
い
わ
ゆ
る
「
第
三
国
バ
ナ
ナ
」
)

一
ト
ン
に
つ
き
八
五

O
E
C
U
ま
で
の
関

は

税
を
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の
議
論
の
余
地
が
あ
る
規
定
に
、
何
よ
り
も
ド
イ
ツ
の
輸
入
業
者
が
該
当
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ま
で
、
主
に
第
三
国
バ
ナ
ナ
が
流
通
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
市
場
体
制
は
、
今
や
、
共
同
体
バ
ナ
ナ

や
典
型
的
な
A
C
P
バ
ナ
ナ
よ
り
も
、
第
三
国
バ
ナ
ナ
が
明
ら
か
に
高
価
と
な
る
状
況
を
引
き
起
こ
し
た
。

E
C
裁
判
所
及
び

E
C
第

一
審
裁
判
所
へ
の
煩
わ
し
い
手
続
に
お
い
て
、
当
該
規
則
等
の
効
力
が
議
論
と
な
っ
て
争
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
規
則
は
G
A
T
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T
の
規
定
に
抵
触
し
て
い
る
の
だ
と
。
共
同
体
の
裁
判
所
は
、
原
告
の
論
証
を
却
下
し
、
こ
の
煩
わ
し
い
規
則
の
効
力
を
認
め
た
。

G

A
T
T
と
の
一
致
に
関
す
る
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
詳
論
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

確
か
に
共
同
体
は
、

そ
の
際
に
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

G
A
T
T
の
諸
規
定
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
、
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が、

G
A
T
T
は、

と
り
わ
け
、
回
避
可
能
性
、
著
し
く
困
難
な
事
例
に
お
け
る
措
置
、
係
争
の
調
停
及
び
現
存
す
る
義
務
の
一

方
的
な
破
棄
に
関
し
て
、

そ
の
諸
規
定
に
大
い
な
る
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

G
A
T
T
が
有
す
る
こ
の
特
殊
性
は
、

一
共
同
体
行
為
の
法
律
適
合
性
を
争
う
た
め
に
、
共
同
体
の
構
成
員
が
裁
判
所
に
お
い

11 

て
、
こ
の
協
定
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
も
、

E
C
裁
判
所
が
一
構
成
国
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
取
消
無
効
の
訴

(
E
C
条
約
第
一

七
三
条
一
項
(
新
条
約
第
二
三

O
条
一
項
)
)

の
範
囲
で
、

一
規
則
の
法
律
適
合
性
を
判
断
す
る
た
め
に

G
A
T
T
の
を
考
慮
す

る
こ
と
も
不
可
能
と
す
る
。

111 

そ
れ
故
、

G
A
T
T
の
諸
規
定
は
、
絶
対
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
協
定
の
意
義
、
構
成
及
び
文
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言
か
ら
、
締
約
圏
内
部
の
法
体
系
に
お
い
て
直
接
適
用
可
能
で
あ
る
国
際
法
上
の
規
定
と
し
て
の
意
義
を
、

G
A
T
T
の
諸
規
定

に
認
め
る
義
務
は
な
い
。



法学論集　49〔山梨学院大学〕342

　
●
W
　
そ
の
よ
う
な
義
務
が
欠
如
し
て
い
て
も
、
共
同
体
が
G
A
T
T
の
範
囲
内
で
継
受
し
た
あ
る
一
定
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
望

　
　
む
か
、
共
同
体
の
行
為
が
こ
の
協
定
の
特
殊
な
諸
規
定
を
明
確
に
拒
絶
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
E
C
裁
判
所
は
、
G
A
T
T
の

　
　
諸
規
定
に
鑑
み
、
疑
わ
し
い
共
同
体
行
為
の
法
律
適
合
性
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
v
　
こ
の
前
提
条
件
は
、
当
該
事
件
に
お
い
て
充
足
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
バ
ナ
ナ
に
つ
い
て
の
共
同
市

　
　
場
体
制
に
関
す
る
規
則
（
く
○
（
国
≦
O
）
2
づ
“
。
ミ
O
。
。
）
の
法
律
適
合
性
を
争
う
た
め
に
、
G
A
T
T
の
諸
規
定
を
援
用
す
る
こ

　
　
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翻
訳
）
　
田
尻
泰
之

訳
者
あ
と
が
き

　
こ
の
論
考
は
、
訳
者
の
バ
ン
ベ
ル
ク
大
学
E
C
・
E
U
法
講
座
助
手
時
代
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
山
梨
学

　
　
院
大
学
と
復
旦
大
学
（
上
海
）
主
催
の
国
際
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
、
ダ
ウ
ゼ
ス
教
授
が
招
待
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

　
　
あ
る
。

一342一

穿丁注（
3
）

　
9
鼠
こ
①
ω
窪
○
頃
＜
o
ヨ
一
㎝
■
刈
◎
一
。
①
介
O
O
ω
鼠
＼
問
Z
国
い
、
認
●
①
＼
①
倉
田
O
＝
国
一
。
。
介
ω
。
一
誤
一
■

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
に
関
し
て
、
U
＞
Z
U
O
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
第
一
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
原
則
」
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

実
体
私
法
の
一
般
原
則
を
有
す
る
U
S
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
、
法
典
編
纂
上
、
要
約
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
様
な
兆
候
は
、
学
問
上
、

草
案
を
研
究
す
る
こ
と
以
上
の
成
功
を
収
め
て
い
な
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
＞
、
ゆ
亀
o
零
F
劃
U
R
ぎ
富
ヨ
豊
8
巴
o
勾
9
算
零
R
ぎ
ぼ
ぎ
曽
註
・
仁
邑
缶
き
8
一
ω
鐙
9
0
P
昏
・

lV 

そ
の
よ
う
な
義
務
が
欠
如
し
て
い
て
も
、
共
同
体
が

G
A
T
T
の
範
囲
内
で
継
受
し
た
あ
る
一
定
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
を
望
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む
か
、
共
同
体
の
行
為
が
こ
の
協
定
の
特
殊
な
諸
規
定
を
明
確
に
拒
絶
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、

E
C
裁
判
所
は
、

G
A
T
T
の
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諸
規
定
に
鑑
み
、
疑
わ
し
い
共
同
体
行
為
の
法
律
適
合
性
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

V 

こ
の
前
提
条
件
は
、
当
該
事
件
に
お
い
て
充
足
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
た
バ
ナ
ナ
に
つ
い
て
の
共
同
市

場
体
制
に
関
す
る
規
則
(
〈
C
(開
唱
の
)
Z司
・
ち
仏
¥
∞
ω)

の
法
律
適
合
性
を
争
う
た
め
に
、

G
A
T
T
の
諸
規
定
を
援
用
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
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こ
の
論
考
は
、
訳
者
の
パ
ン
ベ
ル
ク
大
学
E
C
・E
U
法
講
座
助
手
時
代
、
二

O
O
O年
一
二
月
二
二
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
山
梨
学

院
大
学
と
復
旦
大
学
(
上
海
)
主
催
の
国
際
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
、
、
ダ
ウ
ゼ
ス
教
授
が
招
待
さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
に
関
し
て
、
円
〉
Z
ロ
C
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
第
一
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
の
原
則
」
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

実
体
私
法
の
一
般
原
則
を
有
す
る

U
S
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
を
、
法
典
編
纂
上
、
要
約
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
様
な
兆
候
は
、
学
問
上
、

草
案
を
研
究
す
る
こ
と
以
上
の
成
功
を
収
め
て
い
な
い
。

(
3
)

詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
〉
・
回
邑
。
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-
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『
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Φ
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＜
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日
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＼
一
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”
肉
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薯
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o
筥
鍔
ど
園
幹
一
N
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噂
国
仁
O
＝
国
一
。
お
｝
ψ
O
お
●

　
そ
れ
ゆ
え
、
網
＜
①
ω
勾
○
良
霞
事
件
に
お
い
て
は
、
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
商
品
の
人
目
を
引
く
よ
う
な
自
己
価
格
対
比
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
禁
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
他
の
構
成
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
商
品
（
此
処
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
化
粧
品
）
の
み
を
考
慮
し
て
、
E
C
裁
判
所
は
評
価
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
強
制
的
制
限
に
関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
価
格
対
比
の
禁
止
を
包
括

的
に
廃
止
し
て
い
る
。

　
》
国
●
閃
O
お
。
。
♪
い
謡
。
＼
一
ご
委
員
会
に
よ
る
改
正
提
案
》
国
’
国
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一
8
ど
〇
一
。
。
。
＼
罫
目
α
＞
田
●
国
0
5
漣
）
O
屋
①
＼
ト

　
こ
の
指
令
の
法
的
定
義
は
、
あ
ま
り
明
確
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
指
令
は
、
そ
の
広
告
が
欺
い
て
い
る
か
、
欺
こ
う
と
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ

の
欺
隔
の
結
果
、
名
宛
人
の
経
済
的
活
動
に
影
響
を
与
え
た
り
、
ま
た
は
競
争
相
手
に
侵
害
を
与
え
う
る
よ
う
な
全
て
の
広
告
を
対
象
と
し
て
る
（
第

二
条
）
。

　
》
国
。
国
O
一
8
8
■
N
O
O
＼
一
〇。
●

　
》
田
9
国
の
ち
。
。
伊
■
貿
。
＼
N
。
二
九
九
九
年
五
月
一
〇
日
の
変
更
指
令
（
因
い
お
8
鳶
藤
＼
国
○
）
に
よ
り
、
農
産
物
も
基
本
指
令
の
適
用
領
域
内
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
（
》
匹
。
団
〇
一
8
P
い
置
ミ
8
）
。

　
》
望
。
国
O
一
〇
〇
。
9
一
ω
認
＼
ω
一
●

　
E
C
裁
判
所
は
、
先
行
判
決
の
領
域
に
お
い
て
、
こ
の
指
令
（
。
。
望
㎝
ミ
＼
国
ミ
O
）
が
（
私
人
間
の
）
水
平
関
係
に
係
る
直
接
的
な
第
三
者
効
力
を

有
し
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
れ
で
も
、
指
令
が
移
行
さ
れ
な
か
っ
た
事
件
で
は
、
構
成
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
（
d
旨
亀

く
o
ヨ
雰
S
お
鐸
頴
8
巨
U
o
員
勾
ψ
曽
＼
貫
国
仁
O
＝
国
一
8
企
ω
」
6
認
切
律
）
。
E
C
裁
判
所
が
先
行
判
決
手
続
に
よ
り
同
様
の
判
断
を
下
し
た

最
新
の
判
例
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
↓
ぎ
①
－
ω
魯
震
一
鑛
契
約
も
、
指
令
（
履
魯
岳
巳
①
。
。
㎝
＼
竃
ミ
国
白
○
）
の
適
用
領
域
に
該
当
し
う
る
と
す
る
も

の
が
あ
る
（
＜
箪
q
辞
9
＜
o
日
旨
」
。
這
O
曾
↓
声
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く
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ω
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節
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謀
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い
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外
国
か
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輸
入
さ
れ
た
商
品
の
人
目
を
引
く
よ
う
な
自
己
価
格
対
比
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
禁
止

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
他
の
構
成
固
か
ら
輸
入
さ
れ
た
商
品
(
此
処
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
化
粧
品
)
の
み
を
考
慮
し
て
、

E
C
裁
判
所
は
評
価
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
強
制
的
制
限
に
関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
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と
に
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り
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令
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。
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令
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て
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対
す
る
損
害
賠
償
義
務
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
(
ロ
ユ
旦
】

〈。
E

E
・
叶
・
呂
志
』
，
R
己
巳
口
。
円
「
問
ω・
2
¥
s
w
開
ロ
の
回
開
呂
志
w∞
-FωωN日民・)。

E
C
裁
判
所
が
先
行
判
決
手
続
に
よ
り
同
様
の
判
断
を
下
し
た

最
新
の
判
例
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
吋

5
0・
P
E円
目
指
契
約
も
、
指
令
(
岡
山
岳
己
宮
町
田
¥
勾
吋
¥
何
者
の
)
の
適
用
領
域
に
該
当
し
う
る
と
す
る
も

の
が
あ
る
(
〈
包
・
ロ
ユ
色
〈
。
E
N
N・品・

5
淳
司
5
2
]
〈
R
∞
「
同
ω・
や
お
ω
¥
戸
山
口
開
ロ
N当
昌
男
印
・

ω吋見向・)。

(
四
)
〉
白
戸
開
。
忌
∞
一
JFKHN¥AHMW・
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》
匹
。
国
O
一
。
。
ρ
い
〇
一
＼
罫

　
＞
匹
●
国
の
一
8
ρ
い
5
0
。
＼
影
こ
の
指
令
は
、
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
国
内
法
に
移
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
に
お
い
て
は
、
一
九
九
四
年
七
月
一
日
、
す
な
わ
ち
六
ケ
月
遅
れ
て
、
や
っ
と
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
若
干
の
倒
産
事
件
に
お
い
て
、
以

下
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
、
中
途
破
綻
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
い
た
者
の
帰
国
料
金
を
、
ツ
ア
ー
主
催
者
に
支
払
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
一
一
月
一
九
日
の
E
C
裁
判
所
写
き
8
≦
9
判
決
（
国
仁
○
頃
国
一
8
ど
の
。
一
漣
8
）
で
、
一
構
成
国

が
移
行
期
間
内
に
指
令
を
移
行
し
な
か
っ
た
場
合
、
損
害
を
受
け
た
私
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
が
生
じ
う
る
と
E
C
裁
判
所
が
判
決
し
た
後
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
当
該
当
事
者
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
対
し
て
、
E
C
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
求
め
る
と
い
う
方
法
（
旧
法
第
一
七
七
条
、

新
法
第
二
一
二
四
条
）
に
よ
り
、
国
家
責
任
訴
訟
を
提
起
し
た
。
一
九
九
六
年
一
〇
月
八
日
の
判
決
で
E
C
裁
判
所
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
対
す
る

補
償
請
求
権
の
存
在
を
肯
定
し
た
（
国
蝿
O
霞
団
一
。
。
9
ψ
置
。。
ホ
）
。
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国
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O
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ω
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O
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8
8
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一
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＞
空
，
閏
O
お
鐸
い
嵩
一
＼
寅
こ
の
指
令
は
、
新
品
で
あ
る
か
中
古
品
で
あ
る
か
に
拘
わ
る
こ
と
な
く
、
専
門
販
売
業
者
と
私
的
購
入
者
（
消
費
者
）

と
の
間
に
お
け
る
動
産
売
買
契
約
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
こ
の
指
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
不
動
産
契
約
並
び
に
業
者
問
の
売
買
契
約
ま
た

は
私
的
販
売
者
と
専
門
購
買
業
者
間
の
売
買
契
約
で
あ
る
。

　
＞
ω
一
。
問
O
O
O
O
ρ
い
N
O
。
＼
ω
o。

。

　
こ
の
範
囲
で
は
、
実
体
法
へ
僅
か
に
該
当
す
る
だ
け
の
以
下
の
指
令
に
は
、
詳
細
に
ふ
れ
な
い
。

　
・
消
費
者
利
益
の
保
護
に
つ
き
不
作
為
の
訴
え
を
な
す
事
に
関
す
る
指
令
（
困
畠
良
巳
①
。
。
。
＼
曽
＼
国
○
く
○
ヨ
一
。
．
9
一
8
。
。
堕
》
匹
自
○
一
8
。
。
鴇
一
一
ま

＼
巴
）
。
こ
の
指
令
は
、
消
費
者
の
集
団
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
不
作
為
の
訴
え
を
容
易
に
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
指
令
は
、
さ
ら
に
消
費
者
保
護

団
体
に
よ
る
団
体
訴
訟
の
可
能
性
も
予
定
し
て
い
る
。

　
・
情
報
会
社
、
と
り
わ
け
電
子
商
取
引
の
業
務
が
E
C
域
内
で
有
す
る
特
定
の
法
的
側
面
に
関
す
る
指
令
、
い
わ
ゆ
る
「
電
子
商
取
引
指
令
」
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か
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す
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わ
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六
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月
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、
や
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と
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こ
れ
は
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若
干
の
倒
産
事
件
に
お
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、
以

下
の
結
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を
も
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ら
し
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例
え
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中
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の
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し
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場
合
、
損
害
を
受
け
た
私
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
義
務
が
生
じ
う
る
と
E
C
裁
判
所
が
判
決
し
た
後
、
パ

ッ
ケ
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ツ
ア
l
の
当
該
当
事
者
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
対
し
て
、

E
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裁
判
所
に
先
行
判
決
を
求
め
る
と
い
う
方
法
(
旧
法
第
一
七
七
条
、

新
法
第
二
三
四
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に
よ
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、
国
家
責
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訴
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を
提
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一
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年
一

O
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日
の
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決
で
E
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国
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は
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る
か
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古
品
で
あ
る
か
に
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わ
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こ
と
な
く
、
専
門
販
売
業
者
と
私
的
購
入
者
(
消
費
者
)

と
の
聞
に
お
け
る
動
産
売
買
契
約
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
こ
の
指
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
不
動
産
契
約
並
び
に
業
者
間
の
売
買
契
約
ま
た

は
私
的
販
売
者
と
専
門
購
買
業
者
聞
の
売
買
契
約
で
あ
る
。

(
お
)
〉
回
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開
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却
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こ
の
範
囲
で
は
、
実
体
法
へ
僅
か
に
該
当
す
る
だ
け
の
以
下
の
指
令
に
は
、
詳
細
に
ふ
れ
な
い
。

・
消
費
者
利
益
の
保
護
に
つ
き
不
作
為
の
訴
え
を
な
す
事
に
関
す
る
指
令
(
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F
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臼
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こ
の
指
令
は
、
消
費
者
の
集
団
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
不
作
為
の
訴
え
を
容
易
に
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
指
令
は
、
さ
ら
に
消
費
者
保
護

団
体
に
よ
る
団
体
訴
訟
の
可
能
性
も
予
定
し
て
い
る
。

・
情
報
会
社
、
と
り
わ
け
電
子
商
取
引
の
業
務
が

E
C
域
内
で
有
す
る
特
定
の
法
的
側
面
に
関
す
る
指
令
、
い
わ
ゆ
る
「
電
子
商
取
引
指
令
」
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＜
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き
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8
ρ
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匪
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国
の
8
。
ρ
［
嵩
o
。
＼
ご
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
原
産
国
原
則
の
一
貫
し
た
適
用
と
許
可
自
由

の
原
則
を
用
い
る
こ
の
指
令
が
、
他
構
成
国
の
権
利
に
足
場
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
不
公
正
競
争
に
関
す
る
国
内
法
や
（
弁
護
士
職
務
法
の

よ
う
な
）
規
制
さ
れ
た
職
業
の
国
内
職
業
倫
理
法
へ
徐
々
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
点
を
確
認
す
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。

　
補
完
的
に
参
照
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
型
浮
ぼ
9
9
中
目
，
0
8
色
ω
9
緯
一
段
9
拝
ぎ
”
冨
》
U
き
紹
ω
（
国
誘
堕
y
鵠
曽
邑
ゴ
9
血
窃
国
q

≦
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ω
9
鋤
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霞
Φ
9
け
の
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●
＞
鼠
一
禮
ρ
O
，
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§
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一
①
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霊
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（
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轟
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d
辞
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仁
O
＝
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」
8
ρ
O
窪
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8
騨
ρ
勾
ω
●
O
歯
冨
＼
貫
国
二
の
＝
団
お
量
ψ
口
齢
。
ヒ
の
判
決
は
、
い
わ
ゆ
る
「
設
立
理
論
」
に

傾
斜
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
判
決
（
C
旨
亀
α
霧
国
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〇
＝
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o
B
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。。
。
。
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8
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。
。
ω
）
か
ら
、
あ
る
程
度
、
転
向
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
か
つ
て
の
判
決
の
場
合
、
営
業
の
自
由
は
、
会
社
が
「
同
一
性
を
維
持
し
て
」

国
境
を
越
え
る
所
在
地
を
移
転
す
る
権
利
（
い
わ
ゆ
る
、
従
来
の
法
形
式
を
維
持
し
た
ま
ま
で
の
所
在
地
移
転
）
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
判
断

さ
れ
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
、
「
所
在
地
理
論
」
）
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
も
小
さ
な
州
の
一
つ
で
あ
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
も
数
多
く
の
国
際
的
資
本
会
社
が
登
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
州
で
は
、
最
も
自
由
な
会
社
法
上
の
保
護
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
該
当
す
る
指
令
の
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
、
こ
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範
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り
将
来
に
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損
失
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あ
ら
か
じ
め
除
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す
る
た
め
に
、
投
資
財
産
又
は
流
通
財
産
の
財
産
対
象
の
内
、
最
も

低
い
時
価
を
強
制
的
に
見
積
も
る
こ
と
に
な
る
。
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れ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
判
決
(
ロ
ユ
包
}
己
g
開
口
の
国
〈
。
B
N吋・。・
5
∞∞

w巴
包
守
冨
包

]w
同

ω・
巴
¥
∞
戸
開
口
の
回
開
巴
∞
∞

w

E
∞ω)

か
ら
、
あ
る
程
度
、
転
向
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
か
つ
て
の
判
決
の
場
合
、
営
業
の
自
由
は
、
会
社
が
「
同
一
性
を
維
持
し
て
」

国
境
を
越
え
る
所
在
地
を
移
転
す
る
権
利
(
い
わ
ゆ
る
、
従
来
の
法
形
式
を
維
持
し
た
ま
ま
で
の
所
在
地
移
転
)
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
判
断

さ
れ
て
い
る
(
い
わ
ゆ
る
、
「
所
在
地
理
論
」
)
。

(
幻
)
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
も
小
さ
な
州
の
一
つ
で
あ
る
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
最
も
数
多
く
の
国
際
的
資
本
会
社
が
登
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
州
で
は
、
最
も
自
由
な
会
社
法
上
の
保
護
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
お
)
該
当
す
る
指
令
の
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
、
こ
の
叙
述
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
。
体
系
的
な
概
観
は
、
司
・
当
日
O
B
R
m
g
E
ι
2
2
5
E
5
F
g

d
E
O
B
O
V
E
B
ω
司
ゅ
の

F
F
古
一
回
M
N
d司

5
8
w
ω
・∞

NHW
∞
N品
町
内
・
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

(
泊
)
〉
回
戸
開
。

5
2
w
F
S
¥
∞・

(
お
)
〉
回
戸
開
。
忌
吋
∞

w
F
N
N
N
¥
H
H・

(
お
)
こ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
場
合
に
よ
り
将
来
に
生
じ
る
損
失
を
あ
ら
か
じ
め
除
去
す
る
た
め
に
、
投
資
財
産
文
は
流
通
財
産
の
財
産
対
象
の
内
、
最
も

低
い
時
価
を
強
制
的
に
見
積
も
る
こ
と
に
な
る
。

(
訂
)
〉
切
戸
開
の
忌
∞

ω
w
F
E
ω
¥
H・

(
お
)
〉
国
戸
開
。

5u只
FNA山¥
H

・

(
却
)
〉
切
戸
開
。
思
∞
山
Y
F
包印
¥
A
F
C
-

(
幼
)
〉
切
戸
開
。

SU1NW(UZH¥
品。・

(HU)
〉
回
戸
開
C
H
C∞
F
F
S
h
v
¥
H・
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5
1

　 国 O 霞 （ o 。 O ） ま o 。 魯 諸 、 ω 網 Z 曽 o 。 9 揖 囚 ○ 竃 （ o 。 O ） ま o 。 窪 凝 ㌔ ω 嘱 Z 践 O 。

く 吟 一 9 ＜ ① 岳 ① 暁 ① 区 N ’ 甲 零 ∪ ・ ω 。 器 匿 § ＼ 竃 》 ∪ き の ① ω ＼ 戸 ω 8 貫 四 〇 豊 9 一 の 3 詩 ① 詳 α R 国 ρ 貯 竃 ＞ U 霊 の ① の （ 田 超 ン

＝ 餌 ＆ げ 二 9 留 ω 団 d － ≦ 算 ω 魯 聾 の 『 Φ 。 窪 ρ N 。 ＞ 魯 謎 ρ 。 ● 卑 磯 ぎ N 琶 磯 ω 一 鼠 R § 因 （ ＞ 轟 蕊 蕊 。 。 。 ） 巨 α 竃 ＞ ● ∪ 雲 ω ① ω 葛 B 旨 ① 一 什 ① ω ω 一 。 F

α 器 琢 ω 叶 ① ヨ α 。 ω 寄 。 耳 の ω 。 ど 嘗 Φ ω § 血 α R O 9 。 拝 ω 訂 詩 ① 一 江 p α R 野 δ 冨 一 ω 。 冨 昌 ○ Φ ヨ Φ 一 昌 ω 魯 9 。 h 江 お げ ① ω 。 ＆ R ① ＆ Φ 》 昌 恕 σ 窪 α R

O ① ヨ ① 嘗 の 9 9 。 富 鵬 9 0 耳 o 琶 α α R 轟 梓 一 ・ 轟 一 窪 0 9 3 一 ρ ≦ Φ 一 一 R 建 ① 日 ＆ 畠 。 一 蔦 － 9 鼠 o 算 窪 ∪ 控 乙 窪 ① 。 ● U ① g の 3 窪 冒 岳 け Φ 旨 鋤 堕

一 〇 漣 9

　 こ の 「 法 治 国 家 」 と い う 概 念 は 、 ヴ ァ ル タ ー ・ ハ ル シ ュ タ イ ン に よ っ て 、 ド イ ッ 法 上 の 法 治 国 家 の コ ン セ プ ト に 依 拠 し て 作 り

出 さ れ た も の で あ る （ ≦ ． 頃 毘 馨 o 貫 9 0 国 貫 8 鋤 一 零 箒 O ① e 虫 霧 o 富 盈 伊 ＞ 亀 一 」 零 P ψ 竃 R ） 。 後 に こ の 概 念 は 、 E C 裁 判 所 の

判 決 に 受 け 継 が れ た の で あ る （ 閏 二 〇 自 国 ご 。 。 9 旨 ＄ （ 冨 臼 ン 、 ． ■ o ω く R 錺 ＼ 閏 勺 ． 、 ） 。

　 国 二 〇 ＝ 国 四 簿 ○ ‘ 一 ω 臼 い

　 国 仁 O 国 国 一 〇 〇 。 8 嵩 ミ （ 諮 謹 ） ” “ ． 菊 ① 一 旨 ① 一 房 鷺 び 9 注 吋 田 R ． 、

　 窪 O ＝ 閃 一 。 。 。 ① 口 ① 臼 （ 一 ① 。 。 N ） ｝ 、 ． ｝ ・ ぎ の け 8 、 、 扇 ら 国 国 お 。 。 担 き ρ 旨 謹 ” 曽 O ＝ 国 一 。 。 。 8 お 零 （ 亀 一 刈 ） ” ． 、 国 Φ 覧 ① 霧 ． 、 9

　 国 仁 O ＝ 閃 一 〇 〇 ρ H ＼ 漣 o 。 ω ” 、 、 問 ㊤ 9 0 旨 黛。 巳 Φ 、 、 ’

　 そ れ に も 拘 わ ら ず 、 E U 構 成 国 の 国 内 法 が 国 内 裁 判 所 と の 選 択 肢 と し て 私 的 な 仲 裁 裁 判 所 を 許 可 す る こ と を 、 こ の 表 現 が 認 め

な い と す る も の で は な い 。 こ の 場 合 、 当 事 者 間 の 合 意 に 基 づ く 私 的 仲 裁 裁 判 所 は 、 国 家 の 裁 判 権 の 代 わ り に な り う る し 、 さ ら に

具 体 的 な 法 的 紛 争 に お い て 、 国 内 裁 判 所 の 機 能 を 全 て 又 は 部 分 的 に 引 き 受 け る 。 こ の こ と は 、 E C 法 に 該 当 す る 法 的 紛 争 に も 当

て は ま る （ 私 的 仲 裁 裁 判 所 に よ る 先 行 判 決 手 続 に お い て 、 E C 裁 判 所 が 関 与 す る こ と を 不 適 法 と す る こ と に 関 し て は 、 下 記 を 参

照 ） 。

　 閏 仁 O ＝ 国 一 鶏 。 。 ふ N 。 （ ① 齢 ） ） 、 ． o o 首 ヨ 窪 9 巴 、 、 旧 国 信 O 国 団 一 8 ρ 一 ＼ 曽 G。 G 。 （ N 鳶 o 。 y ． 、 評 9 0 昌 四 B ① ． 、 旧 国 仁 O ＝ 国 一 〇 。 ど 一 ＼ 器 零 （ 鰹 に y

． ． 閃 吋 餌 P O O ≦ O 『 ． ． 。

　 鍔 》 ● U き ω Φ ρ O 暮 8 算 窪 N q 日 ① 。 。 U o 旨 ω 畠 魯 冒 冴 け ① 昇 謎 も 蝉 ○ 」 。 。 企 ω 。 U 一 ω 9

　 く 磯 一 ● 困 ● 》 U き ω Φ ρ 0 9 8 げ 叶 窪 墜 日 。 。 。 U ① 旨 。 ・ 9 窪 冒 誘 冨 暮 品 堕 欝 ρ ω 。 U 置 ・

　 》 拝 旨 O 団 O く （ 噛 旨 び R ＞ 昌 ● 一 9 国 O く ン 》 拝 一 ω ① 国 ＞ O く 旧 鋤 『 巳 一 畠 ＞ 吋 け ω 一 国 O 囚 ω ＜ ．

一
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Fて〉

(笥) KOM (89) 268 endg.-SYN 218 bzw. KOM (89) 268 endg.-SYN 219. 

(~) V gl. vertiefend z.B. K.-D. Borchardt / M.A. Dauses / R. Stotz， P. Gerichtsbarkeit der EG， in: M.A. Dauses (Hrsg.)， 

Handbuch des EU-Wirtschaftsrechts， 2. Auflage， 9. Erganzungslieferung (August 2000) und M. A. Dauses， Empfielt es sich， 

das System des Rechtsschutzes und der Gerichtsbarkeit in der Europaischen Gemeinschaft， insbesondere die Aufgaben der 

Gemeinschaftsgerichte und der nationalen Gerichte， weiterzuentwickeln? -Gutachten D fur den 60. Deutschen Juristentag， 

1994. 

(事) ~J Q I潟現liffi縦J心ユm題相当， ~\>-、夫、ー・く会;入司、ャ入 U "-6わい'~γ2\誕..y Q堀込E回蝋Qn 入今)~ム U巡幸喜J いとc

迫初~どうρQ \ZJ~~ (W. Hallstein， Die Europaische Gemeinschaft， 5. Aufl. 1979， S. 51 ff.)。溺U~JQ最~4r~包F 同υ4縞誌写穿~ì在甚Q

写穿宇f部巴 t日4 除献(bg諜語写為ミぷ兵4 よど~Q 干レJì崎~h坤{ð (但EuGHE1印98紛6，1339 (1365)λ， 

( ピ甲~) EuGHE aaO.， 1365 f. 

(事) EuGHE 1987， 1227 (1274)，“Reinheitsgebot fur Bier" 

(ロ) EuGHE 1986， 1651 (1682)，“JohnstonぺEuGHE1987， aaO.， 1274， EuGHE 1987， 4097 (4117)，“Heylens". 

(~) EuGHE 1990， 1/2433，“Factortame" . 

(~) ~~~.，@軍♀心恥F 同口鍵蛍圃Q困主主斑~困モ主総軍医，..lJ Q~割露出ムJ --.Jい ~:Ifi~走縞稿写f2ì甚w紘甘い時トJ 心 4年)' ~J Qill括部活融公

ねユムH眠時.，@ Q 手J当おユ。トJQ型~4[[' 却l~事栴~Q4口胸U欄.íì 'V"~君主総稿写字1甚坦F 圃蝋Q#議事宇製Q乞♀c、はおC\^Ç'\~--.J'拘心 U

rmK土全霊お規:lfi~昼$>U .+q.:;.い F 回E稿写宇宙Q饗濯w4+1い1><坦揺京童Uru=;抑制む時。トJ Q~J 心当'同υガ1U~諮叩11眠時潟詔寝$>U .，@ 司n

ド型倒的(~右主主4高橋寧i在日付時制!と寧~\tト撰U .+qユド F 同υ稿写字1荏為lllE.ut、4眠時トJ 心会l}や蝿混入J ，.，.. ~~J ，..lJ U lllE--.Jいさ三 r ト脳会)4臨

陛)。

(呂) EuGHE 1978， 629 (643)，“Simmenthal" ; EuGHE 1990， 1/2433 (2473)，“Factortame" ; EuGHE 1991， 1 /5357 (5414)， 

“Francovich" . 

(回) M. A. Dauses， Gutachten zum 60. Deutschen Juristentag， aaO. 1994， S. D 13. 

(岱) V gl. M. A. Dauses， Gutachten zum 60. Deutschen Juristentag， aaO.， S. D 14. 

(f2) Art. 220 EGV (fruher Art. 164 EGV)， Art. 136 EAGV; ahnlich Art. 31 EGKSV. 
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（ 6 3 ）

（ 64 ）

（ 6 5 ）

＞ 誹 ’ 認 ① 厘 国 O ＜ （ 噛 益 『 R 》 旨 ’ 一 8 律 国 O ＜ ） 博 》 旨 ● 一 亀 R 団 ＞ ○ く 馴 四 げ 名 Φ 一 〇 『 ① β α ＞ 旨 。 o o oo 国 O 内 ω く 。

》 辞 ’ 認 O い 国 O く （ ヰ 自 げ R 》 目 け ー 一 お h 国 O く ン ＞ 旨 。 一 ま h 国 》 O く 恥 鋤 『 巳 一 〇 げ 》 旨 θ ω ω 団 ○ 囚 ω く 。

　 ＞ 導 認 ㌶ 自 ○ く （ ヰ 爵 R 貯 酔 」 胡 い 団 O く ン 》 昌 ● 置 。 。 怖 国 ＞ O く 届 び 奉 凶 。 冨 ＆ ≧ 壁 誤 国 ○ 囚 ω ＜ ●

　 》 昌 ● 器 ㎝ 一 ● く ． ヨ ’ ＞ 濤 ’ N o o oo 》 び ω ● N 国 の ＜ （ 胤 益 げ R ＞ 旨 。 嵩 o o 一 。 く ● 巳 ● ＞ 旨 ● N 窃 》 げ ω 』 国 O く ） 博 ＞ 旨 」 巴 一 ● く 、 ヨ 9 ＞ 旨 。 一 〇 〇 〇 〇 》 び の 』 団 》 O く ｝

” ぴ 薯 ① 一 〇 『 Φ P α 》 円 叶 ● 昏 O 閏 O 囚 ω く ’

≧ 什 』 鍵 国 O く （ ヰ 浮 R ＞ 昌 ● 一 ミ 国 O く ン ＞ 昌 」 ㎝ 。 国 》 O く β げ ≦ α 。 冨 ＆ 》 『 け ● 酷 国 ○ 内 ω ＜ 。

　 d 旨 o 頃 α 窃 国 仁 O ＝ ＜ ○ ヨ 旨 。 一 〇 ● 一 〇 〇 〇 8 問 0 8 萄 3 の “ 国 ψ ω 一 “ ＼ o o 9 国 ¢ O 国 国 一 〇 〇 〇 8 ω 。 含 8 ’

　 ＞ 詳 。 ω O O 》 げ ψ ① 国 O く （ ｛ 益 『 R 》 旨 。 旨 o o 》 び 9 ① 国 O く ご 的 げ 毒 Φ 一 〇 げ ① ＝ α ＞ 詳 ● 一 〇 ω ＞ げ ω ● ω 閃 》 の く ，

　 》 辞 ● 旨 ㎝ 国 O く （ h 益 げ 霞 》 詳 。 一 ① o o 蝉 国 O く y ＞ 旨 。 置 O 餌 両 》 O く 脚 蝉 『 巳 一 〇 『 》 旨 ● 目 国 O 囚 ω く 。

く 騎 一 ● 瞬 琶 9 Φ 閃 Φ 区 q 暮 Φ 凶 一 留 ω 曽 O ＝ ＜ o 日 。 。 O ● ド 這 鯉 訟 器 鴇 日 9 。 § 勇 ω 」 。 。 一 ＼ お 野 O ＝ 国 一 。 起 堕 ω ● 置 。 」 。 。 昼 冨 一 一 号 C 箒 一 一 く o ヨ

N ① 」 。 」 。 。 。 ρ 囚 巷 ｛ R げ R 堕 雰 」 。 ミ 。 。 ど 曽 O 頃 国 一 。 。 。 鯉 ω 。 G 。 ① 声 ω 。 ① ㌣ 轟 一 9 窪 畠 d 旨 o 鵠 ＜ o ヨ ㎝ 』 」 零 9 卑 ① ω 。 壁 旦 菊 ω ・ 。 。 ミ 『 9

曽 O ＝ 国 一 零 9 ω ● 旨 。 る 暮 ① ＝ ＜ o e 。 ● N 」 。 。 。 N ㌔ o 一 琶 ○ 同 扇 ω 。 ミ 。 ＼ 。 。 ρ 野 ○ ＝ 閏 一 。 。 。 ρ ω 。 器 。 ● く ひ q 一 。 き 9 貯 け ω 。 。 ＞ び ω る 国 O く （ 碕 § R

＞ 昌 旨 。 。 》 募 褐 国 O く ） 。 こ の E C 条 約 第 三 〇 〇 条 七 項 に よ れ ば 、 共 同 体 に よ り 締 結 さ れ た 協 定 は 「 共 同 体 の 諸 機 関 及 び 各 構 成 国

に 対 し て 拘 束 力 を 」 有 す る 。

　 d 箒 一 三 。 の 曽 O 匡 ＜ o ヨ 一 N 」 N 」 。 葺 同 暮 ① 琶 慧 8 巴 写 葺 9 ヨ B 昌 ” ＜ R σ 雰 』 一 － 謹 ＼ 認 葛 器 寓 閏 一 鶏 鱒 ω ● 嵩 一 9 q 旨 ① 旨 ＜ ○ ヨ

ω O 。 藤 」 O 謹 ｝ 属 斡 ① 閃 ① ヨ 鋤 P 鋤 蝉 O ● 旧 d 昌 ① 臣 ＜ ○ 目 ㎝ ● 一 〇 ● 一 8 声 U ① 9 ω 〇 三 餌 p α ＼ 園 簿 ” 幻 ω 。 O － O o o O ＼ O G o ｝ 国 仁 ○ 国 国 一 〇 〇 ト ω 」 ム O お 。 d 辞 ① 鵠 ＜ o 目

一 〇 ● O 」 8 9 囚 o B B 一 ω ω 一 8 ＼ u o 旨 零 匡 き 9 園 ψ Ω 曾 ＼ 鐸 国 仁 O ＝ 国 一 8 9 ω 」 － 竈 o 。 。 ● こ の 立 場 は 、 ド イ ツ 基 本 法 第 二 五 条 に 規 定 さ れ て

お り 、 連 邦 法 の 構 成 要 素 で あ り 、 か つ 法 律 に 優 位 す る 「 国 際 法 の 一 般 規 定 」 に か か る 文 言 と 比 較 す る も の で あ る 。

　 9 什 Φ 一 三 ① ω 田 O ＝ ＜ o き N 。 。 。 ’ 一 。 。 ρ ω ① ＜ 冒 。 ρ 肉 9 Ω 一 旨 ＼ 。 。 P 野 O ＝ 国 一 。 8 噂 ψ H － 。 。 ＆ ご 9 け ① 出 ＜ ○ ヨ 一 。 ’ 。 」 。 。 9 臼 琶 き 露 9 因 ψ
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(苫) Art. 226 ff. EGV (fruher Art. 169 ff. EGV) ， Art. 141 ff. EAGV; abweichend Art. 88 EGKSV. 

(巴) Art. 230 f. EGV (fruher Art. 173 f. EGV)， Art. 146 f. EAGV; ahnlich Art. 33 EGKSV. 

(自) Art. 232 f. EGV (fruher Art. 175 f. EGV) ， Art. 148 f. EAGV; abweichend Art. 35 EGKSV. 

(包) Art. 235 i.V.m. Art. 288 Abs. 2 EGV (fruher Art. 178 i.V.m. Art. 215 Abs. 2 EGV) ， Art. 151 i.V.m. Art.188 Abs. 2 EAGV; 

abweichend Art. 40 EGKSV. 

(包) Art. 234 EGV (fruher Art. 177 EGV)， Art. 150 EAGV ; abweichend Art. 41 EGKSV. 

(色) Urteil des EuGH vom 22. 10. 1987， Foto・Frost，Rs. 314/85， EuGHE 1987， S. 4199. 

(~) Art. 300 Abs. 6 EGV (fruher Art. 228 Abs. 6 EGV) ; abweichend Art. 103 Abs. 3 EAGV. 

(忌) Art. 225 EGV (fruher Art. 168 a EGV)， Art. 140 a EAGV; ahnlich Art. 32 EGKSV. 

(包) Vgl. grundlegend Urteil des EuGH vom 30.4.1974， Haegemann， Rs. 181/73 EuGHE 1974， S. 449，460; ahnlich Urteil vom 

26. 10. 1982， Kupferberg， Rs. 104/81， EuGHE 1982， S. 3641， 3662; vgl. auch Urteil vom 5. 2. 1976， Bresciani， Rs. 87/75， 

EuGHE 1976， S. 129; Urteil vom 9.2.1982， Polydor， Rs. 270/80， EuGHE 1982， S. 329. Vgl. auch Art. 300 Abs. 7 EGV (fr世ler

Art. 228 Abs. 7 EGV) 。トJ E;'同υ端容~~眠11100哨~-\ユ陣ば~~~'明くE宅金U~.c、鍵堤.wヰ341韓{~ti ["判(I@:者全 Q細饗lllE肖.~崎健蛍E

U~実J ド主主傾干毛布J ~1眠時。

(包) Urteil des EuGH vom 12. 12. 1972， International Fruit Company， verb. Rs. 21・24/72，EuGHE 1972， S. 1219; Urteil vom 

30.4. 1974， Haegeman， aaO. ; Urteil vom 5. 10. 1994， Deutschland / Rat， Rs. C・280/93，EuGHE 1994， S. 1・4973.Urteil vom 

10. 9. 1996， Kommission / Deutschland， Rs. C・61/94，EuGHE 1996， S. 1-3989.U E;'判轡虫， ~ ... ャト欄-1+斜線 11 同棋は聴~柏~い

~.c、r 刑事長潟Q粧世田制併手.J1Qa' ゐわ鴬艇U~担起1o--!-O ["圃霊長潟E;'1!醤蝦n時J2444ミ!-oわ<1I11lI..lJ起 j詳いの~E;'手)1Q!-O。

(忍) Urteil des EuGH vom 20. 9. 1990， Sevince， Rs. C-192 / 89， EuGHE 1990， S. 1・3461; Urteil vom 10. 9. 1996， Taflan品1et，Rs. 

C-277/94， EuGHE 1996， S. 1・4085;Urteil vom 4. 5. 1999， Survul， Rs. C-262 / 96， EuGHE 1999， S. 1・2685.

(思) 己主 ~O E;'iIi\主累はわユド 23'Zミ1ムぬ}蜘盟.~. . R. Arnold， K. Ausenhandelsrecht， K 1 Grundlagen， in: M. A. Dauses (Hrsg.)， 

Handbuch des EU-Wirtschaftsrechts， 2. Auflage， 9. Erganzungslieferung (August 2000) ; A. Epiney， Zur Stellung des 

Vδlkerrechts in der EU， EuZW 1999， S. 5; M. Hilf， EG-Ausenkompetenzen in Grenzen -Das Gutachten des EuGH zur 
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一
九
九
四
年
二
月
一
五
日
の
鑑
定
九
四
の
一
に
お
い
て
、
E
C
裁
判
所
は
以
下
の
通
り
確
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
W
T
O
を
設
立
す
る
た
め
の
一

九
九
四
年
四
月
一
五
日
の
協
定
（
合
意
）
は
、
E
C
の
側
と
し
て
は
、
共
同
体
と
E
U
構
成
国
に
よ
っ
て
共
同
で
の
み
締
結
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
典
型
的
な
貿
易
協
定
と
し
て
の
G
A
T
T
は
、
共
同
体
の
専
属
管
轄
領
域
に
あ
る
が
（
旧
E
C
条
約
第
一
一
三
条
、
新
条
約
第
一
三
三
条
）
、

そ
れ
で
も
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
G
A
T
S
）
や
知
的
所
有
権
法
の
貿
易
関
連
局
面
に
関
す
る
協
定
の
観
点
で
は
、
共
同
体
と
E
U
構
成

国
の
権
限
が
配
分
さ
れ
る
。
こ
の
領
域
に
お
い
て
は
、
共
同
体
が
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
措
置
の
よ
う
な
内
部
規
定
を
有
し
て
い
な
い
限
り
、
E
U

構
成
国
に
権
限
が
留
保
さ
れ
る
（
国
仁
O
＝
国
お
揖
ω
」
－
総
零
）
。
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我
々
の
考
え
で
は
、
「
内
的
な
」
第
二
次
共
同
体
法
律
行
為
が
共
同
体
法
上
の
基
準
と
一
致
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
時
々
の
国
際
法
規
定
の

直
接
効
問
題
と
は
構
想
的
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
法
規
の
違
法
性
は
、
対
象
に
即
し
た
性
質
の
要
素
に
あ
る
た
め
、
あ
る
裁
判

所
（
少
な
く
と
も
E
C
裁
判
所
で
）
の
審
査
に
よ
り
、
上
位
に
あ
る
法
の
直
接
的
効
力
を
否
定
す
る
事
件
に
お
い
て
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
意
味
に
お
い
て
、
さ
ら
に
C
旨
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こ
の
確
定
が
、
紛
争
解
決
手
続
に
つ
い
て
明
文
に
よ
る
法
律
化
を
行
っ
た
W
T
O
協
定
が
発
効
し
て
い
る
後
に
も
維
持
さ
れ
う
る
か
は
、
疑
わ
し
く

思
わ
れ
る
。
こ
の
新
し
い
協
定
は
、
詳
細
に
定
め
ら
れ
た
手
続
の
経
過
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
異
な
っ
た
機
能
を
有
す
る
様
々
な
機
関
（
競
合

当
事
者
間
の
協
議
、
パ
ネ
ル
報
告
、
場
合
に
よ
り
上
告
審
の
判
断
、
そ
し
て
W
T
O
通
常
理
事
会
）
が
共
同
作
業
を
行
う
。
従
前
は
比
較
的
脆
弱
で
あ

っ
た
権
利
執
行
は
、
拘
束
力
を
有
す
る
紛
争
解
決
の
原
則
に
よ
り
、
一
つ
の
効
果
的
な
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
大
幅
に
解
消
さ
れ
え
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同
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業
を
行
う
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前
は
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脆
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で
あ
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権
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は
、
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を
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争
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決
の
原
則
に
よ
り
、
一
つ
の
効
果
的
な
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
大
幅
に
解
消
さ
れ
え
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（ 7 3 ）

た 。
　 ＞ 鯉 。 国 〇 一 8 ρ U ミ ＼ 一 ．

　 E C バ ナ ナ 市 場 規 則 に お け る 関 税 及 び 輸 入 割 当 規 則 は 、 一 九 九 七 年 五 月 二 二 日 の W T O パ ネ ル の 最 終 報 告 に お い て 、 違 法 と 判

断 さ れ た 。 こ の パ ネ ル の 結 論 は 、 S A B に よ る 一 九 九 七 年 九 月 八 日 の W T O 上 告 手 続 に お い て 維 持 さ れ た 。 通 常 理 事 会 は 、 一 九

九 七 年 九 月 二 五 日 の 会 議 に お い て 、 そ の 判 断 を 受 け 入 れ 、 そ れ に よ り 、 そ の 判 断 は 確 定 し た （ 国 一 愚 ≦ お 。 8 ω 』 8 9 揖 刈 旨 ） 。

d 膏 陣 こ 。 ω 野 O ＝ ＜ o ヨ ㎝ ● 一 。 9 一 8 倉 ω 琶 α 。 の お 窟 び 一 詩 ∪ Φ 暮 ω 。 包 g 昌 α ＼ 寄 計 雰 ● Ω N 。 。 。 ＼ 。 ω （ Z 一 。 叢 鷺 ① 一 富 冠 9 α q ① y 嘗 ○ 国 国 一 。 。 禽 ω 、

一 － 畠 お （ 9 β 宍 ） ● こ の 手 続 の 範 囲 内 で 、 被 告 で あ る ド イ ツ 連 邦 共 和 国 に 有 利 と な る よ う な 仮 命 令 の 公 布 は 却 下 さ れ た （ 切 8 0 窪 島

鉱 8 国 仁 ○ ＝ ＜ o ヨ 鐸 9 這 鐸 ω き 8 段 8 旨 一 篤 U 窪 房 9 一 き α ＼ 勾 欝 勾 ψ q 鵠 。 ＼ 。 ω 戸 開 q O ＝ 国 お 鐸 ω 」 － 。 。 ま 刈 y こ の 判 決 は ア ト ラ

ン タ 判 決 で も 追 認 さ れ た （ ご 旨 o 一 一 8 ω 国 仁 O 寓 ＜ o ヨ 。 」 一 ● 這 3 ｝ 》 二 § 貫 宰 8 げ 甚 き α 巴 茜 窃 亀 零 富 津 ” 閑 ψ Ω ＆ ① ＼ 。 ω （ く o 轟 び 9 壁

ω 9 0 箆 § 鴨 震 霊 魯 窪 8 ω ＜ R 婁 巴 窪 轟 紹 包 3 房 男 蚕 嘗 ｛ 段 け 四 ヨ 竃 巴 昌 ン 圃 q O ＝ 国 這 3 ” ω 」 － 零 8 ） 同 一 の 状 況 に 鑑 み 、 当 該 規 則

（ く R o 置 壼 鑛 （ 国 ≦ O ） Z 惜 お 斜 ＼ O ω ） 対 し て 私 的 輸 入 業 者 が 提 起 し た 取 消 無 効 の 訴 え は 、 不 適 法 却 下 さ れ た （ ω 8 0 包 義 号 ω

団 仁 ○ 国 ＜ o ヨ 曽 ① 」 8 鯉 ≧ 鼠 暮 蝉 ＞ 0 9 鉾 ＼ 園 貫 幻 ψ ρ 器 ① ＼ 。 ω （ 未 公 開 判 決 ） 。 同 一 の 原 告 に よ り 提 起 さ れ た 損 害 賠 償 の 訴 え も 、

理 由 不 備 に よ り 棄 却 さ れ た （ O 旨 巴 8 ω 国 嘗 O ぎ B 旨 艮 這 。 9 》 二 き 欝 》 O F 曽 尺 国 霞 8 鑑 ω 9 ① O o 日 Φ ぎ ω 3 臥 冨 P 園 ω 。 り 目 一 ＼ 。 ω ’

国 二 〇 国 一 8 9 ω ● F 嵩 ミ ） 。 い わ ゆ る ω o 一 9 。 轟 ① 昌 （ ω く R お 国 蚕 器 。 ） に 依 拠 し て 、 フ ラ ン ク フ ル ト 行 政 裁 判 所 か ら ド イ ツ 連 邦 憲 法

裁 判 所 に 対 し て 、 基 本 法 第 一 〇 〇 条 一 項 に 基 づ き な さ れ た 裁 判 官 付 託 は 、 裁 判 と し て 受 け 入 れ ら れ な か っ た （ 閃 8 畠 一 島 　 8 ω

閃 § α Φ ω ＜ R 貯 ω ω 琶 鴨 鴨 鼠 o 算 の く o ヨ 刈 。 ① 』 O O O る ω ＜ い 一 ＼ O 『 ） 。
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(ロ) ABl. EG 1993， L 47 / 1. 

~υてトト悟型~~~U~ :b時堅苦手詳~.~鐸r<覇当n聴~:t2' 1 ~~-\J叶同町1111 巴 Q~ E-t Oo:く J時々 Q曜緯騨期工，t~:;' い， ~明混入j 事:

塩拘ヰ己記。トJQ。く時々 Q堤纏坦'∞〈向日刊!-Q 1~~-\J崎長目立〈回 Q ~ E-t o..y :l;j tlBト撰 U~:;' い難世相ヰミ記。用組問1時相包， 1 ~ 

~.;コ社長~11 1+1田 Q~~糠U~ ユド， ~Q軍盛期献立とr<ヰ 時J :t二日 ιóP' 時JQ写字塩虫館{~...J~ (EuZW 1997， S. 569 bzw. 722)。

(ロ) Urteil des EuGH vom 5.10.1994， Bundesrepublik Deutschland / Rat， Rs. C・280/93(Nichtigkeitsklage)， EuGHE 1994， S. 

I・4973(5071 ff.). ~J Q恥曝Q堀困ß:~'弾和平J時時tιγ言\制鞍唱〈寵回以~~Àl~ぎ時崎小相思~g.司flQ<4~i三宥|ム拘~~ (Beschlus 

des EuGH vom 29. 6. 1993， Bundesrepublik Deutschland / Rat， Rs. C・280/93R，EuGHE 1993， S. 1・3667).トJQ軍部坦トム I~

入、軍穏やG摺臨柏ヰ~~ (Urteil des EuGH vom 9. 11. 1995， Atlanta Fruchthandelsgesel1schaft， Rs. C-466 / 93 (Vorabent-

scheidungsersuchen des Verwaltungsgerichts Frankfurt am Main)， EuGHE 1995， S. 1・3799)ng: 1 Q年属足掛必'矧悩聴蛮

(Verordnung (EWG) Nr. 404/93) 寂Jい~:m鐸r<事*栴為県単Jど醤提唱~~Ql能川並F 持蝿潟宥!ム初~ど CBeschluß des 

EuGH vom 21. 6. 1993， Atlanta AG u. a./ Rat， Rs. C・286/93(帳<4~軍部)o ng: 1Q匝:l;jCIU ，Lfl p蝶摺拘与;~S!蜘盟組Ql能川..;p'

酎1Btや睦U ，Lfl P牒宥柏~~ (Urteil des EuG vom 11. 12. 1996， Atlanta AG u.a./ Europaische Gemeinschaften， Rs. T・521/93，

EuGE 1996， S. II・1707)。ユ4ミ去さ!-QSolange II (BVerfGE 73， 339)日経認Jい， ì\I~ 入、「\dミム!と恒輔軍医長~~ムヤト刑鞍蜘~;1;話

縞穿1苔U~定J ド'捕1#士話線 100喉!陣U欄わ初お初~~#毒草色nj己~:t2' #誌穿Àl...Jいゆ(むベ ~Æ工、主主指令わ~ (Beschluβ des 

Bundesverfassungsgerichts vom 7. 6. 2000， 2 BvL 1/97)。
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